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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













上かみ諏す訪わ彰あきら







「いやだ、いやだってば！　なんの権利があって……！」

　押しのけようとするオレの両手首を、彼は難なく片手で摑つかむ。

「言っただろう？　おまえの父上から、教育係を任された」

　彼は、その震ふるえがくるようなセクシーな目でオレを見つめる。

「私には、私の思い通りにおまえを教育する権利があるんだよ」

「そんな……あぁっ！」

　そのままベッドに押し倒たおされて、オレは驚おどろいて思わず声を上げる。

　覗のぞき込んでくるのは、まるで神様が作った彫ちよう刻こくみたいな、見とれるほどハンサムな顔。

「抵てい抗こうしてもムダだ。それとも……」

　だけど、その口元に浮うかぶ笑えみは、本当にイジワルで。

「お仕置きをして欲しくて、わざと抵抗してみせている？」

　……ああ、なんでこんなことになっちゃったんだよっ？




　　　　＊




「もう、やめた、やめたっ！　絶対イヤだって言ってるだろっ！」

　オレは、拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がる。

「オレは自分の決めた道を、好きなように生きる！　家の為ために生きるなんてイヤだってば！」

　オレの名前は上かみ諏す訪わ彰あきら。十七歳。

「それにオレ、花の生け方なんか、全然わからないしっ！」

　オレの前には、剣けん山ざんが入った花器。もう三十分も格かく闘とうしていたにもかかわらず……花器の中の花はただの残ざん骸がいと化している。オレは、手に持っていた花を畳たたみの上にピシッと投げ捨てる。

「いくらおまえの頼たのみとはいえ、もう限界だからなっ！」

「坊ぼつちゃま」

　とがめるように言ったのは、父親の一番弟で子しの、杉すぎ本もと浩こう太た郎ろう。二十七歳。この家に住み込みで弟子をとりつつ、オレの指導もしてくれている。まともに教わろうとしたことのないオレにとっては、華か道どうの先生というよりは、この家で甘えられる唯ゆい一いつの存在なんだけど。

「花を粗そ末まつにしてはいけませんと、いつも言っているでしょう？」

　シンプルな濃のう紺こんの着物を端たん正せいに着こなした彼は、うっとりするような美形だ。

　まるで人形みたいに整った、白い顔。

　肩かたにサラリと落ちているのは、少し長めの、烏からすの濡ぬれ羽ば色の髪かみ。

　すっと背筋を伸のばして座った姿は、どこからどう見ても優ゆう雅がだ。

　花はな鋏ばさみを握る指は、白くて細くて、綺き麗れいで。

　長い睫まつ毛げを伏ふせたところとかは、不思議なほど色っぽくて。

　世間の人たちが、美しき華道界のプリンス、と噂うわさするのがよく解わかる。

　オレから見れば、綺麗すぎて……プリンスっていうよりは、大和やまと撫なでし子この優やさしい姉、って感じなんだけど。

　オレは、優しくて綺麗な杉本がすごく好きだ。乱暴な跡あと取り息むす子こと陰かげ口ぐちを叩たたかれながらも、彼への最低限の礼れい儀ぎは尽つくしてる。だから、すごく嫌いやな華道の稽けい古こにもこうして来てるし。

　彼は少し困ったような顔をして、黒い瞳ひとみでオレを見上げる。

「あなたは、華道上諏訪流の第四十三代家元になる方です。そんなワガママは……」

　その言葉が、オレの心の中のコンプレックスをまともに刺し激げきする。オレは思わず我を忘れてしまいながら、

「そんなの、おまえが継つげばいいだろっ？」

　いくつかある華道の流派の中でも、上諏訪家は特に歴史がある家いえ柄がら。門下生の多さでも知られている。

　そのうえ、父さんも一番弟子の杉本もテレビの華道講座で講師を務めていたりするから……門下生はますます増えるばかり。

　すでに華道界のプリンスといわれ、次期家元候補の杉本がいるんだから、オレがわざわざ華道を習うことはないし、自由にさせてくれればいいと思うんだけど……父さんはオレに自由を全然許してくれない。

「おまえには父さんが認めた才能もあるし、父さんからも、後こう援えん会かいからも、お弟子さんたちからも、信しん頼らいされてるし！」

「坊ちゃま」

「オレなんかじゃなくて、おまえがこの家の息子だったらよかったんだっ！」

　杉本の顔に、なんだかすごく複雑な表情がよぎる。

　……やばい……。

　オレは青ざめながら思う。

　……また言っちゃった……。

　お弟子さんの間では、次期家元を誰だれにするかを巡めぐって、争いとかも多いみたいだ。父さんの二番弟子や三番弟子は、杉本よりもずっと年上で、しかも昔から父さんに師事してきた人たちで。彼らを差し置いて杉本を住み込みにして、一番弟子を名乗らせている父さんの姿勢に不満も多いみたいだし。

　例えば父さんの血を引くオレがちゃんと勉強して家を継げば、じゃなかったら、この杉本がこの家の本当の息子だったら……そんな争いは起きなかったはず。

　しかも、杉本の両親は、彼が小さい頃ころに離り婚こんした。母親に引き取られていた彼は、義父との折り合いが悪くて、大学生の時に、ほとんど家出をするようにしてこの家に来た。

　杉本だって、この家に生まれていればどんなに幸せだっただろうって思ってるはずだ。

　……だけど、それは、今さら言っても仕方がなかったことで。

　……だから、こんなこと、彼に言っちゃいけないのに。

　オレは、謝ろうとして口を開き……。

「彰！」

　廊ろう下かの方から歩いてくる足音、それに続いて声がして、いきなり襖ふすまが開く。

「……父さん……」

「また杉本を困らせているのか？」

　そこに立っていたのは、オレの父親。上かみ諏す訪わ寛ひろし。華道上諏訪流の現家元。オレにむりやり家を継がせようとしている張本人。

　五十半ばにしては若く見えるし、上背があるから渋しぶい茶の着物がよく似合う、見た目はけっこう格好いい父親だけど……オレにとっては、憂ゆう鬱うつの象しよう徴ちよう、そして反はん抗こうの対象だ。

　彼はオレがぐちゃぐちゃにした花の残骸を見下ろし、眉み間けんに深いシワを寄せる。

「またこんなことを……しかも、稽古の時には着物を着なさいと言っただろう！　そんなだらしない格好で座ざ敷しきに上がるなんて、上諏訪流の次期家元として、恥はずかしくないのか？」

　だらしないったって、オレは（アイロンを忘れたから多少はヨレヨレしてるけど）ちゃんと洗せん濯たくしてある綿シャツと、（多少色オチはしてるけど）お小こ遣づかいをはたいて買った（けっこう高かった）ヴィンテージのジーンズって格好。

　普ふ通つうに見たら、だらしない、なんて形容詞はとてもつかないような格好だと思うけど……父さんから見れば、ビシッと着こなされた着物以外は全部、だらしない、になる。

「だから、次期家元になんかならないって言ってるだろっ？」

　言うと、彼の頰ほおが怒いかりでヒクリと引きつるのが解る。

「家を継がないのなら、いったいどうするつもりなんだ？　今のおまえに何ができる？」

　その言葉に、オレの中の怒りが爆ばく発はつする。

「オレに何ができて、何をしたいかなんて、なんにも知らないくせに！」

　オレは叫さけんで立ち上がる。そのまま父親の脇わきをすり抜ぬけて、廊下に走り出る。

「待ちなさい、彰！」

　後ろから追ってくる彼の声を無視して、長い廊下を全力疾しつ走そうする。そのまま自分の部屋に飛び込み、襖を勢いよく閉める。

「……畜ちく生しよう……っ！」

　そのまま部屋を横切り、ベッドにダイビング。うつぶせになったまま、ため息をつく。

　どうしてこんなにイライラするのか、自分でも解らない。だけど、父親の顔を見るだけで、どうしてもこういう気持ちになってしまう。

　……オレが、将来何になりたいかなんて、知ろうとも思わないくせに！

　オレは思いながら寝ね返りを打ち、壁かべを見上げる。

　同級生くらいのヤローの部屋の壁に貼はってあるのは、グラビアアイドルだの、好きなバンドだののポスターだろう。だけどオレの部屋にあるのは、そのどちらでもなくて。

　そこに貼ってあるのは、一枚のデザイン画の写真。

　清きよ水みずの舞ぶ台たいから飛び下りるつもりで買った豪ごう華かな写真集から、切り抜いたものだ。

　描えがかれているのは、一台のレーシングカー。

　今年のＦ１で優勝した、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』という会社のレーシングマシン。そのデザイン画だ。

　デザイン画の右下には、『Ｋ』という一文字。これが、このマシンをデザインしたデザイナーのサイン。

　オレは、そのデザイン画を見上げながら、深いため息をつく。

　……オレにも、こんな絵が描かけたらいいのに……。

『Ｋ』は、車好きなら誰でも知ってるはずの、天才といわれるカーデザイナーだ。

　マスコミが嫌きらいなのか、本名も顔も公表していない。だからプライベートなことは、何も解らない。

　だけど、彼のデザインした車なら、雑誌の最新モデル特集と、毎年のモーターショーの会場と、そしてテレビのＦ１レースの中ちゆう継けいで見ることができる。

　会社によってはレーシングカー専門のデザイナーを雇やとっているところもあるみたいだ。

　だけど、『Ｋ』の場合は、モーターショー用の最新モデルと、一いつ般ぱんに市し販はんされる（と言っても半はん端ぱな金額じゃないんだけど）オンロード用のスポーツカーと、さらにレーシングカーのデザインまでも手がけている。

　……半端な才能じゃないんだよなぁ。

　オレは、彼のデザイン画を見つめながら、羨せん望ぼうのため息をつく。

　最速で四百キロ近い速度を出さなくてはならないレース用マシンのデザインは、見かけだけじゃなくて、その構造を完かん璧ぺきに理解して、緻ち密みつに計算をして、そうとう特とく殊しゆなデザイン作業になるはず。

　だけど彼のデザインしたマシンは、三年連続で世界一の座を獲かく得とくしている。

　しかも、彼のデザインしたマシンは……速いだけじゃなくて本当に美しいんだ。

　……彼みたいなデザインができたら……どんなに素す敵てきだろう……。

　オレは思いながら、ベッドの下に隠かくしてあったスケッチブックを取り出す。

　そして、うつぶせになってそのページをめくる。

　分厚いスケッチブックのほとんどのページは、オレが描いたデザイン画で埋うめられている。

　勉強よりもスポーツが得意なオレの趣しゆ味みが、まさか絵を描くことだなんて、父さんはおろか、クラスメイトだって知らないだろう。

　多少絵を描くのが好きな程度で、専門的な勉強をした経験もない。そんなオレの絵はプロから見たらまだまだかもしれないけど……美術部に所属してる友達とか、知り合いのバイク屋のオヤジからは、すごく上手だって誉ほめられた。

　オレはその一枚一枚を大切に見てから、スケッチブックの最初にページを戻もどして、そこに描かれている絵を見つめる。

　これだけは、オレのオリジナルじゃなくて、ある車の写真を見ながら描いたもの。

『ディアロッサ』という名前のこの車は、『Ｋ』がデザインした車の中で最初に世に知られたもの。いちおう公道も走れるオンロード車だけど……そのエンジンはレーシングカー並みのパワーを持っている。

「……それだけじゃなくて、めちゃくちゃ綺き麗れいなんだよなぁ……」

　オレはその車の美しいフォルムに見とれながら呟つぶやく。

『Ｋ』は、今は、日本の『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』に所属してるけど、最初はイタリアの有名自動車メーカー、ファラーリ社というところでデザイナーとして働いていた。

『ディアロッサ』は、彼がその頃にデザインした車で、たしか日本には三台しかないっていう、超ちよう高級スポーツカーなんだ。自分のものにするなんて夢のまた夢。

「……だけど、一度でいいから、乗ってみたいなぁ」

　まあ、『ディアロッサ』のオーナーと知り合いになるなんてチャンスすら、庶しよ民みんのオレには夢だろうけど。

　そして、夢と言えば。

　オレには、『ディアロッサ』に乗りたい、なんていうのより、もっと大きな夢がある。

　……ちゃんと絵の勉強がしたい。

　……そして、彼が働いている会社で、一いつ緒しよにカーデザイナーとして働きたい。

　そう。父さんも杉本もそれこそ夢にも思わないだろうけど……オレの夢は、カーデザイナーになること。そして『Ｋ』と一緒に働くことなんだよね。

「彰」

　ドアの向こうから聞こえた父さんの声に、オレは慌あわててベッドから身を起こす。

「私に話があるんじゃないのか？　入るぞ」

　声がして、いきなりドアが開く。オレは、部屋に入ってきた父さんの顔を睨にらみ上げて、

「入っていいって言ってない！　プライバシーの侵しん害がいだ！」

「またそういう生意気なことを。親の臑すねをかじっている子供にプライバシーなど存在しない」

　その頭ごなしな言い方が、またオレの神経を逆さか撫なでする。

「出てってくれよ！　オレ、話なんかない！」

　言うと、父さんの厳しい顔に怒りの色が浮うかぶ。

「さっきのことを謝りなさい。だいたい稽けい古こをつけてくれた杉本に失礼だとは思わないのか？」

「杉本にはあとで謝る。だけど父さんに謝ることなんかない。オレは華か道どうをやりたいなんてこと、一回も言ったことないし」

「またそういうことを！　だからおまえは……」

　言いかけた父さんの視線が、ベッドの上に広げっぱなしになっていたオレのスケッチブックに落ちる。

「……これは？」

　オレが止めるまもなく、父さんの手がスケッチブックを持ち上げる。

「見るなよっ！　返せよっ！」

　オレは父さんの手からそれを奪うばい返そうとしてスケッチブックを摑つかんだ。

　父さんは、取り返えされまいとするかのように反射的にスケッチブックを引っ張り……。

　ビリッ！

　紙の破れる音。信じられない気持ちで見下ろすと、オレの手の中には、半分に破れた紙。

　それは、オレが描いた『ディアロッサ』のデザイン画の模写だった。

　まっぷたつに切れてしまった、『Ｋ』がデザインした美しい車の絵。

　それを見たオレの心の中に、ずっと鬱うつ積せきしていた不満や悲しさが一気に湧わき上がる。

「もう、我が慢まんできないっ！」

　オレはその紙を見つめたまま叫さけんだ。

「こんな家、出ていってやるっ！」

　オレは父さんの手からスケッチブックを奪い返し、ドアの脇わきに置いてあったデイパックを摑んで部屋を飛び出した。

　驚おどろいたように声をかけてくるお弟で子しさんたちを無視し、心配そうな顔で伸のばされた杉本の手を振ふりきって、廊ろう下かを走る。バスケットシューズを履はいて庭に出て、唯ゆい一いつの自由として許されていた、二百五十㏄のバイクにまたがる。

　スケッチブックをデイパックに詰つめ込んで背負い直した時、ヘルメットを忘れたことに気づいた。けど……玄げん関かんから飛び出してくる父さんの姿を見て、もうどうでもいい、と思いながら、キーを突つっ込み、バイクのエンジンをかけた。

　何かを叫んでいる父さんの声を無視して、オレはアクセルをふかした。

　そしてそのままバイクを発進させ、全速で庭を横切って、門から走り出した。

　……こんな家には、もう二度と戻って来るもんか！







甲か斐い谷たに貴たか英ひで







　お坊ぼつちゃまの教育係を頼たのみたい、そう言ってきたのは、大学時代の後こう輩はいだった杉本浩太郎。

　生き方も性格も全く違ちがうが、妙みように気が合って連れん絡らくを取り合っていた彼から、そのことを最初に相談されたのは、二週間ほど前だった。

　彼は昔から華道家をめざし、大学生の頃ころから上諏訪流の家元の家で住み込みになって勉強を重ねていた。そして彼がお坊ちゃま、と呼ぶのは、上諏訪家の一人息むす子このこと。

　家元に不ふ肖しようの一人息子がいるせいで、あんなに華道への意欲と才能を持つ杉本は家元になれない、大学時代、お節せつ介かいな友人からそう聞いた憶おぼえがある。

　その立場を考えれば、杉本はその一人息子を疎うとんじてもいいのでは、とも思うが……杉本は、彼のことをいつも本当の弟のように愛いとおしげに話した。

　気が強くしかしどこか脆もろそうなその一人息子のことを、いつしか可か愛わいいと思うようになった。

　杉本はいつも彼の写真を持ち歩いていたようだが……可愛いお坊ちゃまに悪い虫がついてはいけませんから、と私にも友人たちにもその写真を見せてくれたことはなかった。

　だが、教育係の話が出た時、彼は私にやっとそのお坊ちゃまの写真を見せてくれた。

　写っていたのは、ブレザー型の高校の制服を着た、一人の少年。

　私は、その少年の姿に目を奪われ……しばらくの間、息をするのも忘れた。

　少年と呼ぶほど子供ではないが、青年と呼ぶにはまだ危うすぎる……彼は、そんな不安定な年ねん齢れいらしい、潔けつ癖ぺきな無表情で、写真の中から私を見つめていた。

　艶つや々つやと光る、烏からすの濡ぬれ羽ば色の髪かみ。

　真しん珠じゆのように白い、滑なめらかな肌はだ。

　きりりとした眉まゆ、すっと通った鼻筋。

　長い睫まつ毛げに彩いろどられた、アーモンド型の目。

　彼は、まるで職人が丹たん念ねんに作り上げた人形のように端たん整せいな、美しい顔立ちをしていた。

　私が見とれたのは、その美しさにだけでなく……。

　彼の黒い瞳ひとみの中には、何かに苦く悩のうし、何かを切望するかのような、不思議な煌きらめきがあった。

　本当ならば、いくら親しくしている後輩からの頼みでも、金持ちのワガママお坊ちゃんの教育係など引き受けるつもりはなかった。

　しかし……私はどうしても首を横に振れなかった。

　……どうして断れなかったのだろう？

　私は、杉本から渡わたされた、その青年の写真を見ながら思う。

　……そして、どうしてこんなに胸が熱くなるのだろう？

　私の名前は、甲か斐い谷たに貴たか英ひで。二十八歳。

　一いつ般ぱんには、『Ｋ』というデザインネームで知られている、カーデザイナーだ。

　日本に生まれ、イタリアに渡り、美術大学でインダストリアルデザインの勉強をした。

　最初に就職したのは、イタリアのメーカー、ファラーリ社。

　そこで初めて手がけたデザイン画がいきなり新作のデザインとして採用されてしまい、そのまま制作チームに加わった。

　その時の車は、『ディアロッサ』という車名で世に売り出され、今までになかったデザインと、ファラーリの優ゆう秀しゆうな技術力のおかげで、今では伝説のスーパーカーとして知られている。

　現在は、基本的にはフリーデザイナー。日本の『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』という会社から主に依い頼らいを受け、チームのメンバーと共にデザイン作業を進めている。

　来年度のＦ１レース用マシンの調整にも入らなくてはいけないし、次のオンロード用車の新作のデザインの作業も進めなくてはいけない時期だ。

　だが……私の心の大部分を占しめているのは、もうすぐ会えるはずの、彼のことばかり。

　完かん璧ぺきなデザインをするマシンのようだと言われた私がこんなふうになってしまうなどとは、自分自身でも想像したことがなかった。

　そう、私は、その上諏訪彰という少年に……恋こいをしてしまったようなのだ。







上諏訪彰







『そこのバイク！　止まりなさい！』

　後ろから聞こえた、拡声器の声に、オレは驚いてコケそうになる。

「うわっ！」

　必死で体勢を立て直して、バックミラーで後ろを確かく認にん。

「噓うそだろ？」

　そこには、オレを追つい跡せきしているらしきミニパトが一台。

　……信じらんない。さっきまでいなかったから、どこかに隠かくれてたんだな。

　慌あわてて飛び出してきたから、オレはヘルメットを被かぶってないまま。しかもムカついて派手にスピード違い反はんをしていたはずだし……免めん許きよ停止は確実かも。

「つかまってたまるか！　オレのテクニックで、まいてやるっ！」

　オレは呟つぶやき、さらにアクセルをふかしながら格好よくコーナリングを決め……。

「うわっ！」

　雨が降ったらしくて濡れていたマンホール。その上に乗ったタイヤが、スリップした。

「うわっ！　転んでたまるかっ！」

　オレは、全神経を使って体勢を立て直す。

　かなり格好悪かったけど、なんとか転ばずにすみ、オレはホッとため息をつく。

　……危なかった。オレの運動神経がなかったら、今頃……。

　油断した時、目の前の道路を、黒っぽい猫ねこがすごい速さで横切った。

「うわあっ！」

　オレは今度こそバランスを崩くずす。バイクは派手にスリップし、オレは放り出されるようにしてアスファルトの上を滑すべり……。

　ザザアッ！

　派手な音、頰ほおにピシピシと何かが当たる。そして視界が奪うばわれ……オレは何が起こったのか解らずに呆ぼう然ぜんとする。

　……オレ、いったい……？

　頰が、何か湿しめった柔やわらかいものに押しつけられている。

　少し離はなれたところで、車の停とまる音。そして何人かが走ってくる足音。

「君！　大だい丈じよう夫ぶか？　どこか打った？」

　誰だれかが叫さけんでいるのが聞こえて、オレはノロノロと身を起こす。

　そして自分が道路脇わきの花か壇だんに突っ込んでいたことに気づく。

　顔はとりあえずかすり傷くらいですんでるみたいだけど、横滑りになった時にアスファルトで擦すれたのか、二の腕うでと腿ももの側面がヒリヒリ痛む。

「君、大丈夫かっ？」

　ミニパトに乗っていたらしき中年の警察官が、駆かけ寄ってきて、慌てたように聞いてくる。

　大丈夫です、と答えながらオレは立ち上がり……このまま逃にがしてくれないかな、なんて甘いことを考え、でもやっぱりそれは無理で……。




　　　　＊




「……もう最悪だ」

　オレは、ノーヘルとスピード違反で免許停止に加えて、未成年だからってことで（これはバイクとは関係なく補導ってことだ）、近くの警察署まで連れてこられていた。

　普ふ段だんならこんなことはしないんだろうけど、明日から春休みのせいでどっかの走り屋たちが張り切って暴走しちゃったらしい。

　ロビーには革かわのつなぎを着た男子たちと、お取り巻きらしき派手な格好の女子たちが、二手に分けられてお説教をされている。

　彼らを一いつ斉せい検挙するための包囲網もうの端はじっこに、どうやらオレもひっかかったらしいんだ。

「……こんな、家の近所で補導されるなんて……」

　オレは、パトカーの中でさんざん交通課の巡じゆん査さからお説教をされ、その後は少年課の方に引き渡わたされ、そこでまたさんざんお説教を喰くらった。

　ご家族の方が迎むかえに来るまでここで待ちなさい、と言われて、オレはロビーにある固いソファにがっくりと腰こしを下ろしている。

　父さんに知られないわけにはいかないだろうし……とすると、さらに一波乱あるはず。

　思っただけで、もう最悪の気分になる。

　その時。ざわめいていたロビーが、なぜかふいに静かになった。

　受付に立っていた婦人警官も、離れたところで大声でお説教をしていた少年課の刑けい事じさんも……エントランスの方を向いて、なぜか呆然としている。

　すぐそばで騒さわいでいた柄がらの悪そうな学生たちが、オレの肩かた越ごしに向こうを見て、口をぽかんと開けてしまっている。

　……なんだ？

　オレは彼らの視線を追って、振ふり向き……。

「……あ……」

　そして思わず動けなくなってしまう。

　そこにいたのは、背の高い一人の男。

　彼はいかにも優ゆう雅がな仕草であたりを見回し、それからなぜかオレのところで視線を止める。

　彼が、オレのいる方に向かって歩き始める。

　シンとしてしまっているロビーに、彼のきびきびとした靴くつ音おとだけが、カッカッ、と響ひびいた。

　……誰だろう、あれ……？

　オレの目は、その男に釘くぎ付づけになってしまう。

　……す、ごい……。

　がっしりした肩、引き締しまった腰。そして脚あしがうっとりするほど長い、完全なモデル体型。

　それをますます引き立てている、いかにも仕立ての良さそうなダークスーツ。

　完璧な形に締められた、イタリア製っぽい趣しゆ味みのいいネクタイ。

　男らしい首のライン。

　しっかりとした、形のいい顎あご。

　厳いかめしく引き締められた、少し薄うす目めの唇くちびる。

　スッと通った高貴そうな鼻筋。

　男らしい眉まゆと、その下の凜り々りしい感じの奥二重の目。

　そして……オレを真っ直ぐに見つめている、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

　オレはまるで射すくめられたように動けなくなる。

　彼から目をそらせないまま、真っ直ぐに見つめ返すことしかできない。

　オレの父さんだって年の割にけっこうな美形だし、浩太郎だって、華か道どう界のプリンスといわれてるし。だからルックスのいい男なんか、見慣れてるはず……なんだけど……。

　でも、彼は、オレが生まれてから見た中で……一番美しい男だった。

　……すごい美形……。

　例えばここがパリにあるデザイナーズ・ブランドのコレクション会場とか、ロスアンゼルスで行われるアカデミー賞の授賞式会場とかだったら、彼はきっとしっくりとなじむだろう。

　だけど、このホコリっぽくて雑多な警察の待合いロビーからは、彼は完全に浮ういていた。

　モノトーンのロビーの中で、まるで彼の周りだけがカラー映像になっているかのように、彼の存在感は鮮あざやかで……。

　……誰なんだろう？　警察の関係者には見えない感じだし。だけど、警察に用事があるなんて、フツーじゃないし……。

　思ったところで、オレはハッとする。

　……どっかのマンガで読んだことがある！　最近のヤクザの若わか頭がしらとかって、すごいエリートで、すごいお洒しや落れだって！

　そう思ったら、彼の洒落た服装も、厳しい顔つきも、まさにそうとしか見えなくて。

　……きっとヤクザの親分を迎えに来た、どっかの組の若頭だっ！

　彼は、その漆黒の瞳でオレを見つめたまま、足早にオレの方に近づいてくる。

　……こ、怖こわいぞっ！　目をそらさなきゃ、ダメだぞっ！

　思うけど……彼の強い視線で見つめられていると、脳の奥がジワリと痺しびれたみたいになって……どうしても彼から目をそらせなくて。

　……ど、どうしよう、これじゃまるで、ガンつけてるみたいじゃないかっ！

　呆然と見とれている間に、彼はオレの方に一気に歩いてくる。

　……や、ヤバい……っ！

　……ちゃんと目をそらさないと……っ！

　だけどやっぱり目をそらせず……硬こう直ちよくしたままのオレの前に、彼がピタリと立ち止まった。

　……うわぁ……。

　……因いん縁ねんつけられるっ！　どっかに沈しずめられるっ！

　怖さのあまり後ずさることもできないオレを、彼が真っ直ぐに見下ろしてくる。

　……うっ……。

　……怖い。きっと逃げなきゃやばい。だけど……。

　厳しく頰を引き締めた彼は、本当にうっとりするような美形で。

　……う、動けない……っ。

　オレを真っ直ぐに見つめたままの彼が、ふいにその手を持ち上げ、オレの方に伸のばす。

「……え……？」

　状じよう況きようが飲み込めない間に、彼の手が、オレの顎から頰の辺りをフワリと包み込む。

「……あ……」

　さらさらと滑なめらかで、なんだかすごく心地いいその手のひら。

　清潔な感じに少しひんやりとした、彼の体温。

　空気が動いた拍ひよう子しに、何かの、うっとりするようないい香かおりが、オレの鼻び孔こうに届いた。

　最初に感じたのは、爽さわやかで甘く、でもどこかに苦みを含ふくんだ、オレンジに似た柑かん橘きつ類るい。

　その次に微かすかに感じたのは、どこか獰どう猛もうな感じのムスク。

　それは蕩とろけそうなほど甘く、だけど甘いだけじゃない……セクシーな大人の香りだった。

　オレの心臓が、なぜか、ドクン、と跳はね上がる。

　そのまま、鼓こ動どうがどんどん速くなってしまう。

　怖いだけじゃなくて、なんだか……？

　……どうして？　オレ、ヤクザに因縁つけられそうなんだよね……？

　オレの心は、なんだか甘い感じに疼うずいてしまっていて。

　鼓動だけが、頭の中に響いているみたいで。

　……これじゃまるで、一ひと目め惚ぼれをした中学生じゃないか……っ！

　形のいい彼の唇が、ふいに動いて何かの言葉を紡つむ出だす。

「……バカか、おまえは？」

　彼の唇から漏もれたのは、低くて、胸を直接に揺ゆらしてくるようなセクシーな囁ささやき。

　……ああ、ものすごい美声……。

「……家は飛び出す、ヘルメットなしでバイクに乗る、その上スピード違い反はんをする……まったくどうしようもないお坊ぼつちゃまだ」

　見つめてくるのは、まるで宝石のように美しい漆黒の瞳。

　彼は、その美しい手でオレの顎をクイッと上げさせ、まるでキスをしようとするかのように、ゆっくりと顔を近づけてくる。

　……ああ……彼はオレに何をするつもりなんだろう……？

　鼓動がますます速くなり、何も考えられなくなってくる。

「……おまえを、このまま連れて帰る」

　息が触ふれそうなほど顔を近づけられて、オレは思わず目を閉じてしまう。

「……一から、教育し直さなくてはいけないからな」

　唇に、彼の囁きを感じる。

　彼の囁きはオレの鼓こ膜まくを揺らし、なぜか、腰の辺りに、ズキン、と甘い電流を走らせる。

「……あぁっ……」

　身体からだからふわりと力が抜ぬけ、オレは彼の手をすり抜け、イスから床ゆかにずり落ちる。

　……ああ、なんで、囁かれただけで……？

　身体が変に熱くて、心臓がドキドキしてる。

　……なんで、こんなふうになっちゃってるんだ、オレ……？

　冷たい床に座り込んだまま、オレは呆ぼう然ぜんと彼を見上げる。

　彼は尊大な態度でオレを見下ろしたまま、その形のいい唇の端はしを笑いの形に歪ゆがませる。

「囁かれただけで、腰こし砕くだけ……か。まったく感じやすいお坊ちゃまだ」

「……へっ？」

　……感じやすい……？

　オレは言葉の意味を考え……それから驚おどろいて、

「か、感じたってなんだよ？　そんなんじゃないぞっ！」

「じゃあ、どうしてそんなところに座り込んでいる？　私の声に感じたんだろう？」

　可お笑かしそうに言われて、オレの頭にカアッと血が上る。

「ちっ、ちがーうっ！　す、座りたかったから座っただけだっ！　立ってようが、座ってようが、オレの勝手だろっ！」

　オレはさっきまでの怯おびえも忘れて、思わず叫さけんでしまう。

「オレのことなんか放っておいて、さっさとヤクザの親分でも迎むかえに行けよーっ！」

「……ヤクザの親分？」

　彼は不ふ審しんそうな顔をして、それからあきれたようにため息をつく。

「私をどこかの組関係者だと思ったのか？」

「だってっ！　最近のヤクザのエリートは格好いいってどっかで読んだしっ！」

「しかも、さっき言った言葉を少しも聞いていなかったようだな」

「……へ？」

「さっき、囁いた言葉だ」

「……ええと……？」

　……聞くには聞いてたけど、自分の反応を追うのに夢中で、ちゃんと理解してなかった。

『このまま連れて帰る』『一から教育し直さなくてはいけないからな』？

　オレはさっきの彼の囁きを頭の中で再生し……驚いて彼を見上げる。

「……連れて帰る？　教育？　なんだよ、それ？」

「聞くには聞いていたのか」

「だから、なんだよ、それ？　なんであんたに連れて帰られなくちゃいけないんだよ？」

　彼は答えないままで、ふいにオレに手を差し伸べる。

「へ？」

「いいから立て。そんなところに座り込んでいては、身体が冷えてしまう」

　オレは何かを言い返そうとして……でも、目の前に差し伸べられた彼の手に思わず見とれる。

　さっきも見とれちゃったけど……彼の手は、そのルックスに比例して、本当にうっとりするような綺き麗れいな形をしていた。

　指が長くて、男っぽく骨の張った、大人の美しい手。

　いかにも育ちが良さそうに完かん璧ぺきに手入れされた、艶つやのある爪つめ。

　なめし革がわみたいに滑らかな、その皮ひ膚ふ。

　オレは思わず見とれ、言い返すことを忘れてしまう。

　何もかも預けてしまいたい……と思わず思ってしまいたくなるような、大きな手だ。

「……手を出して」

　その声は、何もかも忘れて従ってしまいそうなほど……甘くて深い響ひびきを持っていて。

　オレの手が、勝手にゆっくりと上がってしまう。そして彼の手の上に、そっと載のってしまう。

　指先に触れた彼の体温に、ふと我に返る。

　……ああ、なんでオレ、こんな男に手を差し出してるわけ？

　慌あわてて引こうとしたオレの手を、彼の手が、逃にがさない、とでも言うように追いかけ、そしてしっかりとつかまえた。

「……あ……っ」

　いつも、もう大人だって突つっ張ってたけど……彼の大人っぽい手の中にあると、オレの手は本当に小さくて、白くて……まるで女の子のそれのようにか弱げに見えた。

　オレの手を包み込む、彼の体温、そして滑らかな皮膚の感じ。

　肌はだで直じかに感じるその感覚に、オレの鼓動がなぜだかますます速くなってしまう。

「……そう、いい子だ。立て」

　彼が言って、ふいに握にぎり締めたその手をクイッと引く。

「え？　あっ！」

　バランスを崩くずして前のめりになったオレの肩かたを、彼の手がしっかりと支えた。

　そのまま顔を覗のぞき込まれて、オレは思わず真っ赤になってしまう。

「……お……おまえ、誰だれなんだよっ？」

　彼の手が、オレの顎あごにかかる。そして、そっと顔を上げさせる。

「私の名前は、甲斐谷貴英」

　囁くような甘い美声に、オレは思わず赤くなってしまう。

「君の父上の上諏訪寛氏と、杉本浩太郎から頼たのまれた。今日から私が、おまえの教育係だ」

　甲斐谷と名乗った彼の唇くちびるに、美しくて、だけどものすごくイジワルな笑えみが浮うかんだ。

「う……噓うそだっ！　だってオレ、なんにも聞いてない……っ！」

「それなら、直接聞いてみるといい」

　彼は内ポケットから出した携けい帯たい電話のボタンをプッシュし、それをオレにいきなり渡わたす。

「……え？」

「杉本の携帯電話のナンバーだ。信じられないのなら、自分で聞いてみるんだな」

「なんであんたが、杉本の携帯のナンバーを知ってるわけ？　いい加減なこと言うと……」

　いいから出ろ、というように顎で示され、オレは恐おそる恐る携帯電話を取り、耳を押し当てる。

　一回の呼び出し音の後、すぐに、聞き慣れた声がそこから聞こえた。

『甲斐谷さん？　坊ちゃまとは無事に会えましたか？』

「杉本！」

　その声は……たしかに杉本の声だった。

『坊ちゃま？』

　杉本は驚いたように言い、何かを考えるように少しだけ黙だまってから、

『ええと……甲斐谷さんから、事情は、聞きましたか？』

　なんだか言いづらそうな声で言う。

「事情って……この男、オレの教育係を頼まれたとかいい加減なことを言って！　まさか、そんなこと頼んでないよな？　すぐにおまえが迎むかえに来てくれるんだよな？」

『……坊ちゃま……』

「父さんに謝るのは癪しやくだけど、おまえのためにいちおう頭を下げて休戦にする。だからすぐに迎えに来てくれよ！」

『坊ちゃま。……それはできません』

　杉本はなんだかすごくつらそうな声で言い、それからなんだか覚かく悟ごを決めたように、

『甲斐谷さんは、私の大学時代の先せん輩ぱいです。少し口は悪いですが、とても信しん頼らいのできる方です。きっといい教育係になってくださいます。警察署にあるバイクはあとで取りに行きますので、今日はこのまま甲斐谷さんのお家に向かってください』

「そんな！　たしかにスピード違い反はんでつかまって、そのまま補導されたのはやばかったと思う！　けど、急にそんなこと言い出すなんて……」

『彼に教育係を頼むことは、以前から家元と計画していたことなんです。今回のことで、少し時機が早まってしまいましたが』

　オレは、杉本の言葉が信じられずに呆然とする。

　……オレ、そんなこと、一言も聞いてないよ……。

「納なつ得とくしたか？」

　声がして、立ちすくむオレの手から、携帯電話が取り上げられる。彼はそれを耳に当て、

「というわけだ、杉本。坊ぼつちゃんは私が無事に預かったので、心配するな」

「ま、待てよ！　オレはあんたに預かられるなんて、一言も……っ！」

「彼は私がしっかりと教育し直す。だが、それ以上のことになっても文句は言うなよ」

　甲斐谷というその男は、携帯電話に向かって言い、返事を待たずに通話を切る。

　それからオレを振ふり返り、そのハンサムな顔に、ものすごくイジワルな笑みを浮かべる。

「帰るぞ。二人から頼まれた猶ゆう予よは二週間。その間におまえを徹てつ底てい的に教育してやる」

　オレは、何かの間ま違ちがいだ、こんなやつ保護者じゃない、と抵てい抗こうしようとしたけど……少年課の人たちには、どうやら父さんから連れん絡らくがいっていたらしい。

　オレはあっさりと甲斐谷に引き渡され、警察署を後にした。

　彼は呆ぼう然ぜんとするオレの肩を抱だくようにして、警察署の前の駐ちゆう車しや場じようを歩く。

「はっ、離はなせよっ！　どうしてオレが、教育なんかされなきゃならないんだよっ？　オレ、もう立派な大人だし！」

「ふうん」

　彼はオレの肩をしっかりと抱いたまま、無感情な声で言う。

「大人にしては、少し無む鉄てつ砲ぽうすぎる気がするが？　ヘルメットを忘れたまま家を飛び出す、家から一キロも離れないうちにスピード違反でつかまる、しかもパトカーから逃げようとして転んだって？」

「うっ、うるさいなっ！　メットを忘れたのも、ついついスピードを出しちゃったのも、コケたのも……何もかも、父さんが悪いんだからなっ！　子供扱あつかいするな！」

　オレは精いっぱいの強さで睨にらみ上げるけど、彼は全然意に介かいしてないように肩をすくめる。

「……甘えん坊ぼうの子供が、だだをこねているようにしか聞こえないな」

「なんだとおっ？」

「ともかく、私の家できちんと傷の手当だ」

「傷？　大おお袈げ裟さだよ。止まってるようなスピードだったから血だって出てないし……」

「スリップをして転んだのなら、どこか擦すりむいているんじゃないのか？　痣あざになっているかもしれないし」

　彼の言葉に、オレはちょっとギクリとする。

　警察の人にバレるのが癪だったから平気な顔をしてたけど……実は転げ落ちた時に地面に打った腿ももの側面がジンジン痛んでいた。

　袖そでを下ろして隠かくしてあったけど……乗っているときに袖をまくっていたせいで、手首の外側から肘ひじにかけて、かなりの部分を擦こすったはず。血はひどくは出てないだろうとは思うけど、実はそこもズキズキ痛んでる。

「べ、別にどこも擦りむいてないし……」

「隠してもムダだ。頰ほおがひきつっている。擦りむいていなくても、どこかぶつけただろう？」

　……オレの弱み、あっさり見み抜ぬきやがったな。

　オレの心に、怒いかりが湧わき上がる。

　……しかもそんな澄すました顔したままで。なんて憎にくたらしい男なんだっ！

　オレは思いながら彼を睨もうとし……だけど、あるものに目を奪うばわれてそれすら忘れる。

「……あ……！」

　大きなバンの向こうに停とまっていた、一台の車。

「……ファラーリ社の『ディアロッサ』だ！　すっげー……っ！」

　その車には、伝説のモンスターマシンと言われる由来となったとんでもないエンジンが搭とう載さいされているはず。

　だけど上品なブルー・ブラックに塗と装そうされたその車は、何か不思議な上品さと静せい謐ひつさをたたえてそこに停まっていた。

「……本当に綺き麗れいな車なんだなぁ。本物見たの、初めてだ……」

　オレは、グラビアから抜け出してきたようなその車の美しいフォルムに見とれながら呟つぶやく。

「……すごい。日本には、三台しかないんだよね。こんなところで見られるなんて。この車のオーナーがうらやましい……」

　オレは、本気で言ってしまう。

　当時の販はん売ばい価格はたしか七千五百万円。今はプレミアがついて一億円の後半まで値段が跳はね上がっているって噂うわさ。

　だから、とても庶しよ民みんのオレが買えるようなシロモノじゃないんだけど……一度でいいから乗ってみたい、でなければ、見るだけでもいい、ってオレは思ってた。

「これってさ、有名なデザイナーの『Ｋ』が、最初にデザインした車なんだよね……」

　オレは、この男に言っても解らないだろうな、と思いながらもつい呟いてしまう。

　余計なものを極限まで削そぎ落とし、一秒でも速く走るためにデザインされた究極のマシン。

　空気抵抗を受けないために計算され尽つくしたその流りゆう麗れいなラインは、機能的なだけじゃなくて……うっとりするほど美しい。

「やっぱ……すっごい綺麗」

「乗ってみたいか？」

　彼の言葉に、オレは、何度も何度も頭を縦に振る。

「もちろん！　一度でいいから乗ってみたいって、ずっと思ってたんだ！　だけど」

　無理だよね、と言おうとしたオレの目の前で、彼がポケットからキーホルダーを出す。

「乗りたい、と言ってもらえて安心したよ」

　チャラ、と音をさせ、彼が目の前にかざした革のキーホルダーには、金色の馬が前まえ脚あしを蹴けり上げている、ファラーリ社のマーク。

　呆然としているオレの目の前で、彼はそのキーを使って、助手席側のドアロックを解除する。

「……う、そ……！」

　彼はそのままドアを開け、可笑しそうな顔でオレを見ながら、

「馬車へどうぞ、ワガママなお姫ひめ様。乗り心地も気に入っていただければ光栄なのですが？」

　わざとらしく、恭うやうやしい口調で言う。オレは一いつ瞬しゆんムッとする。

「お姫様とか言うなっ！　そんなこと言うと乗らないぞっ！」

　と、いちおう叫さけぶけど……憧あこがれの『ディアロッサ』の魅み力りよくには勝てずに、ドキドキしながら車内に滑すべり込む。

「……う、わあ……」

　滑なめらかな肌はだ触ざわりの革張りのシートは、いかにも馬力の強いスポーツタイプの車らしく、人間の身体からだをぴったりと包み込むように設計されていた。

　まるで戦せん闘とう機きにでも乗っているかのようなその感覚に、オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

　……このモンスターマシンで、最高速度を出してもらえたら……どんなに凄すごいだろう？

　目の前にあるコンソール。計器類のデザインは、極限までシンプルなのに無愛想な感じがない。なんていうか……大人の、そして優ゆう雅がな男のために作られた、最上級の贅ぜい沢たく品ひんって感じで。

　これは、『Ｋ』がデザインするすべてのものに共通するテイストだ。

　オレは、写真でしか見たことがなかった車内のインテリアに見とれながら思う。

　……やっぱり、『Ｋ』のデザインはすごいや。

　運転席側のドアが開き、彼が車内に滑り込んでくる。

「あんたが、この車をどうしても手に入れたい、って思った気持ち、解るよ」

　オレは思わず言ってしまう。

「本当にうっとりするほど綺麗な車だもんね。これをデザインした『Ｋ』は、本当に凄い」

　彼は少し驚おどろいたようにオレの顔を見る。それからなぜかその唇くちびるに微かすかな笑みを浮うかべる。

「お誉ほめに与あずかり、光栄です。お姫様」

「だからお姫様って言うなってばっ！　それに、あんたに礼を言われる筋合いはない！　オレは車と、この車をデザインしたカーデザイナーを誉めたんだ！」

　言うと、彼は可笑しそうに笑って、

「杉本から聞いて覚かく悟ごはしていたが……綺麗な顔に似合わず、とんだ跳ねっ返りだ」

　杉本の名前に、オレはぴくりと反応し……そしてなんだか落ち込んでしまう。

「どうした？　急におとなしくなって。杉本のことを思い出してホームシックか？」

「そうじゃない！　けど……」

「けど？　どうした？　どこか痛むのか？」

「そんなんじゃない。……杉本、オレに対して怒おこってたのかな？」

　なんだか悲しい気分になりながら言うと、彼は不思議そうな声で、

「怒っている？　なぜそんなことを言うんだ？」

「おまえみたいなイジワル男にオレを預けて、しかも教育係まで任せたってことは……父さんだけじゃなくて杉本もオレのワガママに怒ってるんだよな、きっと。オレがいるのがうざくて厄やつ介かい払ばらいがしたかったのかな……」

　オレは言いかけて、ハッとして言葉を切る。

　……こんなイジワル男に、なんでこんなグチをこぼしちゃってるわけ？

　この男はきっとバカにしたように笑ってるだろう、と思いながらキッと顔を上げるけど……意外にも、彼は不思議なほど真ま面じ目めな顔でオレの顔を覗のぞき込んでいた。

「杉本のことが好きか？」

「そりゃ好きだよ。だって杉本は綺麗だし、優しいし。厳格な父さんと、口うるさいお弟で子しさんたちばっかりの堅かた苦くるしい家の中で、唯ゆい一いつ、オレの味方……」

　オレはそこで言葉を切り、うつむいて、深いため息をつく。

「……だと思ってたんだけど……彼はそうは思ってなかったのかもしれないな」

「杉本は、ずっとおまえのことを心配していた」

　驚いて顔を上げると、彼は不思議に優しい顔をしてオレを見つめていた。

「おまえを私に預けることを提案したのは、おまえの父親の方だ。杉本は、おまえを手元から離はなすことを最後まで躊ちゆう躇ちよしていたよ。電話でも、あまり厳しくしないで優しくしてやってくれだの、坊ぼつちゃまに手を出したら承知しないだの、さんざん言われたしな」

「……本当？」

　彼の言葉に、オレは不思議なほど安あん堵どしてしまう。

「そんな噓うそをついても仕方がないだろう。まあ、おまえの父親からは、全面的に任せる、厳しくしつけてくれと言われているし……どちらに従うかは私の気分次第だが」

　……うわあ、だから、そのイジワル笑いはやめろってば！
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「乗ってる車もすごいけど……」

　車寄せに立ったオレは、そのマンションを見上げながら言う。

「……住んでるところもすごい……！」

　彼の車が停とまったのは、品川区の超ちよう一等地にあるマンションの前だった。

　洒しや落れたファザードから続く車寄せ、白い大理石が張られたエントランスホール。

　まるでどこかの大使館か何かのように、格式の高そうな立派な建物だ。

　オレをエントランスの前で降ろした彼は、車を車庫に入れてくる、ロビーで待っていてくれ、と言ってそのまま地下の駐ちゆう車しや場じように車を進めていった。

　手持ちぶさたのオレは、マンションを見上げて呆ぼう然ぜんとしている。

　ガラスのドアの向こうにある広いエントランスロビーは、まるで超高級ホテルのそれみたいに格式が高そうに見えた。

　床ゆかには、綺き麗れいな織り模様のある柔やわらかそうな絨じゆう毯たん。

　壁かべ際ぎわには石の床、そこにゆったりと間を取って置かれているのは、アンティークらしいいくつものソファ。

　正面にあるエレベーターの脇わきには、きちんとお仕着せを着た従業員のいるフロントが見える。彼らはいろんなサービスを受けると同時に、不ふ審しんな人間が入ってこないかどうか監かん視ししてるに違ちがいない。

　……ロビーで待っていてくれって言われても……こんなゴージャスな場所に、オレは慣れてないんだってば。

　オレの家も、都内にしては結構大きな敷しき地ちに建っている方だと思う。

　庭だって、有名などことかで採れた庭石だの、樹じゆ齢れい何百年の松の木だのがあるらしくて、見る人が見ればけっこうすごいらしい。

　いちおう旧家と言われてる上諏訪家の本家なわけだから、家の方も広大な平屋建てで、やっぱり見る人が見ればけっこう立派な建築物らしい。

　だけど実際住んでみると、すきま風は吹ふくわ、雨あま漏もりはするわ、シャワーのない昔ながらの風ふ呂ろ場ばは広いけど凍こごえそうに寒いわ……で、めちゃくちゃ住み心地が悪い。

　オレは、お洒落なマンションを見上げながら思う。

　……こういう高層建築に住むのって、めちゃくちゃ憧れてたんだよなぁ。

　……きっと、夜景は綺麗だわ、部屋はあったかいわ、シャワーは使い放題だわ、で住み心地がいいんだろうなぁ。

　……あいつの部屋、高層階だといいなあ。レインボーブリッジとか見えるかなぁ……？

　ちょっとドキドキしながら思ってしまい……オレは慌あわててかぶりを振ふる。

　……何、ウキウキしちゃってるんだよ、自分？

　……あんなイジワル男と一つ屋根の下で二週間も暮らすなんて、絶対に拷ごう問もんに決まってる！

「何を呆然としている？　私と一つ屋根の下に暮らすのが、そんなに嬉うれしいか？」

　声がしたと思ったら、オレは甲斐谷の腕うでにさらわれるようにしてドアをくぐっていた。

　フロントで、甲斐谷は、マンションのスタッフのチーフらしき人を呼び出した。

　そして、今日から二週間家で預かる上諏訪くんだ、と彼にオレを紹しよう介かいした。

　老ろう齢れいの彼は、にっこりとオレに微ほほ笑えみかけてスタッフたちをオレに紹介し、最後に、よろしくお願いいたします、上諏訪様、と言ってくれた。

　どうやらこれで、オレはこのフロントの前を通り抜ぬける権利を与あたえられたらしい。

　甲斐谷がロビーから向かったのは、いくつか並んだエレベーターとは少し離れた場所にあるドアだった。

　そのドアの向こうには……なんとペントハウス専用のエレベーターが設置されていた。

　彼の部屋は上の方の階どころか、この美しいマンションの最上階のペントハウスだったんだ。

　いかにも高級そうな内装のエレベーターで上に向かいながら、オレは彼の様子を窺うかがう。

　……本当に、いったい、何者なんだろう……？

　……あの車といい、このマンションといい、桁けた外れのお金持ちであることは確かだけど。

　彼のことをよく知っているらしい杉本の口から、甲斐谷という名前を聞いたことがない。

　まあ、奥ゆかしくて聞き上手の杉本は、もともとほとんど自分のことを話さないんだけど。

　……杉本と、どういう関係なんだろう？

　オレは、彼の端たん整せいな横顔を睨にらみ上げる。

　……杉本はめちゃくちゃ綺麗だし、この男はイジワルで強引な感じだから……？

　オレの脳裏を、杉本とこの男が寄り添そっている姿がよぎった。

　楚そ々そとした感じのすごい美人の杉本と、凜り々りしい感じのこの男のツーショットは……見かけはめちゃくちゃお似合いだったけど……？

「あのおしとやかな杉本と、乱暴でイジワルなあんたが友達だなんて。なんだか、妙みような組み合わせだ。……本当に友達なのかよ？」

　思わず言ってしまうと、彼はオレを横目で見下ろし、それからふと口の端はしで笑う。

「なんだ？　私と杉本が、ただの友人ではなくて大人の関係ではないかと思っているのか？」

「えっ？」

　……オトナの、関係……？

　オレの脳裏の映像が、キスをしそうに顔を近づけ合う二人のツーショットに入れ替かわる。

　……いや、オトナの、っていうと……もっと……？

　脳裏の映像の二人は、さらに服を脱ぬぎ捨すてて……。

「し、信じらんないっ！　あの純じゆん粋すいで綺麗な杉本に、そんなイケナイことをするなんてっ！」

　オレは、思わず頭を抱かかえてしまいながら叫さけぶ。彼は可お笑かしそうに笑いながら、

「いったいどういう想像をしたんだ？　顔が真っ赤だぞ」

「……うっ！」

「この際なのではっきり言っておく。私と杉本の関係は単なる先せん輩ぱいと後輩。いい友人だ。彼には別に想い人がいるようだし、私の心も別の人間のことで占しめられている」

　……別の人間のことで……？

　オレの心臓が、なぜかトクンと跳はね上がる。

　……恋こい人びと、いるんだな、きっと……。

　……そうだよね、金持ちで、しかもこんなにめちゃくちゃハンサムな男に、カノジョがいないわけがないよな……。

「そんな泣きそうな顔をするな。私の心を占めているのは、おまえのことだから、安心しろ」

　……え……っ？

　驚おどろいて見上げると、彼はニヤリとイジワルに微笑む。

「おまえをどうやって教育するか、それで頭がいっぱいなんだよ」

　……からかったんだな……っ！

　……なんてやなやつ……！

　オレが本気で睨み上げた時、エレベーターが最上階に到とう着ちやくした。

　ドアがゆっくりと開き……その向こうの光景を見て、思わず鼓こ動どうが速くなる。

「……すっごい。めちゃくちゃ綺麗……リッチだなあ……」

　エレベーターを降りたオレは、広いエレベーターホールを見み渡わたしながら呟つぶやいてしまう。

　ほぼ円形に近い、贅ぜい沢たくなエレベーターホール。

　床は、白、臙えん脂じ、青緑色の三色の大理石がはめ込まれて、美しいモザイク模様を描えがいている。

　高い天てん井じようからは洒落た間接照明が床を照らし、ところどころにスポットライトのように円を描いている。

　エレベーターホールの向こう側に、両開きのドアが一つだけある。

　これは、このフロアにある部屋が彼のペントハウスただ一室であることを、示しているんだろう。

　甲斐谷はオレの背中にさりげなく手を回してホールを横切り、その両開きのドアに、真しん鍮ちゆう色の鍵かぎを差し込む。

　カチャリ、という、鍵が開く音に、鼓動が速くなる。

　……う、なんだか、緊きん張ちようするかも……。

　彼がドアを大きく開く。ドアを押さえたままで身体からだをずらして、オレに、どうぞ入って、という仕草をする。

「お邪じや魔まします……う、わあ……」

　玄げん関かんと、一段上がったところにある広い廊ろう下かには、真っ白な大理石が敷しき詰つめられていた。

　艶つや々つやと光るその表面に、廊下に転々と設置されたスポットライトが当たって、キラキラと煌きらめいている。

「……廊下だけでも、めちゃくちゃ綺麗……」

　緩ゆるいカーブを描いて続く長い廊下の途と中ちゆうには、艶のある飴あめ色いろの木でできたドアが、いくつかあるのが見える。

　ドアを後ろ手に閉めた彼が、エスコートするようにオレの背中にそっと手を回す。

「案内する。廊下だけではなくて、居室の方も見てから、感想を言ってくれ」

　背中にまわった彼の腕があったかくて、しかもすぐそばを歩く彼からは、うっとりするような芳かぐわしいコロンの香かおりがした。

　オレはなぜか陶とう然ぜんとしてしまい……それから、慌てて自分を叱しかりつける。

　……なんでうっとりしちゃってるんだよっ？

　……好きな男の部屋に初めて来た女の子じゃあるまいし！

「歩きながら、部屋を案内していこう。……まず、このドアがトイレ」

　彼が言いながら、廊下の一番手前にあるドアを開き、電気を点つける。

　奥に細長い形のそこは、間接照明に照らされて、妙にお洒落な空間だった。

「この向かい側が、バスルーム」

　彼が言って、向かい側のドアを開く。

　ドアのすぐのところは広い脱だつ衣い室しつになっていて、大理石のボウルが二つ並んだ、ホテルのそれみたいに立派な洗面台があった。

「この下にあるのが、乾かん燥そう機き付きの洗せん濯たく機き。洗濯物を放り込んで、このボタンを押せば、自動的に洗って乾燥までする」

　ドイツ語が書かれたそれは、映画で見るような格好いい洋風のドラム式洗濯機だった。

「すごい便利！　オレんちなんか、未いまだに二に槽そう式で、裏庭に持っていって竿さおに干してるぜ！」

「ああ……便利だが、洗せん剤ざいを入れすぎると爆ばく発はつするぞ」

「洗剤を入れすぎると爆発するっ？　本当にっ？」

　驚いて聞いたオレを見下ろして、彼はバカにしたように肩かたをすくめる。

「噓うそだ。まあ、床ゆかは泡あわだらけにはなるが」

　……うっ！　なんてヤツ！

「この奥がバスルームだ」

　甲斐谷は、ムッとしているオレを無視して、ガラスのドアを開く。

　オレは彼を睨んでから、彼の脇わきをすり抜ぬけてドアをくぐり……。

「……う、わぁ……」

　真っ白な大理石が敷しき詰められたバスルーム。円形のジャグジー風ぶ呂ろの向こうには、大きく切られた窓。

　そして……。

「……夜景だ……っ！」

　窓の向こう側には、見下ろす角度の東京の夜景が広がっていた。

「夜景が好きか？」

「好きだよ！　うわあ……」

「ここからよりも、リビングからの夜景の方が気に入ると思うが」

「ええっ？」

　振ふり向くと、彼は可笑しそうに笑っていた。

「ほかの部屋も案内する。今すぐ風呂に放り込んで、身体を洗って欲しいのなら別だが？」

　その言葉に、オレは慌あわててバスルームを飛び出す。

　……まったく、どうしてこうやってイジワルばっかり言うんだよっ！

「この向こうが客間だ。二週間、好きに使って構わない」

　彼が開いたドアの向こうは、二十畳じよう以上はありそうな広い部屋だった。

　大人っぽいモスグリーンのカバーがかけられた、クイーンサイズのベッド。

　その両脇にあるサイドテーブルに、小さなスタンドが灯ともっている。

　夜景を見下ろせる窓際ぎわには、籐とうでできた一人掛がけソファが並んであり、その間には、やっぱり籐でできたカフェテーブル。

　部屋の隅すみには、青々とした観かん葉よう植物が葉を茂しげらせ、壁かべには鳥の絵がかかっている。

　どこか南国の高級リゾートホテルに遊びに来ているかのような……不思議とリラックスできる部屋を、オレは一目で好きになってしまった。

「ここ、オレが使っていいの？」

「ああ。……一人で寝ねられなければ、夜は私のベッドに来てもいいが？」

　可笑しそうに言われて、オレは怒おこって彼を睨にらんでやる。

　彼は、車を降りたときから持ってくれていたデイパックを、ベッドの上にそっと置く。

　それからオレの肩を抱だくようにして、廊下に出る。客間の隣となりにあるドアを開いて、

「ここがメインベッドルーム。私はここで寝ているので、いつでも忍しのんできてくれていい」

「だから、行かないってばっ！　いちいちそういう……」

　叫さけんだオレは、彼が部屋の照明をつけた途と端たんに、次の言葉を忘れる。

　そこは、可か愛わいらしい感じだった客間とはうって変わった、大人っぽい部屋だった。

　グレーのベッドカバーの掛けられた、キングサイズくらいの広さはありそうなベッド。

　黒い革かわとスチールで作られた一人掛けのソファと、サイドテーブル。

　シンプルで、だけど選び抜かれた高級そうなインテリア。

　彼のコロンの香りが微かすかに残るこの部屋は……まさに大人の男に相応ふさわしい場所って感じで。

「格好いい部屋。オレも、実家の部屋、こんなふうにしたかったなぁ。でも、父さんに反対されちゃって、勉強机ばっかり大きい、格好悪い部屋にされちゃった」

　オレは、ふと今の現状を思い出して憂ゆう鬱うつな気分になる。

「父さん、オレがいなくて、今いま頃ごろせいせいしているだろうな」

「そんなことを言うものじゃない。彼はおまえのことを心配して私に預けたんだろう」

「父さんはオレの将来を心配してるんじゃない。上諏訪家の跡あとを継ついでくれる人間がいなくなることを心配してる。結局、子供であるオレより、上諏訪の名前が大事なだけなんだ」

「……彰？」

「だけど、上諏訪の名前を継ぐのなら、杉本の方が相応しいに決まってる。人徳だってあるし、才能だってあるし。父さんだって、わざわざオレを心配する振りなんかやめて、さっさと杉本を養子に取って、彼を跡継ぎにすればいいんだ」

　オレは眉まゆを寄せて、思わずうつむいてしまう。

　……ああ、父さんのことなんか、大だい嫌きらいなはずなのに……。

「……それで、さっさとオレのことなんか忘れりゃいいんだ」

　なぜだか、泣いてしまいそうになる。

　……どうして、こんなにつらい気持ちになるんだろう……？
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「父さんはオレの将来を心配してるんじゃない。上諏訪家の跡を継いでくれる人間がいなくなることを心配してる。結局、子供であるオレより、上諏訪の名前が大事なだけなんだ」

　小さく呟つぶやいた彰の目の奥に、何か苦しげな光がよぎる。

「……彰？」

「だけど、上諏訪の名前を継ぐのなら、杉本の方が相応しいに決まってる。人徳だってあるし、才能だってあるし。父さんだって、わざわざオレを心配する振りなんかやめて、さっさと杉本を養子に取って、彼を跡継ぎにすればいいんだ」

　彼はその美しい眉をつらそうに寄せ、うつむいて小さく呟く。

「……それで、さっさとオレのことなんか忘れりゃいいんだ」

　彼の心の奥底にあるつらい心情が、少しだけかいま見えたような気がする。

　その高いプライドが邪じや魔まをして涙なみだを流すことのできない彰の目が、しかし今にも泣き出しそうに煌きらめいている。

　少年らしい潔けつ癖ぺきさを残した彼の唇くちびるが、本当の気持ちを言うことができないままに、小さく震ふるえている。

　……彼は、大人が思うよりも、よほどしっかりと考えている。

　……そして、人知れず、苦しんでいる。

「彰」

　私は手を伸のばし、彼の頰ほおを手のひらで包む。

　彼の顔をそっと上げさせ、その目を覗のぞき込む。

「思っていることをきちんと話してごらん」

　彼は一いつ瞬しゆん驚おどろいたように目を見開くが、すぐに私から目をそらす。

「嫌いやだ。何を言ってもバカにされるに決まってる」

　彼の言葉に私は深いため息をつく。

「じゃあ……おまえは、いったい、どうしたいんだ？」

「え？」

　彰は、なぜかとても驚いたように目を見開く。

「おまえの唇から出てくるのは、否定の言葉ばかりだ。何をされたのが気に入らない、何をするのが嫌だ……とね」

　彰の頰が、カアッと赤くなる。私は唇に笑えみを浮うかべて見せて、

「おまえは自分をすっかり大人だと思い込んでいるようだが、私にはただグズって泣いているだけの赤ん坊ぼうにしか見えないよ」

「なんだと？」

「今のおまえは、ただのワガママで機き嫌げんの悪いお子様だ」

「畜ちく生しよう！　オレを侮ぶ辱じよくしたなっ！」

　彼は私の手を乱暴に振ふり払はらい、そのまま手を振り上げる。

「ちょっとでも信用しそうだったオレがバカだった！　おまえなんか……っ！」

　私は、彼の平手が頰に触ふれる寸前で、その手首を摑つかんで止める。

「まるで山やま猫ねこの子供だな。こんなに小さいくせに案外凶きよう暴ぼうだ」

　彼の手首はほっそりと繊せん細さいで、私に平手打ちなどしたら、手の方が壊こわれてしまいそうなほど華きや奢しやだった。

「こんな綺き麗れいな手を、暴力のためなどに使うな、もったいない」

　言って、彼の手首を壊さないように、慎しん重ちように少しだけ力を入れてやる。

　それでも痛かったのか、彼は泣きそうに目を潤うるませる。

「……い……っ！」

「痛い？　これだけで？」

「……い、痛くなんか、ないっ……！」

「強がるな。そんなに目を潤ませているくせに。痛いなら痛いと言いなさい」

　彼は強気の目で私を睨み上げてくる。

「……い、痛くなんかないっ！　悔くやしいだけだ……っ！」

「素す直なおじゃないな。悪い子だ。……正直に、痛いからやめてください、とお願いすれば、離はなしてあげるよ」

　ほんの少しだけ、さらに手首を締しめつけてやると、彼は本当に痛そうに息をのんで、

「……いたっ！　やめっ……！」

　彼の目に涙がにじんだのを見て、私はやりすぎたかな、と思いながら手首を解放してやる。

「言葉は足りないが、とりあえず今日のところはこれで……」

　言いかけた私の頰が、いきなり、パン！　と高く鳴った。

　私は、一瞬何が起こったのか解わからずに、驚いて目を見開いた。彼は反はん抗こう的に目を煌めかせながらも、怯おびえたようにジリジリと後退し、

「イジワル野や郎ろう！　オレがあんたの思い通りになるなんて、思うなよっ！」

　言い捨てて、踵きびすを返す。そして、全速で廊ろう下かの方に走る。

　私はその後を追いかけ、彼の腕うでを摑んで、そのまま後ろに強く引く。

「あっ！」

　バランスを崩くずして転びそうになる彼の身体からだをすくいあげるようにして抱だき上げる。

「えっ？　なっ？」

　そしてその身体を、荷物の要領で後ろ向きに肩かたに担かつぎ上げ、そのままベッドに運ぶ。

「なっ、何するんだよーっ！」

　彼はバタバタと暴れて逃にげようとするが、腿ももをしっかりと押さえられているおかげで、ほとんど抵てい抗こうらしい抵抗にならない。

　私は、軽い彼の身体を、勢いをつけてベッドの上に放る。

「わっ！　うわあっ！」

　後ろ向きに運ばれ、そのまま落とされたせいで、彼は状じよう況きようが理解できなかったらしく、驚いたような顔のままでベッドの上でバウンドする。

「なっ、何っ？　わ、ああ……っ！」

　彼の両肩をベッドに押さえ込んでやると、彼は急に身を硬かたくして、私を見上げてくる。

「……はっ、離せ、よ……っ！」

　どこにも強い力をかけていないのに、彼はどこかが痛むかのようにつらそうな顔をする。

「どうした？　教育係であるこの私を叩たたいたんだ。これくらいの覚かく悟ごはあったんだろう？　それとも……」

　私は、彼の顔を至近距きよ離りから睨にらんでやる。

「……叱しかって欲しくて、わざとやっているのか？　本当に悪いお子様だ」

「ち、ちが……っ！」

　彼は目を潤ませ、眉を切なげに顰ひそめる。わざと深くのしかかってやると、彼はその細い腰こしをよじるようにして、なんとか逃げようとする。

「……や、いやだよ……っ！」

　彼の声には本気で怖こわがっているような響ひびきがあった。

　……こんなに美しいので、少し心配したが……。

　……彼は、こういうことには本当に不慣れなようだ。

　……きっと……どんな女性も、そして男も、彼の本当の姿を知らない。

　私は、若い鮎あゆのように跳はねるその身体を、不思議な喜びとともに抱き締める。

「……あっ……甲斐谷……っ！」

　彼は、逃げることを観念したかのように、私の腕の中で身を震わせる。その怯えたような仕草には……しかし、男の脳の深い部分を刺し激げきするような危険な色っぽさがあった。

　彼の首筋から香かおったのは、若々しいシトラスと、ふわりとあたたかな麝じや香こうの香り。

　爽さわやかだが、奥底に甘い誘ゆう惑わくを秘めたようなその香りに、私の身体の深い部分の何かが、ふいに頭をもたげそうになる。

　……まったく、なんて子だ。

　父親や、彼の兄替がわりである杉本が、どうしてあんなに心配をしていたのかが、よく解る。

　……こんなに美しくて色っぽい子を、こんな真っ白なままで野放しになどしたら、悪い男共にどんなイケナイことをされてしまうかしれない。

　……この私でさえ……。

　私は、あまりにも色っぽい彼を見ながら、ため息をつく。

　……こうしていると、我を忘れてしまいそうだ……。

「バカ……バカ甲斐谷……っ！」

　彼の震ふるえる声に、私はハッと我に返る。

「……イヤだって言ってるのに……！」

　必死でこらえているようだが、その目には今にも溢あふれそうなほどの涙なみだが湧わき上がっていた。

　……ああ……。

　彼の泣き顔を見てしまった私の心が、不思議なほどの憐れん憫びんに痛む。

　……彼を泣かせてしまった……。

「本気で襲おそおうとしたわけではないんだ。……怖がらせてしまって悪かった」

　私は言って、彼の震える身体を思い切り抱き締めた。彼はまだ強がるような声で、

「こ、怖くて涙が出たんじゃない！　ちょっと、さっき擦こすった傷が痛くて……あ……っ」

　彼は、しまった、というように言葉を切る。

　……擦すり傷……？
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「……オレは、男に押し倒たおされたのが怖くて泣いたわけじゃないっ！」

　オレは、隣となりを歩く甲斐谷に向かって叫さけぶ。

「……オレだって男なんだから、おまえを撃げき退たいしようとすれば、全然できたしっ！」

　……それは……彼の怒おこったような顔と、力の強さに、ちょっとは驚おどろいたけど……。

「解ったよ。声がかれるから、もうそんなに叫ぶな」

　彼の声はなんだかまた優やさしくて、オレを落ち着かせてくれる。

　甲斐谷は、オレの涙が止まるまで、優しく抱き締めて、そっと揺ゆすぶっていてくれた。

　そしてその低い美声で、ずっと、驚かせて悪かった、もう泣くな、と囁ささやいていてくれた。

　憎にくたらしい男のはずなのに、その腕は逞たくましくて、あたたかくて。

　その腕と、その声の響きに包まれているのは……不思議なほど心地よくて。

　……だからって、別にほだされたわけじゃなくて……！

　彼は、オレの肩を抱いて廊下を突つき当たりまで歩き、正面にあるドアを無造作に開いた。

「……あっ！」

　その向こうに広がった空間を見て、オレは思わず声を上げてしまう。

「……す、ごい……！」

　電気を消されたままのそこは、パーティーが開けそうなほど広いリビングだった。

　家具はほとんどなくて、こぢんまりとしたアンティークのソファとサイドテーブルが床ゆかの上に直接置かれている。

　艶つやのある大理石の床に、インテリアも、そして自分の足下も映り込んで……なんだか凪なぎの海にふわりと浮ういているみたいな、不思議な感覚に陥おちいる。……そして。

　部屋ももちろん素敵だったけど……オレが瞬しゆん間かん的に目を奪うばわれたのは、壁かべ一面に取られた巨きよ大だいな窓の向こう。

　小高い丘おかの上にあるせいで、彼の部屋の窓からは、広がる東京の夜景と、その向こうに美しく煌きらめくレインボーブリッジを見み渡わたすことができたんだ。

「……うわあ、夜景が綺き麗れいならいいなって思ってたんだけど、本当に綺麗だ……！」

　リビングを横切って窓まで走り、ガラスに額をつけるようにして、夜景に見とれる。

「オレんち平屋だし、夜景の見える部屋って、めちゃくちゃ憧あこがれてたんだ！」

　思わず叫んでしまったオレは、窓ガラスに彼が映り込んでいるのに気づいた。

　彼はゆっくりと歩を進め、オレの背後にそっと立ち止まる。

　ふわり、と動いた空気に、芳かぐわしい彼のコロンの香り。

　オレの肩が、何かあたたかいものに包まれる。

「……あ……」

　ガラスを見ると、彼がオレの両肩に両手を置いて、ガラス越ごしにオレを見つめていた。

「ここからの景色を気に入っていただけて、光栄だよ、お姫ひめ様」

　その口調は冗じよう談だんっぽかったけど……その声はなんだか不思議にセクシーで……オレの鼓こ動どうがまた速くなる。

　……べ、別に、彼の声がセクシーだからドキドキしてるんじゃないぞ！

　オレは赤くなりながら、自分にいいわけをする。

　……夜景が綺麗すぎて、ドキドキしちゃってるだけだからなっ！

　彼はオレを見つめたままでフッと笑い、それから手を伸のばしてサイドテーブルの上のスタンドを点つけた。

　あたたかいオレンジ色の光が部屋の中に満ち、オレは改めてそこを見渡す。

　五十畳じようくらいはありそうなリビング。そこから一段上がったところに、大きなダイニングテーブルのあるダイニング。

「さて」

　彼の声が、オレの耳元に響く。

「傷口の消毒をするから、こっちを向きなさい。痛むんだろう？」

「消毒？　あ……」

　彼が大きく切った脱だつ脂し綿めんに、たっぷりと消毒薬をしみ込ませながらオレを見る。

「自分でやるからいいよっ！」

　かぶりを振ふって逃にげようとするオレの顎あごを、彼の大きな手が捕つかまえる。

　……うっ。

　滑なめらかな手のひらで、顎から頰ほおにかけてを包み込まれる。そのあたたかな感かん触しよくに、オレの身体からだが勝手に動きを止めてしまう。

　……こうされるだけで、なんで動けなくなっちゃうの、オレ？

　そのまま間近で覗のぞき込まれて、心臓が、トクン、と一つ高鳴った。

　だって、彼の顔は、近くで見るほど、本当にうっとりするようなハンサムで……？

　……なんでドキドキしてるんだよ、オレ？

　……たしかにカオはいい！　だけどとんだイジワル野や郎ろうじゃないか、この男はっ！

　オレは思いながら、彼の顔をキッと睨にらみ上げる。

「まったく。そんなドロだらけの顔で睨んで、まるで野の良ら猫ねこだ」

　言いながら、彼がオレの頰を、消毒薬をしみ込ませた脱脂綿で拭ぬぐう。

「つっ！」

　花か壇だんに突っ込んだせいで、葉っぱか何かで切ってたらしい。容よう赦しやなく消毒されて、消毒薬が、そこに沁しみたんだ。

「痛いってば！　もっと優しくしてくれよ！」

「少しぐらいは我が慢まんするんだ。……見せてみなさい、ほかにどこを擦りむいた？」

　……うっ……。

　手首から肘ひじのあたりはただでさえ痛いのに……この容赦ない手で消毒されるのは……。

「べ、別にどこも？」

　とぼけて言って横を向いたオレの手首を、彼の手がふいに摑つかんで持ち上げた。

「……え？」

「そういえば、シャツにドロがついている。こちらを下にして転んだな？」

「え？……つう！」

　袖そで口ぐちのボタンをかけて隠かくしてたけど……手首のすぐ上から肘までをずっと擦りむいているみたい。

　持ち上げられた拍ひよう子しに、その傷が袖の布地と擦れて、オレは思わず声を上げた。

　彼が、不ふ審しんそうな顔で眉まゆを寄せる。

　それから、彼のもう片方の手で、いきなりオレのシャツの袖口のボタンを外す。

「な、なんだよっ！　やめっ……」

　袖をまくり上げられて、オレは手首を取り戻もどそうと暴れ……。

「動くな」

　厳しい声で言われて、オレはなぜかまた動けなくなる。

　そしておそるおそる腕うでをひねるようにして傷口に目をやり……。

「……あ……」

　傷は、予想していた以上にひどかった。

　手首のすぐ上から肘にかけて長い擦すり傷が走り、彼がオレの腕を持ち上げた拍子に、そこから、ツツ、と血が一筋、二の腕の方に流れ落ちた。

　厚手の黒のシャツだったから見えなかったけど……実はシャツの布地には血が染みていたに違ちがいない。

「……う……見なきゃよかった……」

　見た途と端たんに、なんだか、ズキズキとした痛みが増したような気がする。

「こんなにひどく擦りむいているのに、どうして隠していた？　痛いだろう？」

　彼が、なんだか呆ぼう然ぜんとした声で言う。オレは彼の手から手首を奪い返して、

「痛いとか弱音はいてもしょうがないだろ？　こんな傷、どうせほっときゃ治るんだから！」

　言いかけたオレは、いきなりまた腕を摑まれて、驚いて彼を見上げる。

「……え？」

　彼の顔には、不思議なほどの怒いかりの色があった。

「痛いなら痛いと、きちんと言わなくてはダメだ。子供のくせに、どうしてそうやって強がるんだ？」

「なんで子供って決めつけるんだよ！　そりゃ、背だってあんたよりずっと低いし、身体だって華きや奢しやだけど……オレ、一人の男なんだぜ？　もう、十七歳なんだぜ？」

　オレは、精いっぱいの強さで彼を睨み上げる。

「人に弱みを見せるの、オレ、大だい嫌きらいなんだ」

　オレが言うと、彼はその顔になんだか複雑な表情を浮かべる。

「なんだよ？　バカにしているのか？」

「いや……おまえは、思ったほど子供でもないのかもしれないな」

　彼の呟つぶやきに、オレはちょっと驚おどろいてしまう。

「おまえを子供扱あつかいするのは、やめてやる。その代わり、おまえは私から、きちんとした大人としてのマナーを学ぶんだ。……どうだ？」

　彼の言葉が、オレの心にジワリと沁みる。

　父さんにはダメなやつだって言い続けられて、お弟で子しさんたちにはしょうがないワガママ坊ぼつちゃまだなってあきれた目で見られて、杉本にはいつも心配されて……オレのことをちゃんとした一人の男として扱ってくれた大人って……近くには一人もいなかった気がする。

「オレを、上諏訪彰って名前の個人として扱ってくれるの？　華か道どうの家元の跡あと取りだとか、そういうんじゃなくて？」

　オレが言うと、彼はオレの顔を見つめたままでうなずいてくれる。

「おまえが、きちんと私の言うことを聞くなら、だが？」

　オレは少し考える。

　彼の言うことって……とんでもないイジワルなことなんじゃ……？

　……だけど。

　父親に反はん抗こうして、優やさしい杉本にはワガママ言って困らせて。

　オレは、心の中でずっと、このままじゃいけない、って思ってた気がする。

　……もしかして、こんなオレを変えてくれようなんて思うのは……この男だけかもしれない。

　……この甲斐谷にも反抗してしまったら……オレはずっと、ダメな子供のままで年だけを重ねていくことになるのかもしれない。

　そう思ったら、オレの心に、焦あせりと、何かの覚かく悟ごが生まれてくる。

　……大人だって主張するなら、きちんと覚悟を決めて、やることをやらなきゃ、ダメかも？

　……そのためなら、多少のことなら、我慢しなきゃダメかも？

　オレは、目の前の男の顔を見上げる。

「あんたの言うこと、聞いてやってもいい。オレを、ちゃんと大人の男にしてくれるなら」

　甲斐谷は、少し驚いた顔でオレを見下ろす。

　それから、その顔に、不思議に優しい笑えみを浮うかべる。

「それは大だい丈じよう夫ぶだ。私が、おまえを、きちんと大人にしてやる」

　オレはその言葉にうなずいて、

「オレ、父さんや杉本に強制されたからここにいるんじゃない。自分の意思で、あんたを教育係として選ぶんだ。……そのこと、憶おぼえとけよ」

「解わかった。憶えておいてやる。……というわけで、まずはステップ１だ。大人なら、ジタバタしないでおとなしく傷の手当てをさせること。まずは傷を洗うぞ。……いいな？」

　オレはうなずくけど……彼の容赦ない手と、沁みた消毒薬に、悲鳴を上げることになる。







甲斐谷貴英







「スーツなんていらないってばっ！　オレ、そういう堅かた苦くるしい格好、イヤだってばっ！」

　まだしょうこりもなく抵てい抗こうしている彰が叫さけぶ。

　昨夜、彼の傷を軽く消毒した後。

　疲つかれて食欲がないという彼のために、軽食のルームサービス（このマンションにはホテル並みのサービスが調ととのっているので便利だ）を取った。

　風ふ呂ろから上がった彼をつかまえ、もう一度傷を消毒して、包帯を巻いた。

　自分の意思でここにいるんだと主張したことで反抗心が失うせたのか、彼はかなりおとなしく手当をさせたが、時々悲鳴を上げた。

　その様子が毛を逆立てた猫ねこのように見えて……私は笑いをこらえるのが精いっぱいだった。

　……そして、次の日。

　私は、腹が減ったと言う彼を連れ、食事にでかけることにしたが……まずは、彼がレストランに入れる程度の服を調達しなくてはいけないことに気づいた。

　私の運転する『ディアロッサ』は、２４６通りを青山方面に向かっている。

　食事に出る、と言うと、彰はドライブだ、と言いながら嬉き々きとして車に乗り込み……しかし、食事の前にスーツを買うと言ったとたんに、この有様でゴネ始めたのだ。

　何かが気に入らないとワガママを言う時の彰は、形のいい眉まゆを寄せ、その煌きらめく瞳ひとみで上うわ目め遣づかいに睨にらんできて……まるで拗すねた子供のような顔になる。

　本人は本気で不機き嫌げんなのかもしれないが……その顔は妙みように可か愛わいらしくて男心をそそる。

　……杉本が、本気で叱しかれないわけが、よく解るな。

　彼がもともと人を本気で叱ったりできない優しい性格なのもあるだろうが……何よりも、このお坊ちゃんの拗ねた顔が可愛すぎて、怒おこるより先に見とれてしまうのだ。

　……しかし、見とれているだけでは、教育係として失格だ。

　しかも、イジワルな言葉を言ってやると、彼はさらに可愛い顔になることが解ってしまった。

　……もっとイジメて、もっと可愛い顔をさせてしまいたい……。

　いけない、と思いながらも、私の心は、少しいけない、嗜し虐ぎやく的な悦よろこびを憶えつつある。

「ラフな服で入れる場所には限りがある。カジュアルな場所にだけ行っても教育にならない」

「き、教育っ？　なんだよ、オレをどこに連れていく気だよ……っ？」

　ただでさえ美しい彼の声が、怯おびえを含ふくんで微かすかに震ふるえる。それは鼓こ膜まくに妙に色っぽく響ひびいて……男の脳の深い部分の欲望を、ダイレクトに刺し激げきする。

　……まったく。自覚はないようだが、どこをどうしても色っぽくなってしまうお坊ちゃんだ。

　杉本が本気で心配して、私に教育を頼たのんできた理由がよく解る。

　……相手が私だからまだ自制できているが……どこかの悪い男の前でそんな色っぽい顔をしたら、あっさり襲おそいかかられてしまうぞ。

　私は思い、内心ため息をつく。

「それほどたいした場所に行くわけではないから騒さわぐ必要はない。……上諏訪家の御おん曹ぞう司しがきちんとしたレストランで食事ができないのはどうかと思うので、練習に連れて行くだけだ」

　彼はムッとしたような顔で私の顔を横から睨み付ける。

「……オレがそういうところで食事するのが苦手だって……杉本から聞いてない？」

「さあな。……好みはどうであれ、必要とあらばそういう場所できちんと食事ができないようだと、大人になった時に恥はずかしいぞ」

「必要な時なんてない！　どうせ、上諏訪家を継つぐのは杉本だ！　オレには関係ないし！」

「上諏訪家の人間だからという前に、一人前の大人としてはどうかと思うしな」

　言うと、彼はその滑なめらかな頰ほおをカアッと赤くする。

「うっ、うるさいなぁっ！　どうせオレはモノ知らずの乱暴者だよっ！」

　彼は叫んで、ツン、と拗ねたように横を向く。

　その横顔があまりにも可愛らしくて……俺は笑いをこらえるのがやっとだ。

　……まったく、なんて愛らしいお坊ぼつちゃまなんだろう？

　彼は、自分が牙きばのあるいっぱしの不良だと思っているのかもしれないが……ほかの人間から見れば、彼は可愛らしい小動物にしか見えないだろう。木の実をカリカリと齧かじる、フワフワとした毛皮を持った齧げつ歯し類るいだ。

　艶つやのある髪かみは、撫なでてくれる男の手を待っているように見えるし、彼の長い睫まつ毛げの下の黒目がちの瞳は、どこか誘さそっているようにも見える。

　……本当に、危なくて仕方がないな。

　しかもその強気の言葉は、彼の甘い声で言われると、まるで、あなたが好きなんだ、だからもっと構って、とでも囁ささやいているように聞こえる。

　……こんな子を街に放り出したら、数え切れないほどの悪い男が群がってくるだろう。

　……しかも見かけ以上に子供の内面しか持っていない純情な彼は、そういう男どもの甘い言葉に、あっさりと騙だまされてしまうに違ちがいない。

　私は思い、深いため息をつく。

　……彼がきちんとした分別のある目を持てるまで、しっかりと籠かごに閉じ込めておかなくては。

　大学時代の後こう輩はいの杉本から、悩なやみをうち明けられ、相談されたら断ることは無理だった。

　そして、それだけでなく。杉本が見せてくれた写真に写っていた彰の顔を、私はずっと忘れられなかった。

　彼の写真を見た時、私の心にはまるで稲いな妻ずまに打たれたかのような衝しよう撃げきが走った。

　なんて美しい子だろう、と感かん嘆たんしただけでなく、私の心に何か不思議な予感めいたものがよぎったからだ。

　この彰という名前の美しい少年は……自分の運命の相手なのかもしれない、と。

　……そして。

　本当に出会えた彼は、写真で見るよりも何十倍も美しかった。

　薄うす暗ぐらい警察のロビーの中、私は一目で彼のことを見分けることができた。

　彼は、キラキラと眩まばゆく煌めく、真っ白なオーラを空中に放っているように見えたからだ。

　彼と目を合わせた瞬しゆん間かん、私の心は鋭するどい矢で射抜ぬかれたように、激しく、甘く痛んだ。

　その時に刺ささった矢は、今でも私の心を甘く痛ませている。

　抱だき締めて可愛がってやりたい、という衝動と、反対にうんとイジメて泣かせてしまいたい、という欲望が、私の心を交こう互ごに締しめつける。

　……ああ、私はいったいどうしたというんだろう……？

　……そして、どうなってしまうのだろう……？




　　　　＊




「本当にお似合いになります！」

　若い店員は、美しい彰を見つめて頰を染めている。

「本当に素す敵てきです！」

　ここは、青山にある某ぼう有名デザイナーズブランドのショップ。私のスーツはほとんどがこのブランドのオーダーだが、プレタポルテでも、このブランドのものならば信しん頼らいできる。

　いつも私についてくれるのは、まるで執しつ事じのようなイメージの老ろう齢れいの店長だが、彰には若い相手の方が気楽だろうということで、若手の店員が接客をしている。

　私は奥に置かれたソファで、店長のいれてくれた美味なコーヒーを飲みながら、さまざまなスーツに袖そでを通す彰に見とれていた。

「うちの会社の若者向けの商品って、すごくいいんですが、なかなか着こなせる人がいないんですよ！　お客様は、全体的にはスマートだけど、肩かたとかしっかりしていて……本当によくお似合いです！　イメージモデルとしてカタログに載のせてもおかしくないくらい、素敵です！」

　いちおう格式の高い店だし、彼も普ふ段だんは上品に接客をこなしているのだろうが……店員は、接客トークではなく、我を忘れた本気の顔で叫んでしまっている。

　連発される彼のホメ言葉に、最初はムッとしていた彰も、今はまんざらでもない顔で頰を染めている。

「だから……そんなにお世辞を言わなくてもいいってば」

「お世辞じゃなくて！　本当に素敵なんですってば！」

「わ、解わかったから……っ！」

　彰はますます赤くなりながら鏡に背中を映そうとして身体からだをよじっている。

「やっぱり、これ、かなあ？　デザインのラインが綺き麗れいだし、何より無難だし」

「あとはこれですね。でもこれもいいなあ。腰こしのシェイプが色っぽく見えて、捨てがたいし」

「だからっ！　別に色っぽく見えなくても……っ！」

「……彰」

　私が呼ぶと、彰はギクリと身を震わせて私を見る。

「……こっちへ」

「うっ」

　彰は緊きん張ちようしたように呻うめき、それから気が乗らなそうにノロノロと近づいてきて、私の前に立つ。恥ずかしそうに頰を染めながら、

「着た、けど」

　私は目の前に立った彼の姿を見つめ、それから内心で感嘆のため息をつく。

　……ラフな格好の彼も可か愛わいらしいが……。

　彰の、凜り々りしく張った肩と、細い腰、そしてすらりと伸のびた手足。

　きちんと仕立てられた上等のスーツは、彰のしなやかな体型をさらに引き立てていた。

　チャコールグレイの生き地じと、少し派手目のネクタイが、彼の顔立ちの若さを、幼いものではなく、美しいものとして強調している。

　……きちんと装よそおった彼は、本当に、とても美しい……。

　彼は、黙だまって見上げる私をムッとした顔で睨にらみ降ろして、

「こんな高いスーツがオレには似合わないの、解ってる！　けど、噓うそでもいいから……」

「似合うよ」

　本心から言うと、彼は驚おどろいたように言葉を切る。

「とても似合う」

「……えっ？」

　さらに言うと、彼の頰が、カアッとさらに赤くなる。恥ずかしそうな小さな声が、

「……噓でもいいって言ったとたんに言うこと、ないじゃないかぁ……」

　その拗すねたような声が可愛らしくて、私は思わず小さく吹ふき出してしまう。

「あっ！　なんだよっ！　笑うってことはやっぱり……っ！」

「店長。この二着を包んでくれないか？　今着ているスーツは、彼がこのまま着ていく」

「へっ？」

　彰が、とても驚いたように目を丸くする。

　老齢の店長は、まるで孫を見るような優やさしい目で彰を見ながら、

「お客様、よくお似合いです。お召めしになっていたお洋服は、ほかのスーツと一いつ緒しよに袋ふくろにお入れしておきますので」

「え？　ああ……ええと……待ってくれよ。三着も買ってもらったりしたら、オレ……」

「気に入らないものがあったのか？」

「そうじゃない。三着ともすごくいい感じだった。正直、気に入った。だけど、そんなに借りたら、オレ、いつになったら全額返せるか解らないよ」

「……返す？」

「もしかしたら経費ってことでもらえるのかもしれないけど……オレ、これ以上、父さんに金を出してもらうなんてまっぴらなんだ。だから、このスーツの金はオレがバイトして返すよ」

　今度は、私が目を丸くする番だった。私は、彼になんと言っていいのか少し考えてから、

「おまえの父上から金が出るか、ということに関しては、ノーだよ。なぜなら、請せい求きゆうする気はないからだ。言わせてもらえば、私は別にどこかのお坊ちゃんを教育することを仕事にしているわけではない。よろしく、と言われたからおまえを預かったが、それに関する報ほう酬しゆうをもらう気もいっさいないよ」

「それじゃ、スーツの金は持ち出しじゃんか！　どうしてそんなことまでするんだよ？」

　私は、彼になんと言えばいいのかを少し考えてから、

「単に、おまえを色々な場所に連れていくため、と言えば解りやすいかな？」

「オレを？」

「私は、おまえを、自分の気に入っている場所に連れていきたいと思っている。そういう場所には、そこに相応ふさわしい格好というものがある」

「だけど、オレ、堅かた苦くるしい場所は……」

「堅苦しい場所は苦手？　行きたいと思った場所に物もの怖おじせずに行ける、それが大人への第一歩だと思うんだが。それとも、行き慣れない場所に行くのが怖こわいか？」

「……怖い？」

　彼の頰が、ピクリと引きつる。

「別に、怖い訳じゃないけど……」

「そうだろうな。子供だって、きちんとすればちゃんと行ける場所だからね。では行こうか」

　私が笑いながら言うと、彼は悔くやしそうに横目で睨んでくる。

「言っとくけど、苦手なだけで、怖いわけじゃないぞ！」

　……精いっぱいの睨みなのだろうが……。

　……そんな顔をすると、もっとイジメられてしまうよ、彰？

　私は彼の様子を横目で見ながら、ついつい微ほほ笑えんでしまいそうな頰を引き締める。







上諏訪彰







　彼が案内してくれたのは、旧山の手通り沿い、代だい官かん山やまにある、有名なイタリア料理のレストランだった。

　一いつ軒けん家やになった建物の、一階と二階の両方がレストランとして営業しているみたい。

　甲斐谷はこの店のオーナーやシェフと知り合いみたいで、イタリア語で挨あい拶さつを交かわしていた。

　……考えれば、考えるほど、彼の素性や職業が想像できない……。

　オレたちが案内されたのは、個室のある二階だった。

　天てん井じようと壁かべがガラス張りになったその部屋からは、中庭の濃こい緑が見下ろせて、すごく気持ちがいい。

　甲斐谷がすすめてくれたランチのコースは、美お味いしいだけじゃなくて、綺麗で、ちょっと楽しかった。

　ガラスのサイフォンで抽ちゆう出しゆつされた、香かおり高いポルチーニ茸きのこのスープ。

　まるでプレゼントみたいに綺麗にラッピングされて薫くん製せいになった、オマール海え老び。

　熱い石の上にハーブを敷しき、その上で焼かれた、モッツァレラチーズを載のせたスズキ。

　バルサミコ酢すの酸味が効いた牛の煮に込みと、黒米のリゾット。

　甲斐谷は完かん璧ぺきなマナーで食事をし、オレは彼の優ゆう雅がさに思わず見とれた。

　食べる時の姿って、人の品性をけっこう露あらわにするような気がする。

　どんなにカオのいい男でも音を立てて食べたらもう最悪だし、どんなに綺き麗れいな女の子でも皿の上を汚きたならしくして食事を終えたら、もう幻げん滅めつって感じだし。

　……そして。

　殻からのまま出されたオマール海老に手こずるオレに、甲斐谷は、こういう時には手を使っても構わない、と教えてくれた。

　しかも、個室ならなおさらだ、と言っていたずらっぽく微笑まれて、ちょっとドキリとした。

　オマール海老を食べる甲斐谷は……なぜだか危険なほどセクシーに見えた。

　男にしては長い睫まつ毛げを伏ふせ、今までの優雅さが噓のような獰どう猛もうな仕草で身を殻からはがし、真っ白な歯でそれを食いちぎり、食べ終えた後の指をゆっくりと舐なめ上げた。

　オレは、見ているだけで身体からだが熱くなるのを感じ、慌あわてて目をそらさなくちゃならなかった。

　……なんで、ドキドキしちゃってるわけ、オレ？

　だけど、そのドキドキと、彼の指導のおかげで、オレは綺麗なレストランにいる緊張も忘れ、そのままリラックスして食事を楽しむことができ……。

「なんか……めちゃくちゃ美味しかった……」

　昨夜軽かったせいでお腹なかが空すいているのもあったけど……あまりの美味しさに、オレはほとんど我を忘れて食べてしまった。

「……こんなもの食べられるのなら、ちゃんとした格好した甲か斐いがあったかも……」

　思わず呟つぶやくオレを、彼が黙だまって見つめている。

　なんだか不思議なほど優しい目に、オレは一人で赤くなる。

「な、なんだよ？　オレの食べ方に、なんか文句ある？」

「いや。さすがに上諏訪家の坊ぼつちゃんだけあって、箸はしとフォーク、ナイフの使い方は完璧だ。ただ、オマール海老の殻を名な残ごり惜おしげにペロペロ舐めるのはどうかと思うぞ」

「うっ！　そんなとこまで見るなっ！　だって、めちゃくちゃ美味しかったんだ！」

　オレは怒おころうとするけど……なんだか調子が出ない。

　……これは、ほだされたわけじゃなくて、料理が美味しいから戦せん闘とう意欲が失うせただけだぞ！

　オレは自分で自分にいいわけをする。だけど、心の奥では、面めん倒どうな手続きを踏ふんででもここに連れてきてくれた彼に対して、小さくお礼を言う。
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　ギャルソンが、オレンジの香りのするヨーグルトのムースと、紅茶を運んでくる。

　オレは、美味しい、と夢中でデザートを平らげ、それから紅茶を一口飲んで、

「紅茶もすごく美味しい。父さんも杉本も緑茶党だからうちには紅茶の葉っぱなんてないし、友達と行くような近所の安いサ店じゃ出で涸がらしみたいな紅茶しか出さないし、バイクで遠出しようにも杉本と父さんがうるさくてそれもままならなくて……」

　オレは懐なつかしい気持ちになりながらまた紅茶を一口飲む。

「ダージリンだ、しかもすごくいいやつ」

「よく解わかるな」

「銘めい柄がらもわかるよ。マリアージュ・ド・フレールの、ダージリン・インペリアルだろ？」

「前にシェフに聞いたことがある。たしかそうだったな。……紅茶に詳くわしいのか？」

　彼は少し驚おどろいたように言う。オレは、

「母さんがいた頃ころ、よく飲んでたから。母さんは、『お父さんも杉本くんも忙いそがしくてつまらないから、せめて二人でお茶にしましょう』って言って、よく美味しい紅茶をいれてくれた。まあ、父さんと杉本にも、やっぱり美味しい緑茶をいれてあげてたけどね」

　オレは、紅茶の湯気を見つめたまま、静かな声で、

「あの頃は、父さんもあんなにギスギスしてなかった。オレも……」

　言いかけてから、ふと言葉を切る。

　それから、少し苛いらついてしまいながら紅茶を飲み干し、カップをソーサーの上に置く。

「いらないこと言っちゃったな。子供みたいじゃん、オレ」

　オレは、話題を変えよう、と思いながら、

「……あ、そうだ。一つだけ、オレに中を見せてくれなかったドアがあったよね？　あれって何？　ただの納なん戸ど？」

「あそこは、私の仕事部屋だ」

　彼のその言葉に、オレはなんだか驚いてしまう。

「仕事っ？」

「なんだ？」

「いや……あんたの口から仕事って言葉が出るのって、なんとなく不思議で」

「なぜ？」

「だって、あんたって、働いたりしないで悠ゆう々ゆうと暮らしていそうなんだもん。なんかこう……親の財産を食いつぶしてる、とかさ」

　あの豪ごう華かなマンションは、一いつ介かいのサラリーマンが買えるような値段じゃないはず。

　だけど、彼には実業家っぽい、ちょっとギスギスしたようなイメージが全然ない。

「あんたって……何の仕事をして生きているのか、全然予想がつかない。あの部屋にしても、あんた本人にしても、生活感がないっていうか」

　彼はオレを見下ろし、なんだか可お笑かしそうな顔をする。

「一部は当たっているかな。このマンションは親の遺産の一部で買ったものだから」

「遺産？」

　オレは少し驚いて、彼の顔を見上げる。

　……ってことは、彼のご両親は、なんらかの理由でもう亡なくなってる？

　思って、オレは少し青ざめる。

「あ……ご、ごめん……その……言いにくいこと言わせた……？」

「気にすることはない。両親が亡くなったのは私が高校生の頃だ。もう慣れたよ」

　……慣れたって言っても……。

　オレは、母さんが亡くなった時のことを思い出して、すごくつらい気分になる。

　……あんなに憎にくたらしいと思ってる父さんだって、何かあったらめちゃくちゃ悲しいに決まってるし。

　……どうして反はん抗こうなんかしたんだろうって、死ぬほど後こう悔かいするに決まってる。

　……なのにオレ、どうして素す直なおになれないんだろう？

　……やっぱり、まだ子供なのかな、オレ？

　オレの落ち込みに気づいたのか、彼がふと手を伸のばし、テーブルに置いたオレの手をそっと叩たたいてくれる。

「気にするな、と言っただろう？……そうだ、帰ったら、私の仕事部屋も見たい？」

「え？　見せてもらえるの？」

「見たいのなら。特に面おも白しろいものはないと思うが」

「でも、なんか、一カ所だけ開かずの間になってると妙みように気になるし……そうだ、あんたの仕事部屋を見て、あんたの職業、オレが推理してやるよ！」

　オレは、話をそらすことでオレを落ち込みから救ってくれた彼を……少しだけ、優やさしいな、と思う。
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「ここが私の仕事部屋だ。……どうぞ」

　彼はあっさりと言って、仕事部屋のドアを開く。

　そこは、彼のベッドルームとテイストを揃そろえたような大人っぽい部屋だった。

　驚くほど大きな仕事机の向こうには、黒くろ革かわとスチールでできた高級そうなオフィスチェア。

　壁かべ一面に、英語やらイタリア語やらの本が並んでいる。

　仕事に関係しているのか、趣しゆ味みなのか、車関係の本も多い。

　……そして。

「ああっ、これっ！」

　オレは、壁に飾かざってある一枚の絵を見て、思わず声を上げる。

　スチールの額に入れられていたのは、一枚の、車のデザイン画。

　隅すみには、流りゆう麗れいな字体で、『Ｋ』と一文字。

　そのデザイン画は、オレもよく知っている。だって、本に載のっていたこれを一生懸けん命めい模写したことがあるから。

　そこに飾ってあったのは、デザインマーカーの色も鮮あざやかな、『ディアロッサ』のデザイン画の……原画だった。

　……う、そ……っ！

　日本で三台しかない『ディアロッサ』を手に入れているカーマニア（だろう、きっと）なこの男なら、『Ｋ』の原画を手に入れていてもおかしくない。

　だけど、『Ｋ』は、自分のデザイン画をほとんど流出させたりしないことで有名だ。

　だから、ここに飾られているこれは……ものすごく貴重な品ってことで……。

　オレは呆ぼう然ぜんとその絵を見つめてしまう。

　……すっごい……『Ｋ』の原画を見られるなんて……！

　あまりに高鳴る鼓こ動どうに、オレは両手で胸を押さえて、深いため息をついてしまう。

「……ああ……あんたに会えてよかった。これって運命だったのかもしれないな……」

「えっ？」

　仕事机の上のＦＡＸ機から、届いていたＦＡＸを取り出していた甲斐谷が、とても驚いた顔でオレを振ふり返る。

「今、なんと言った？」

「あんたに会えてよかった、これは運命だったのかも、って言ったんだよ」

　甲斐谷が、なぜか目をすがめ、眩まぶしそうな表情でオレを見る。

「……彰……それは……」

　オレは拳こぶしを握にぎりしめて、力いっぱい叫さけぶ。

「だって！　『Ｋ』のデザイン画の、原画が見られたんだもん！」

　彼は、そのハンサムな顔に似合わない呆然とした表情でオレを見つめ、それから壁にかけられた絵に目を移す。

「……『Ｋ』のデザイン画を見られた、から……？」

「そう！　だってオレ、本当に好きなんだ、『Ｋ』のデザイン！」

　オレは思わず身を乗り出して言う。

「ねえ。『Ｋ』は、自分のデザイン画を流出させないことで有名なんだ。お世話になった人とか会社とか、以外には。……もしかして、あんたって、『Ｋ』のことよく知ってる……？」

「ああ……知っている……といえば、知っている……が」

　彼は歯切れの悪い口調で言う。あんまり詮せん索さくしたらダメかな、と思いつつ、オレはつい、

「ねえ、彼の仕事場って入ったことある？　どんなふう？」

「……仕事場？　ああ、入ったことがないといえば噓うそになるが……」

　オレは、彼の言葉に、うっとりとため息をつく。

「意外かもしれないけど、オレ、カーデザイナーになるのが夢なんだ！　そしてもしも叶かなうのなら、『Ｋ』のデザインチームで働きたいんだ！」

「……『Ｋ』のデザインチームで……？」

　彼は呆然と繰くり返してから少し考えるように黙だまり、そしてやっと理解したような顔になる。

「もしかして、杉本には、おまえのその夢を話したことがある？」

「前に絵を描かいてるとこ見られちゃって。その時にチラリと漏もらしただけだから、忘れてるかもしれないけど……」

「いや。憶おぼえていたのではないかな？……杉本がどうしていきなりおまえの教育係として私を選んだのか、やっと解わかった。そういうことだったのか」

　彼は妙に納なつ得とくしたような顔になり、それから少しあきれたような顔で苦く笑しようする。

「まったく。あんなに儚はかなげな風ふ情ぜいをしているくせに、頭の回転は妙に速いからな」

「……え？」

「『Ｋ』に会いたいか？」

　唐とう突とつな言葉にオレは一いつ瞬しゆん耳を疑い、それから何度も何度もうなずく。

「もちろん！　そのためなら、どんなことだってするよ！」

「『Ｋ』に会わせてやってもいい。もしも見たければ、彼が現在仕事をしている『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリアに連れていってやることもできる」

「うっそーっ！　夢みたいだっ！」

　思わず叫ぶオレを、甲斐谷はなんだかものすごくイジワルな顔で見つめる。

「この私には反抗的な態度ばかりとるくせに、『Ｋ』のことになるとそんなに素直で可か愛わいらしくなってしまう。そんなに『Ｋ』が好きか？……なんとなく妬やけるな」

　オレは思わず笑ってしまいながら、

「妬いてどうするんだよ？　それよりも、その約束、絶対守ってくれよ！」

「……どうしようかな？」

　彼のじらすような言葉。オレは両手でお祈いのりポーズを作り、必死で彼のことを見上げる。

「お願いだよ！　あんたの言うこと、なんでも聞くから！」

「なんでも？　それなら文句を言わずに私の好きなように教育される？」

「もちろん！　だって、『Ｋ』に会えるんだろ？」

「もちろん、噓は言わない。君は『Ｋ』本人と会うことができるよ。ただ……」

　彼は、妙にイジワルで、そしてなんだかセクシーな目で、オレを見つめる。

「……おまえが、素直に私の言うことに従えば、だが」

「もちろん従うよ！　ああっ、なんだか夢みたいだっ！」

　オレの心に、不思議なほどの喜びが広がる。

「カロッツェリアにも入れてもらえるんだろっ？」

「ああ。たぶん、問題ないと思う」

　……ああ、本当に夢みたいだ……！
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　甲斐谷の運転する『ディアロッサ』は、まるで雲の上でも走っているかのように滑なめらかに、道路を進んでいく。

　頰ほおをなぶる澄すみ切った箱はこ根ねの風は、ちょっと寒いけど本当に気持ちがいい。

　車は大きな通りから私有地に続くらしい少し細目の道に入る。そしてまるでビバリーヒルズのお屋や敷しきにでもありそうな、警備員のいる門を抜ぬける。

　彼が手を軽く上げて挨あい拶さつをしただけで、警備員がしっかりとお辞じ儀ぎをしたから……彼はいちおうここでは顔が知られている人間なんだろう。

　両側に木の植えられた緩ゆるやかな坂を上り、車はゆっくりと進む。

　木々の間からは、ヘアピンカーブのあるレース用のコースが見え隠かくれしている。

　ちょっと狭せまいけど、けっこう立派なテスト用のコースが併へい設せつされているみたいだ。

　丘おかを上り、木々の間を抜けると、ふいに目の前に真っ白な建物が現れた。

　美しい青空をバックにして建つそれは、まるで現代的な美術館みたいに洒しや落れてるけど……。

　……ここが、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリア……。

　オレは、目の前の建物を見上げながら、呆然としていた。

　……そして……あの『Ｋ』が働いている場所……。

　ずっと憧あこがれていた場所に来られて、しかももしかしたら憧れの人に会えるかも、と思っただけで、心臓が壊こわれそうなくらいにドキドキしている。

　目の前にある建物は、真っ白な壁かべを持つ美しい平屋建て。綺き麗れいに刈かり込まれた芝しば生ふの緑が、白い建物に映はえて……すごく綺麗だ。

　車は、エントランスのすぐ前の車寄せに入り、滑らかに停車する。

　甲斐谷は黙ったまま車を降り、車の前を回り込んで、外側から助手席のドアを開けてくれる。

「どうぞ」

「……う……ど、どうも……」

　車から降りようとするオレの手をさりげなく捕つかまえ、そっと引いてエスコートする。

　そして肘ひじを手で支えるようにして、真っ直すぐに立たせてくれる。

　……こういうスキンシップって、彼のクセなんだろうけど……。

　俺は彼に向かい合うようにして立ちながら、ちょっと赤くなる。

　……まるでお姫ひめ様扱あつかいされてるみたいで、結構恥はずかしいぞ。

　彼は手を上げて、風に乱れたオレの前まえ髪がみをそっと直してくれながら、

「カーブが多かった。具合はどうだ？」

　彼は、オレが酔よっていないかをたしかめるかのように、オレの顔を真っ直ぐに覗のぞき込む。

「あんな上手な運転じゃ、酔えるヤツの方が珍めずらしいだろ？　平気だよ」

　オレが言うと、彼はその無表情な顔に少しだけ安心したような表情を浮うかべる。

　……この冷血男、ちょっとはオレのこと心配してくれてたのかな？

　エントランスドアの脇わき、白い壁に打ち込まれた『Ｇ＆Ｍ』と彫ほられた銀色の金属板を見て、オレの鼓こ動どうがますます速くなる。

「ここで降りて待っていてくれ。私は車を駐ちゆう車しや場じように……」

　彼が言いかけた時、エントランスのドアが開き、中から作業用のつなぎを来た若い男の人が走り出てくる。整備士さんかな？　と思うけど、彼のつなぎや頰に、オイルじゃなくて車の原寸模型を作る時に使うクレイがついているのに気づく。

　……デザイン・モデルを作ってるってことは、デザイナーさん……？

　……どっちにしろ、デザイン・チームの一員の人だ……！

　オレは、いよいよ中が見られるんだ、という実感がますます湧わいてきて、嬉うれしくなる。

「甲斐谷さん！　今日は社員が少ないので、一番近いＢゾーンの駐車場が空いています！」

　彼はにこにこしながら、オレ達の方に駆かけ寄ってくる。

「でも、車、俺が駐車場に回しときましょうか？　せっかくのお客さんですし！」

　彼は言って、人なつこい笑え顔がおでオレに笑いかけてくれる。甲斐谷は、

「ありがとう、だが大だい丈じよう夫ぶだ。……ああ、車を停とめてくる間、この跳はねっ返りのお姫様がウロチョロして迷子にならないように見張っていてくれないか？」

「なんだ、それっ？……デザイン・チームの人の前で、そんなこと言うなっ！」

　甲斐谷は赤くなるオレを見て可お笑かしそうな顔をし、それから踵きびすを返して車に乗り込む。

「……イジワル野や郎ろうっ！」

　オレは走り去る車に向かって言い、思い切り舌を出してやる。

「あはは、楽しい人だね。それに度胸がある。だって、相手はあの、ケ……」

　彼は笑いながら言い、ふいに言葉を切る。

「……ケ？」

「ああ、いや……相手はあの、甲斐谷さん！　だしね！」

　彼は言って、しまったな、という顔で舌を出す。

　……きっと、社員の間でつけられてるあだ名とかを言おうとしたんだな。

　オレはなんだか無む邪じや気きな彼の様子に、好感を憶おぼえた。彼はオレを振ふり向いて、

「俺、手て島じま宏ひろしといいます。二十四歳。去年の春に配属になったばかりだから、一番の下っ端ぱ」

「あ、オレ、上諏訪彰です。十七歳。春休み中の高校生です」

「へえ～、彰くんっていうんだ。美人だよね。驚おどろいちゃった。男なのにこんなに綺麗な子って珍しいから」

「え？」

　美人だの、綺麗だのって言葉は、女の子に言えば最上のホメ言葉なんだろうけど……？

「オレ、男だし。美人とか綺麗とか言われても、あんまり嬉しくないんですけど」

　オレがちょっとムッとしながら言ってしまう。

　ほかの学校のヤツらとの喧けん嘩かの時に、相手に、『こんな美人と喧嘩なんかできるか』だの、『綺麗な顔に傷が付くとイケナイから引っ込んでな』とか言われて、オレはよく激げつ昂こうした。

　その怒いかりが原動力となって負け知らずだったのかもしれないけど……でも、あんまり印象のいい言葉じゃなくて……。

「あっ、別にけなしてるわけじゃなくて、俺の美的レーダーが、君を『美しい』の方に分類したから言ってしまっただけなんだ。気を悪くしたならごめんね」

　手島さんが、困ったようにポリポリと頭をかくのを見て、オレはムッとした気分も忘れてちょっと笑ってしまう。

「別に怒ってないです。……あの、あなたって、『Ｋ』と一いつ緒しよに働いてるんですよね？」

「え？　ああ、そうだけど」

「オレ、『Ｋ』の大ファンなんです。彼のこと、少しでもいいから教えてくれませんか？」

「へっ？　だって君は……」

「オレ、部外者だし、ぶしつけなこと言っちゃったかな……それなら別に……」

　オレがちょっと落ち込みながら言うと、彼は慌あわてたように、

「いや、そうじゃなくて、本人から話を聞くことができると思うから！」

「え？」

　オレの心臓が、トクンと高鳴った。

「もしかして、今日も……『Ｋ』はここに来てるんですか？」

「え？　ああ……ええとぉ……」

　手島さんはまた困ったように頭をかき、それからオレの肩かた越ごしに視線を移して、

「ああっ、甲斐谷さん。彰くんが、『Ｋ』のことを教えて欲しいって言ってますけど……？」

　彼の視線を追って振り向くと、車のキーを持った甲斐谷がそこに立っていた。彼は、平然とした顔で肩をすくめて、

「そのうちに自分で確かめればいい。わざわざ教えるまでもない」

「ケチ！」

　言いながらも、オレの心臓はますます高鳴ってしまう。

　……ってことは、そのうちに『Ｋ』に会わせてもらえるってことだよね？

「……ああ、彼に会えたら、なんて言おう？」

　オレは、エントランスのガラスドアに映った自分の姿を見ながら言う。クシャクシャになっていた髪の毛を慌てて撫なでつけながら、

「素す直なおに、ファンなんです、って言っても怒おこられないかな？」

　見上げると、甲斐谷はなぜか笑って手を伸のばし、せっかく整えた髪の毛を乱暴に撫でてクシャクシャにしてしまう。オレは彼を睨にらみながら、慌てて髪の毛を整える。

「何するんだよぉっ！　『Ｋ』に、みっともないヤツって思われたら悲しいだろっ？　ちょっとでも格好いいとこ見せたいのに！」

「まるで、初はつ恋こいに墜おちた中学生だな」

　オレは反論できずに赤くなる。

　……たしかに、気分的にはそんな感じかも……？

「私には、格好の悪いところを見られてもいいのか？」

　可笑しそうに言う彼に、オレは彼の真ま似ねをして肩をすくめてみせる。

「あんたなんか眼中にないもんね。だからどんなとこ見られても気にしないんだ」

　手島さんが、オレの横でプッと吹ふき出す。

「……彰くんにかかったら、さすがの甲斐谷さんも形無しだぁ」

　彼の呟つぶやきに、甲斐谷が眉まゆをつり上げる。手島さんが慌てたように言う。

「ああっ、単なる独り言ですから！　ええと、さっさとデザインルームに行きましょう！」

　……デザインルームには、憧あこがれの『Ｋ』がいるかもしれない……？

　オレの鼓動が、どんどん速くなる。

　……やっぱりこの反応って、初恋に墜ちた中学生っぽいかも……。
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　そのデザインルームは、庭に面した一面がガラス張りになった、明るい部屋だった。

　窓からはたくさんの樹が植えられた中庭と、その向こうのテストコースが見み渡わたせる。

　……そして。

「すごい……これが、『Ｋ』の新作ですか……」

　オレは、デザインルームの真ん中に置かれた、原寸大のクレイモデルに見とれていた。

「うん。社外秘だから、あんまり詳くわしく口外しないでね」

　シニアディレクターと紹しよう介かいされた、松まつ林ばやしさんという男の人が、いたずらっぽく笑う。

　クレイモデルっていうのは、車のデザインをする時に作る模型みたいなもの。

　乾かわくと固くなる粘ねん土どで形を作り、乾いたところにコーティング剤ざいを蒸着させ、その上から本物の車さながらの塗と装そうをするんだ。

　まだモデルだとは解わかってるんだけど、塗料を塗ぬられたそれは本当にリアルで、今にも走り出しそう。

　そして……。

「本当に綺き麗れい。オレ、『Ｋ』のデザインの大ファンなんです。見られて嬉しい。……それに、『Ｋ』と一緒に仕事をしている人たちとお会いできて、なんだか光栄です」

　オレが思わず言ってしまうと、デザインルームにいるメンバーたちがなんだかくすぐったそうに笑う。

　甲斐谷は、ただの車マニアの『ディアロッサ』のオーナーってだけじゃなくて、デザインチームのメンバーとも親しいらしかった。

　甲斐谷がどういう立場の人間なのかは解らなかったけど……彼らの様子からして、けっこうみんなから尊敬されてるっぽかったし。

　カーデザインって、多くても三、四人でするのかと思ってたけど……チームのメンバーは、なんと十八人もいた。

　一番上のプロダクトディレクター兼けんチーフデザイナーが、『Ｋ』。

　その下に、シニアディレクターの松林さん。

　そのほかに、エクステリアデザイナー、シートデザイナー、インテリアデザイナー、エンブレムデザイナー、エクステリアモデラー、インテリアモデラー、デジタルモデラー、そしてカラーデザイナー……こんなにたくさんの人が集まって、協力して一つの車を作るんだって、オレは初めて知ったんだ。

　そして、改めて、カーデザイナーになって、車を作ってみたいって思った。

「あの……今日は、『Ｋ』は……？」

　オレがついつい聞いてしまうと、松林さんは、なんだか少し困ったように、

「い、いやあ……今はちょっと用事で外してて……どこ行っちゃったのかなぁ……？」

「あ、ごめんなさい、いいんです。ちょっとミーハー心が出ちゃっただけだから。……会えたらいいなって……思っただけだから……」

　ちょっと（というか大分）がっかりしながら言うと、松林さんはなんだか気の毒そうな顔になる。オレを励はげますようにして、

「よかったら、また来てもいいんだよ？　そのうちに、『Ｋ』とも会えると思うし！」

「本当ですか？　本当にまた来てもいいんですか？」

「いいと思うよ！　あ、なんならここでアルバイトをしないか？　今、ちょうど忙いそがしい時期で、デザインに興味があって雑用をこなしてくれる、信用のできる子を探し……！」

　彼はそこでふいに言葉を切る。それから甲斐谷を見上げて、

「……ええと、君にバイトを頼たのむなら、まずは甲斐谷さんの許可をもらわないとダメかな」

　甲斐谷は彼を見返し、それからなんだか複雑な顔をして、

「ああ……今は私が彼の保護者がわり……だから。彼の親御さんの許可も得ないといけないだろうし、難しいかな」

　ちょっと歯切れの悪い口調で言う。

　……やっぱり……そうだよね。

　……父さんも杉本も、オレがバイトをすることなんか、絶対に許してくれない。

　……それに、オレがここでバイトするとなったら、彼はオレを連れてここまで来なくちゃいけないだろう。バイクで箱根まで通いたいなんていうのは……バイト以上に許してくれないだろうし。

　オレは、甲斐谷を見ながら思う。

　……彼だって（内容は未いまだに謎なぞだけど）仕事をしているみたいだし……あんまりワガママ言ったら気の毒だよな……。

　思うけど……オレは少なからずがっかりしていて……。
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　オレと甲斐谷がカロッツェリアを後にしたのは、もう日が傾かたむきかけた頃ころだった。

　デザインルームのメンバーはみんないい人たちだった。最後にはすっかりうち解けてくれた彼らは、オレと甲斐谷を建物のエントランスまで送って、みんなで手を振ふってくれたんだ。

　……ああ、また来られたらいいのに。こんな素敵な場所でアルバイトできたら幸せなのに。

　後ろ髪がみを引かれる思いで、駐ちゆう車しや場じように向かう甲斐谷の後ろを歩きながら、思った。

　……だけど、あんまりワガママ言ったらダメだよね。

　……それに、オレのワガママを聞いて連れてきてくれた甲斐谷にも、感謝しなきゃ。

「……あのさ」

　オレは、彼の背中に向かって言う。

「……今日は、連れてきてくれて……ありがと」

　彼はふいに歩みを止め、それからゆっくりとオレを振り返る。

　そのままジッと見つめられて、オレは赤くなる。

「オレが殊しゆ勝しようなことを言うの、ガラじゃないの解ってるよ！　だけど、やっぱりお礼とかはちゃんと言わないとさ。……本当は、今日も忙しかったんじゃない？」

「え？」

「だって、昨夜、ずっと遅おそくまで起きてただろ？」

　彼は少し驚おどろいたように眉まゆをつり上げる。

「……どうしてそれを？」

「トイレに行こうとして気が付いたんだ。あんたの仕事部屋、明け方まで電気が点ついてただろ。仕事してたんじゃないの？　徹てつ夜やのうえにこんなとこまで運転してきて、こんな時間まで付き合ってくれて……疲つかれたんじゃない？」

　彼はオレを見つめたままで少しだけ黙だまり、それからふいに、

「心配してくれたのか？」

「し、心配っていうか……」

「優やさしい子だな」

「え？」

　急に言われたその言葉に、オレは驚いてしまう。

　だってオレは、乱暴だとか、生意気だとか、ワガママだとかしか言われたことがなくて。

「……優しい？　オレが……？」

　思わず聞き返してしまうと、彼はゆっくりとうなずく。

「優しい。それに、素す直なおになると、とても可か愛わいい」

「……え……？」

　……可愛いなんて言われたら、もっとむかついてもいいと思うんだけど……？

　頰ほおが、だんだん熱くなってくるのが解る。

　……なのに、なんで赤くなってるわけ、オレ？

　呆ぼう然ぜんとしたまま、ただ赤面するオレを、彼はなんだか不思議なほど優しい目で見つめる。

「突つっ張ってキャンキャン吠ほえているところもいいが……素直なところもとてもいいよ」

　オレはその言葉に、一人で赤くなる。

　……ああ、この男に誉ほめられただけで……なんでこんなに嬉うれしいんだろう……？

　オレたちは、その後、景色のいい山頂のレストランでのんびりと夕食をとり、ゆっくり走って都内に戻もどった。

『Ｋ』と少しでも近づけた幸せと、心地いい疲れで、オレはその夜はぐっすりと眠ねむれて……。

　……となる、はずが。

　オレはその夜、ほとんど一いつ睡すいもできなかった。

　気持ちよくうとうとした時、甲斐谷のベッドルームのドアが開く音を聞いた。

　トイレかな？　と思っていたら、なぜか玄げん関かんの方でドアが開閉する音、それに外から鍵かぎをかける音が聞こえて。

　時計を見たら、夜中の二時近い時間だった。

　オレはなんとなく心配になって窓に駆かけ寄り、そこから下を見下ろした。

　高台に建っているせいで見晴らしはいいけど、このマンションはそんなに極きよく端たんな高層建築ではない。

　オレのベッドルームの窓からは、地下の駐車場から出てくる車を確かく認にんすることができた。

　しばらくして、駐車場から出てきたのは……たしかに、甲斐谷の『ディアロッサ』だった。

　近所に買い物にでも出たのかな、と思ったけど、そのまま甲斐谷はずっと帰ってこなくて。

　なぜだか妙みようにイライラしながらオレは外を見続け……空が白んできたところで、帰ってきた彼の車に気づいた。

　それが見み間ま違ちがいでなかったことを証明するように、しばらくしたら玄関の鍵が開けられ、ドアが開閉する音が聞こえた。

　……帰ってきた……！

　……疲れてるはずなのに、こんな時間まで、どこに行ってたんだよ？

　オレはそう言うために、思わずドアに駆け寄ろうとして……そのままの格好で動きを止める。

　……別に、あいつが朝帰りしようが、オレには全然関係ない！

　彼の足音はそのままベッドルームを通り過ぎ、リビングへのドアを開けてそこに入っていったようだった。

　オレは我が慢まんできずに、そっと部屋から廊ろう下かに出て、リビングへと歩いてしまう。

　オレの手が、勝手に、少しだけリビングへのドアを開けてしまう。

　夜明けの薄うす明あかりの中、きっちりとスーツを着た彼が、ソファに座ったところだった。

　……スーツなんか着てる……！

　冷蔵庫から出してきたらしいペリエをあおり、それからなんだか疲れたような仕草で手を上げ、髪をかき上げた。

　……こんな朝まで、そんなに疲れるようなこと、してきたのかよ？

　……ってことは、やっぱり……？

　オレの脳裏を、彼と、そして知らない女性の抱だき合っている姿がよぎる。

　彼はその逞たくましい腕うでで彼女を抱き締め、その美しい形の唇くちびるを首筋に押しつけ……。

　オレはなぜか一人で真っ赤になってしまい、音を立てないように気をつけてドアを閉める。

　だって、誰だれかの肌はだに唇を埋うめる彼の顔は、なんだかものすごくセクシーで……。

　オレは思ってから、ハッと我に返る。

　……なんであんな男のこと、セクシーだなんて思っちゃってるわけ？

　……たしかに顔もスタイルも最高だけど、あいつはめちゃくちゃイジワルなやつなのに！

　……あの男がどんな女性と付き合おうが、オレには、全然！　なんにも！　関係ないぞ！

　オレは拳こぶしを握にぎり締めて心の中で叫さけぶ。

　それから、盗ぬすみ見なんかしてしまったことに対する自己嫌けん悪おを感じながら、部屋に戻る。

　……バカみたい、何やってるんだろう、オレ？

　……あいつのプライベートなんか、知る必要、全然ないのに！

「……さて、今からでも、もう一眠りするぞ……っ！」

　呟つぶやいて、ベッドにダイビングして……そして、擦すり傷のある腕をシーツに擦こすって思わず呻うめく。

「……っつ……！」

　オレは思わず腕に目をやり……そこに巻かれた包帯を見る。

　美しく、きっちり巻かれたその包帯は、甲斐谷の器用さと几き帳ちよう面めんさを表してるみたい。

　これを巻いてくれた時の、彼の労いたわるような指を思い出す。

　伏ふせられた睫まつ毛げの意外な長さや、少しは我が慢まんしなさい、といなした優しい低い声も。

　だけど、彼はきっと、オレだけじゃなくてほかの人にもきっとあんな優しい声で……？

　オレの心の中に、なんだかモヤモヤしたものが広がる。

　……なんだろう、この気持ち……。

　……なんで、こんな気持ちになるんだろう……？







甲斐谷貴英







「……おはよう……」

　言いながら、彰がダイニングに入ってくる。

　今朝の彼の格好は、シンプルな綿のシャツと、ストーンウォッシュのブラックジーンズ。肌寒いのか、肩かたにミントグリーンのカーディガンを羽織っている。

　ブティックでスーツを買った後、彼はカジュアルな服を扱あつかっているムニクロという店を探して寄れ、と要求してきた。

　その店に着くと、彼は長い時間をかけて、まず彼にはサイズの大きすぎるカジュアルなセーターとコーデュロイのパンツを選んだ。

　そして、いつでもスーツじゃ堅かた苦くるしいだろ、と言って、私に差し出したのだ。

　それは、学生のおまえから金など受け取れない、と言った私へのプレゼントらしかった。

　その意外な行動に……私は不思議なほど感動してしまった。

　彼が今着ている服も、彼が時間をかけて厳選し、自分の金で買ったもの。

　ボタンを三つも開けたシャツの襟えり元もとから覗のぞく、美しい形の鎖さ骨こつ。

　ぴったりとしたジーンズが、華きや奢しやな腰こし骨ぼねと、しなやかな脚あしを強調している。

　カーディガンのミントグリーンが、彼の明るい肌に映はえている。

　大きな窓から差す、明るい朝の光の中の彰は……とても綺き麗れいだ。

　新聞から目を上げた私は、そのまま思わず彼に見とれてしまった。

　それから、彼がなんとなく疲つかれたような顔をしていることに気づく。

「どうした、彰？　眠れなかったのか？」

「……えっ？」

　彰はなぜかとても慌あわてたように目を見開き、それから怒おこったように私の顔から目をそらす。

「別に！　ちゃんと眠れたっ！　まったく、自分は爽さわやかな顔しやがって……っ！」

　……ということは、あまり眠れなかったということか？

　……何か心配事があるのだとしたら、きちんと聞いてやらなくては、彼はそれを心の中にため込み、そして一人で悩なやんでしまうだろう。

「彰」

　ちょうど私のイスの脇わきを通り抜ぬけようとした彼の手首を、そっと摑つかむ。

「あっ！」

　彼は身体からだをヒクリと震ふるわせて声を上げ、それからとても怒ったように私を睨にらみ下ろす。

「離はなせよっ！　オレ、あんたのこと……っ」

　彼は何かを言いかけ、それからふいに言葉を切る。

「私のことを、なんなんだ？」

「なんでもないっ！　別に、あんたのことになんか興味ないしっ！」

「……え？」

「え？　あ、いや、だからっ！」

　彼はなぜか動どう揺ようした顔で、自分の手首を、私の手の中から奪うばい返す。

「なんでもないってばっ！……そ、それより……」

　彼はキッチンの方に目をやる。

「朝食の準備らしきものが何もないけど？」

「なんだ？　起きてくるまでに、朝食を用意しておけというのか？」

　私は、彼の言葉に思わず笑ってしまいながら言う。彼は肩をすくめ、

「別に、作っといてくれとは言わないけど！　先に起きたんなら、コーヒーくらいいれてくれたっていいんじゃないか？」

　あきれたような声で言いながらキッチンに入り、それから辺りを見回しながら、

「あれ？　コーヒーメーカーってないの？　紅茶党？　それともフィルターでドリップ党？」

　私は、テーブルの上に置いてあった、インルームダイニングのメニューを取る。

「朝はいつもルームサービスなんだ。コーヒーもまとめて頼たのむので、コーヒーメーカーは買っていない」

「ルームサービス？」

　私はカウンター越ごしに彼にメニューを差し出す。

「ああ。好きなものを選んで。メニューはホテル並みに充じゆう実じつしているよ」

　彼はなぜかとても驚おどろいたように目を見開き、私とメニューを見比べる。

「いつもこうなの？　毎朝？」

「ああ、そうだよ。あと、外に食べに出るのがに面めん倒どうな時には、軽い夕食も。それが何か？」

　彼は一いつ瞬しゆんポカンと口を開けてから、あきれたような声で叫ぶ。

「なにそれ？　贅ぜい沢たくにもほどがあるよ！　いくら金持ちだからって！」

　手を伸のばしてメニューを取り、そのページをめくる。

「たしかに、昨日の夕食の味も、このメニューの充実度も高級ホテルのレストラン並みだよ！　だけど、値段も高級ホテル並みじゃないか！」

「ああ……しかし……」

　私が口ごもると、彼はハッとしたように顔を上げる。

「そういえば、あんたがキッチンに立ったのって、冷蔵庫から飲み物を取るところくらいしか見てないかも！　まさか……なんにもできないとか……？」

「失礼な。ワインやシャンパンのコルクを開けたり、湯を沸わかして紅茶をいれることくらいはできる。ああ……コーヒーは、私がいれると絶望的に不ま味ずいのでギブアップしたが」

「……で、できるのはそれだけ……？」

「それだけできればじゅうぶんだろう？」

　私が言うと、彼は目を見開いて私を見つめ……それからいきなりプッと吹ふき出す。

「うわあ、信じらんないよ！」

　いきなり笑い出した彼に、私は少しムッとしながら、

「何が？　不自由だと思ったことはないぞ？」

　理由が解わからずに問いかけると、彼はさらに可お笑かしそうにひとしきり笑う。それから、なんだかあきれたような顔になる。

「このマンションに来る前は、どうしてたんだよ？　こんな便利なマンションばかりじゃないだろ？……あっ！　まさか、どっかの女に全部……っ」

「違ちがう。両親と暮らしていた家には家事をしてくれる使用人がいたし、その後は仕事でイタリアに行っていたのでホテル暮らしだった。日本に帰ってきてからは、このマンションだ」

「うわあ。生きつ粋すいのお坊ぼつちゃまなんだ、あんたって！」

　彼のからかうような口調に、私はさらにムッとしながら、

「上諏訪家の御おん曹ぞう司しに、そんなことを言われる筋合いはないと思うが？」

「うちなんて、名前ばっかで全然庶しよ民みんだぜ？　使用人なんかいたことないし。杉本は家事全ぜん般ぱんが得意だけど、稽けい古こで忙いそがしくて時間がとれないから、普ふ段だんの家事はほとんどオレだったもん」

「そうだったのか？」

　驚いてしまいながら言うと、彼は少し得意げになる。

「まあね。たまに、父さんや杉本にいいとこ見せようとして、お弟で子しさんが手伝ってくれようとするんだけど……最近の女の子は、全然ダメ。オレのがよっぽど手て際ぎわいいし」

　私は、彼の意外な一面に、また驚いていた。

　華か道どう・上諏訪家は彼がどう思おうと、やはり日本でも有数の資産家であり由ゆい緒しよ正しい旧家だ。

　彰にはその自覚はまったくないようだが、世間から見れば、その血統を引いた彼は、美しき深窓の姫ひめ君ぎみ。

　姫君に相応ふさわしいその美しい顔立ちと相まって、彼は、ワガママで、世間知らずで、そしてとても不器用そうに見える。

　……しかし。

　端たん麗れいな姿に似合わない、乱暴な言葉遣づかいと無む鉄てつ砲ぽうな行動。

　匂におい立つような色いろ香かを発しているくせに、その内面は、純情で真っ白な子供のよう。

　彰のその危ういアンバランスさは……私の心をどうしようもなく揺ゆらす。

　知らなかった彼の新しい一面を見つけるたび、少しずつ、彼にのめり込んでいくのを感じる。

　……いけない。

　私は、ともすれば揺れそうになる心を、必死で叱しかりつける。

　……このままでは、ほんの小さなきっかけだけで、気持ちが溢あふれてしまいそうだ。

「そんな顔することないじゃん！　オレ、意外に器用なんだぜ？」

　彰は、私の沈ちん黙もくを誤解したのか、不満そうに口を尖とがらせる。それから、

「ねえ、それなら。宿しゆく泊はく代の代わりに、オレが食事を作ってやろうか？」

「え？　そんなことをさせては……」

「あんたには、世話になってるから。……『Ｋ』の働いている場所に連れていってくれたし」

　彼は、照れたように小さな声になって言う。

　私は少し迷い……恩を受けたら同じだけのものを返そうとする彼の姿勢を思い出す。

　……何かをしてもらった方が、彼も気が楽になるのかもしれないな。

「ああ……それなら、頼んでもいいだろうか？　これも社会勉強の一つということで」

　言うと、彼はまた可笑しそうに笑う。

「っていうか、この点では、オレよりもあんたが勉強した方がいいと思うぜ？　オレなんか、料理は上手だし、魚屋や八百屋でねぎることだってできるし。オレ、商店街じゃけっこう人気者なんだよ。若いのによくやってるってさ」

　私は、人々に混ざって楽しそうに笑う彼を想像する。

「父さんも、杉本も、オレがな～んにもできないと思ってるみたいだけど……それは、彼らが望むことがたまたまできないだけ。世間的に見たら、けっこうよくやってる方なのにね」

　彼は言って、少しだけ寂さびしげに笑う。

　……また、心が彼に傾かたむいていくのを感じる。

　……ああ、このままでは、私は……。

「そしたら、この近所のスーパーと、下のオートロックの暗証番号を教えてよ！　それから、この部屋の鍵かぎ！」

　彼は言って、私に手を差し出す。

「え？」

「買い物に行ってくる！　どうせ食材なんかなんにもないんだろ？」

「ああ……ペリエと、ワインと、カマンベールチーズくらいならあるが……」

「そんなんでどうやって朝食を作れって言うんだよ？」

　彼は可笑しそうに笑う。私は、この近所で見たスーパーというものの存在を思い出そうとし……よく憶おぼえていないことに気づく。

「私も一いつ緒しよに行く。スーパーの場所は、下のロビーでコンシェルジュに聞こう」

　車の鍵を持って立ち上がると、彼は目を丸くして、

「近所のスーパーの場所も解らないの？」

「ああ……移動は車が多いので、生活用品は通りすがりに青山の紀きノの国くに屋やで買ってしまうんだ。だから、近所のスーパーというものの存在をあまり意識したことがなかった」

　彼は大おお袈げ裟さにため息をつく。

「車のキーを置いて！　こんな綺き麗れいな場所に住んでいるのに、朝の散歩もしてないなんて！　やっぱりあんたの方が社会勉強が必要だぜ！」

　彼の笑顔が、私にはとても眩まばゆく感じられる。

　……いけない。なんだか、本当にのめり込んでしまいそうだ……。




　　　　＊




　近所のスーパー（今までまったく気が付かなかったのだが、坂を下りて角を曲がったすぐ、徒歩五分の場所にそれはあった）で、彰はさまざまな食材を慎しん重ちように吟ぎん味みし、嬉うれしそうに買った。

　炊すい飯はん器きがなかったために、彼が器用に鍋なべで炊たきあげた、艶つややかな白いご飯。

　魚焼き網あみがなかったためにフライパンを使って焼き上げた、香こうばしいアジの干ひ物もの。

　大根と油あぶら揚あげを入れた、香かおりのいいみそ汁しる。

　おろした大根を添そえた、黄金色のダシ巻き卵。

　鮮あざやかな緑色が美しい、細かくした鰹かつお節ぶしをふりかけたほうれん草のおひたし。

「とても美お味いしかったよ」

　私が本心から言う。

「こんなきちんとした日本食を食べたのは……両親が生きていた頃ころ以来かもしれない」

「本当？」

　彼はホッとしたように息をつく。

「よかった。父さんはあの通りだから、美味しいなんて全然言ってくれないし、杉本はいつも美味しいって言ってくれるけど、優やさしいから言ってくれてるだけかもしれないし」

　彼は私の真意を読みとろうとするかのように、上目遣いに私を見る。

「不思議だな。口の悪いあんたがそう言ってくれると、本当に美味しいのかな、って思える。もしかしてお世辞で言ってくれてるのかもしれないけど……？」

　その少し緊きん張ちようした顔には、美味しいと言ってくれたらいいな、としっかりと描かいてある。

　私は思わず笑ってしまいながら言う。

「おまえにお世辞を言う必要はないだろう。本当に美味しかったんだ」

「ふうん、そうか」

　彼はあまり興味がなさそうに言うが、その滑なめらかな頰ほおは嬉しそうにふわりと染まっている。

「リクエストがあれば、また何か作ってやってもいいけど？」

「それならぜひ。時間が空いた時だけでいいから、何か作ってくれないか？　外食とルームサービスに慣れてしまっていたので忘れていたが……手料理というのはいいものだな」

　彼は少し驚おどろいたように私を見る。それからさらに頰を染めて目をそらす。

「……なんか、作り甲が斐いがあるかもね。相手があんただと」

　それからキッチンの方を眺ながめて、

「こんな広いキッチンなのに、ほとんどなんの道具もない。ちょっとくらい家電が増えても大だい丈じよう夫ぶじゃない？」

「家電？」

「せめて、炊飯器くらい買わない？　そうしたら、コンロがもう一つ使えるから、もうちょっとちゃんとしたおかずも作れるぜ」

　その照れたような小さな呟つぶやきが、私の心に不思議なくらいの悦よろこびをもたらしてくれる。

　……まるで新しん婚こん家庭のようじゃないか。

　私まで少し照れてしまいながら、思う。

　……ああ。こんな生活がずっと続くといいのに……。

「それなら、炊飯器を買いに行こう。その後、私は予定があるんだが」

　言うと、彼はなぜかヒクリと頰を引きつらせる。

「予定？……もしかして……」

　彼は何かを言いかけ、それからふいに言葉を切る。

「なんだ？」

「な……なんでもない。別にあんたの予定になんか興味ないし！」

　その強がるような口調が、私のことを気にしてくれているようで、少し嬉しい。

「今夜、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のパーティーがあるんだ。それに招待されている」

「えっ？　そうなんだ？」

　彼はホッとしたように言い、急に明るい声になって、

「そのパーティーのことは、雑誌で見た。新しいＦ１マシンのお披ひ露ろ目めのために、ジーン・アッシュフォードが来日する。その歓かん迎げい会かいと、次のレースの壮そう行こう会かいを兼かねたパーティーだろ？」

　彰が言い、うっとりとため息をつく。

「すっごいなあ。そんなのに招待されてるんだぁ」

　ジーン・アッシュフォードは、二十八歳のＦ１パイロット。いろいろな強きよう豪ごうチームを経て、今は『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』の専属だ。

　マスコミからは『音速の貴公子』と呼ばれていて、彼がデビューしてからＦ１ファンが激増したという噂うわさ。まんざら噓うそではなさそうだ。

「ゲストがジーン・アッシュフォードで……しかも、絶対、デザイナーの『Ｋ』も来るよね？　ジーンと『Ｋ』は、二人がファラーリ社に所属してる頃からの友達だっていうし」

　彰が言って、夢見るような瞳ひとみで、宙を見つめる。

「ジーンは、『Ｋ』がデザインしたレーシングマシンにしか乗らないんだもんね。すごいなあ。きっと信しん頼らいしあっていて……すごく仲良しなんだろうなぁ」

　うっとりと言われた言葉に、私はジーンの顔を思い出し、思わずため息をつく。

　顔はたしかにいいが……あの男の性格は、サイアクだからだ。

「仲良し……かどうかは知らないが、少なくとも仲間ではあるだろうな……」

　思わず言ってしまうと、彰はいきなり振ふり返ってキラキラと輝かがやく瞳で私を見上げ、

「その口調！　もしかして、あんたって、ジーン・アッシュフォードのことも知ってるの？」

「え？　あ……まあ、それほど親しくはないが」

「そうなんだ？　あんたって、けっこうすごい人なんだね！」

　彰はその瞳の中に尊敬の色を浮うかべて私を見つめ、それから少し寂しそうに笑う。

「そしたら……今夜はオレは一人で留守番かぁ」

「寂しい？」

　私がからかおうとして聞くと、彼は素す直なおにうなずく。

「うん」

　その言葉に、私の胸が、ドクン、と一つ高鳴ってしまう。

「……彰……」

　……私と一緒にいられないことを、寂しいと思ってくれるのか……？

「だって、オレだけパーティーに行けないんだもん。オレにとっては王子様みたいな『Ｋ』が来てるのに、留守番なんだぜ。寂しいに決まってるじゃんか」

　彼の拗すねたような言葉に、私は思わずため息をつく。

　……そういう意味か……。

「『Ｋ』がいて、彼がデザインした新作のレーシングマシンがあって……そんなパーティー、オレにとっては、シンデレラが行きたがっていたお城の舞ぶ踏とう会かいみたいなもんだよ」

「まったく。君の頭の中は、『Ｋ』のことばかりだな」

　言うと、彼は驚いたように目を丸くし、それから照れたように笑う。

「そうかな？　うん、そうかもね」

　……こういう質問にだけは、素直なんだから。

「行きたいのなら、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』の担当者に連れん絡らくをしてみようか？」

　言うと、彰は思わず、という仕草でテーブルの上に身を乗り出す。

「……えっ？　つ、連れていってくれるのっ？」

「おまえが今日一日、きちんと私の言うことを聞いて、勉強をするのなら。……できる？」

「できるっ！　できるってば！　やったっ！」

　彰は立ち上がり、テーブルを回り込んで走ってくる。

　そして……いきなり身を屈かがめ、座ったままの私にキュッと抱だきついてくる。

　……え……？

「ありがとう、甲斐谷っ！」

　言いながら、首筋に頰を擦こすり寄せるようにされて……私の心臓が跳はね上がる。

「嬉うれしいよっ！」

　頰に触ふれる、彼の柔やわらかな髪かみ。

　押しつけられた、しなやかで華きや奢しやな身体からだ。

　間近にある彼の髪からは、搾しぼりたてのレモンと、開きかけの白い花と、新しん鮮せんなハチミツを混ぜたような……とても甘い香かおりがする。

　しかしその香りは甘いだけでなく……その奥に、ほんの微かすかにだが、大人になりかけの若い牡お鹿じかを思わせるような、芳かぐわしいムスクの香りが潜ひそんでいる。

　……あ……。

　それは、抑おさえつけている感情をいきなり爆ばく発はつさせられそうな、色っぽい香り。

　……欲しい……。

　私の身体に、激しく甘い欲望が走った。

　……ああ……このまま、抱き上げて、ベッドルームに運んで、押し倒たおせたら……。

　私は呆ぼう然ぜんと宙を見つめながら思う。

　……服を脱ぬがせ、脚あしを開かせ、彼のすべてを奪うばってしまえたら……。

　それは恋れん愛あいに対して淡たん泊ぱくな私が、生まれて初めて感じる、燃えるような激しい衝しよう動どうだった。

「甲斐谷！　イジワルだと思ってたけど、いいやつなんだなぁ！　すげー好き！」

　彰の声が、まるで誘ゆう惑わくしているかのように、私の脳を痺しびれさせる。

　怒おこったり、興奮した時の彼は、いつも声量を調整せずに叫さけぶ。だがそれでもまったく耳みみ障ざわりでないのは、彼の声が、とても美しく、甘いせいだと気づく。

　耳元で聞くせいか、抱きつかれているせいなのか、彼の声は……いつにも増してますます甘く、そして色っぽく聞こえる。

　彼は喜びのあまり警けい戒かい心しんをどこかに置き忘れたのか、いつも嫌きらいだと言っていたはずの私の首筋に、まるで猫ねこのように頰ほおを擦りつける。

「うわーん、嬉しいよっ！」

　首筋に、頰よりもさらに柔らかな感かん触しよくがかすめる。

　これは……彼の、唇くちびる……？

　私の身体に、激しい電流が走る。

　……いけない、彰……！

　私は、膝ひざの上で拳こぶしを握にぎり締めたまま、彼を抱き寄せたい衝動に必死で耐たえる。

　……もしも抱き寄せてしまったら、きっと……！

「ねえ、あのさ……」

　彼はふいに身を起こし、至近距きよ離りから私の顔を見つめる。

　照れたように目を潤うるませて、

「……もし、パーティーに『Ｋ』が来てたら……紹しよう介かいしてくれるよね？」

　……彰……！

　言う機会を逃のがしてしまったまま、まだ名乗れていないが、私はたしかに『Ｋ』本人だ。

　だが、彼の中では、私はただのイジワルな教育係。そして『Ｋ』は神にも近い憧あこがれの存在。まったくの別人だ。

　……人の気も知らず、そんな色っぽい顔をして、ほかの男の話をするなんて……。

　私の心の中に、嫉しつ妬とに似た激しい感情が湧わき上がる。

　……許さないよ、彰……。

　その感情が、私の心の奥の我が慢まんの糸を、プツリと切ってしまう。

　私は手を上げ、彼がもう逃にげたりできないように、その腰こしに手を回す。

「……え……何……？」

　彼は目を見開き、不思議そうにその長い睫まつ毛げを瞬しばたたかせる。

　私に襲おそいかかられることなど想像もしていなかった、とでもいうような無防備な驚おどろきの表情が、私の嗜し虐ぎやく心をさらに煽あおる。

　私は空いている方の手で彼の後頭部を包み込み、そのままゆっくりと小さな頭を引き寄せる。

「……パーティーに行きたいか、彰……？」

　私の唇から、低い声が漏もれた。彼は呆然と私を見つめたまま、

「……そ……それは行きたいよ……だって、『Ｋ』が……」

　彰の言葉を遮さえぎるようにして、私は彼の頭を引き寄せ、その唇に、そっと唇を重ねた。

　彼の唇は今にも蕩とろけてしまいそうなほどに柔らかく、そしてとてつもなく甘かった。

　……ああ……彰……。

　私の心の中に、圧あつ倒とう的な愛いとおしさが広がる。

　……いつの間に、こんなに好きになってしまったのだろう……？

「……んん……」

　彰の唇から甘い呻うめきが漏れ、抱き締めた身体が、驚いたように、ヒクリ、と震ふるえる。

　……いけない、このままでは……！

　私は最後の理性を振り絞しぼるようにして、唇から、唇を離はなす。

　二人の唇が立てた、クチュッという濡ぬれた微かな音に、理性が吹ふき飛びそうになる。

　……ああ……このまま抱いてしまうことができたら、どんなに幸せか……。

「……あ……」

　目を閉じたまま動きを止めた彰の、長い睫毛が、フルフルと震えている。

「……甲斐谷……」

　彼の唇から、かすれた、小さな呟つぶやきが漏れた。

　美しい蝶ちようが羽ばたくようにゆっくりと、彰の目が開く。

　とてつもなく色っぽく潤んでしまった黒い瞳ひとみが、切なげに私を見つめる。

　……ああ、なんて目で私を見るんだ……。

　……そんな目で見上げられたら、我が慢まんできなくなる……。

　私が、思わず顔を近づけようとしてしまった時、

「……ど、して……」

　彼の唇から、かすれた、切れ切れの言葉が漏れた。

「……男のオレに……どうして……こんなこと……？」

　彼の言葉に、私はハッと我に返る。

　彼は、もちろんゲイではないだろう。

　自分と同じ男が、自分に恋愛感情や、ましてや欲望を抱いだくなどということは、彼には信じられないことに違ちがいない。

　私は、後こう輩はいである杉本から、教育係を頼たのまれただけ。

　彼は、家元を継つぐにせよ、継がないにせよ、上諏訪家の本家の人間。私などが軽々しく手た折おってしまうことは許されない、美しく高貴な花。

　……彼に、愛してしまったから、と告白できたら、どんなにいいだろう……。

　私の心が、ズキリと痛んだ。

　……しかし……。

「……どうしてキスしたの、甲斐谷……？」

　彰はかすれた声で言い、澄すみ切った瞳で私を見つめる。

　……いけない……。

　私は、溢あふれそうな感情を必死で抑えつけ、唇の端はしに無理やり笑えみを浮うかべてみせる。

「パーティーに、行きたいんだろう？」

「あ……それは……」

「今のキスは、舞ぶ踏とう会かいのドレス代と、カボチャの馬車の乗車賃だと思ってくれていい」

　彰は、その言葉の意味を考えるように、私を見つめたままで動きを止めている。

「まだお子様のおまえには、高すぎたかな？……また平手打ちをする？」

　わざとイジワルに言うと、怒いかり狂くるうかと思った彼が、私からふと目をそらす。

「……ゆ、許してやるよ、パーティーに行けるんなら」

　彼の頰が、妙みように色っぽくバラ色に染まる。

「……お、おまえとのキスなんか……なんとも思わないし……」

　そっけなく言われた言葉は、しかし甘くかすれていて……私の心をまた揺ゆらしてしまう。







上諏訪彰







　……キス……された……。

　オレは、あまりの驚きに、まだ呆ぼう然ぜんとしてしまっている。

　……甲斐谷に、キス……された……。

　ここは、都内にある某ぼう高級ホテル。

　銀座という立地と、ドアマンが控ひかえている隠かくれ家が的な小さな入り口のせいで、日本のホテルとしては有数の、とても高い格式を誇ほこっている場所だ。

　今日の昼は、もう勉強をするどころじゃなかった。

　甲斐谷に連れられて最初に電機店に行き、炊すい飯はん器きを買った。その後でこの間のブティックに行き、オレが着るためのパーティー用のタキシードを急いで用意してもらった。

　いくつも試ためしたり、直して身体からだにフィットさせたりしているうちに、夕方になってしまった。

　着き替がえのためにホテルの部屋を取ってある、という甲斐谷に連れられてホテルに向かい、信じられないような気分のまま……オレは汗あせを流すためにシャワーを浴びている。

　……もうすぐパーティーに出られる。

　……もしかして、憧あこがれの『Ｋ』に会えるかもしれない。

　……なのに……。

　オレはバスルームのドアに手をかけたままで、ため息をつく。

　……なんで、甲斐谷のことで頭がいっぱいになってるわけ……？

　なぜか彼の顔を見るのが妙に恥はずかしくて、部屋に入った途と端たん、逃げるようにしてバスルームに飛び込んだ。

　だから、着替えのドレスシャツとタキシードは、箱に入ったままで部屋のソファの上にある。

　下着を着けただけの裸はだかに、バスローブを羽織った格好が……なぜだか妙に恥ずかしい。

　……ああ、オレ、どうしちゃったんだろう……？

　思いながら、ちょっと開き気味だった襟えりをきっちりかきあわせ、腰こし紐ひもを固く締しめ直す。

　胸に両手を当てて、静まれ、と唱えて深呼吸。それから、勢いをつけてドアを開く。

　シャワーを出たオレを待っていたのは、すでにきっちりとタキシードに着替えた甲斐谷。

　もともと完かん璧ぺきという言葉が似合いそうなモデル体型をしてるけど……オーダーメイドらしい、いかにも仕立ての良さそうなタキシードが、彼の逞たくましい肩かたと厚い胸、そしてうっとりするような長い脚あしを強調していた。

　部屋の真ん中に所在なげに立っていた彼は、気配を感じたようにふとこっちを振ふり返る。

「……あっ……」

　漆しつ黒こくの瞳に見つめられて、静まったはずの鼓こ動どうが、また速くなってしまう。

　彼の、凜り々りしく端たん正せいな立ち姿と、少し冷たそうなノーブルな美び貌ぼうに、艶つややかな黒のタキシードは、本当によく似合っていた。

　同じ男を見て、何をうっとりしてるんだよ、と思いながら……オレは思わず彼のタキシード姿に見とれてしまった。

　……あらためて思うけど……。

　……本当に、王子様みたいなハンサムなんだな……。

「……あ……」

　オレを見つめていた甲斐谷が、ふいに声を上げる。

「どうしてそんな格好をしているんだ？　風か邪ぜをひくじゃないか」

　いつもの彼らしい言葉に、オレはちょっと安心する。

　だって、あまりに美しくて、なんだか怖こわいみたいで。

　……だけど、彼の中身は、あの甲斐谷で。

「って言っても、タキシード、そこだもん」

　オレがソファの上を指さすと、彼は驚おどろいたようにタキシードの箱を見下ろす。

「え？　ああ……そうか」

「そしたら、着替えるから、あっち向いててくれる？」

「ああ、それなら私は部屋の外に出ているから……」

「待って、オレ、タキシードなんかちゃんと着るの初めてなんだよ。だからそこにいて」

　オレは言って、衣い装しようの入った箱を開く。

　入っているのは、白のシンプルなドレスシャツと、黒のタキシードとスラックス。黒いシルクのカマーベルトと、シルクの蝶ちようネクタイ。

「シャツとタキシードはなんとかなる。けどこのカマーベルトと蝶ネクタイがなあ……」

　言いながらバスローブを脱ぬぎ、ソファの背に放る。

　下着一枚の格好でドレスシャツを取り、それを羽織る。

　ボタンを留めながら窓に目をやり……窓の外に美しい夜景が広がっていることに気づく。

「へえ。このくらい高さがあると、銀座からでもレインボーブリッジが見えるんだね」

　オレはノンキに呟つぶやき……ふと、窓ガラスに微かすかに自分の姿が映っていることに気づく。

　ボタンを一つしか留めていないドレスシャツ。

　長い裾すそからは、男っぽさのかけらもない白い脚が伸のびている。

　まるで、恋こい人びとの部屋で甘い夜を過ごした後、みたいなしどけない格好。

　そしてオレの向こうには、逞しい身体を優ゆう雅がなタクシードに包んだ、甲斐谷の後ろ姿。

　背中に感じる甲斐谷の存在を妙にリアルに感じて、オレは一人で真っ赤になる。

　そして、さっきまでの恥ずかしさを思い出す。

　……甲斐谷のタキシードに見とれて忘れてたけど……これって妙に恥ずかしいぞ……！

　オレは慌あわててシャツのボタンを上まで留め、よろけながら急いでスラックスをはく。

　前立てのボタンを留め、ファスナーを閉めようとして……真っ青になる。

「さっき試着したときには気が付かなかったけど、このスラックス、ファスナーがないっ！　まだ作りかけだったの？」

「えっ？」

　甲斐谷が驚いたように振り向き、オレのスラックスに目を落とす。

「どうしよう？　安全ピンで留める？　でも、そんなんじゃみっともなくてパーティーになんか出られないよ！　縫ぬいつけるとか？」

「ファスナーがない？」

「そうだよ！　どうしよう？」

　甲斐谷が部屋を横切って歩いてきて、オレの前にひざまずく。

「着たままで縫えばなんとかなるだろうか？　あまり時間がないので……」

　オレの腰骨を押さえるようにして、オレのスラックスの前立てを見つめる。

「……あっ……！」

　オレはいきなり、今のコレが、ものすごい構図であることに気づいてしまう。

　……な、なんでオレ、甲斐谷にこんなとこ見せちゃってるわけ……？

　思ったら、ますます意識が腰のあたりに向いてしまう。

　彼の大きな手が、オレの腰骨をしっかりと固定している。

　彼の美しい顔が、オレの中心から、ほんの十数センチの場所にある。

　動どう揺ようして後ずさろうとするけど……背中が冷たいガラスに当たって動けない。

「……あ……甲斐谷……！」

　足先から、不思議な電流が身体を走った。

　……うっ……！

　その電流はオレの脚を駆かけ上り、脚の間の部分を、ズキン、と甘く痛ませる。

　……噓うそ……っ！

　信じられないけど……中心が反応してしまいそうになる。

　オレは慌てて、腰骨を押さえる彼の手から逃のがれようとして身体をよじる。

「……あ、あの！　甲斐谷！　オレ、自分でなんとかするから……っ」

　言った声が、なぜかかすれてしまう。

　甲斐谷は、驚いたように肩を震ふるわせて手を離はなし、ゆっくりとオレを見上げた。

　彼の顔には、なぜか不思議なほど苦しげな表情が浮うかんでいた。

　彼は立ち上がり、手で顔を覆おおって、深い深いため息をつく。

「……騒さわぐ前に、ちゃんと確かめなさい」

「え？」

「それは正式な英国風に作ってあるので、ファスナーはもともとついていない、その代わりにボタンで前を留めるんだよ」

「へっ？　ボタン？　あぁっ、あったーっ！」

　オレは前立ての部分を探さぐり……小さなボタンが六つ、ちゃんと縦に並んでいることに気づく。

　恥ずかしさに真っ赤になりながら慌てて前立てを閉めたオレを、甲斐谷はあきれたように見下ろす。

「まったく。……まだまだ教育が必要なようだな」

「……う……」

　……何も言えないぞ……。

「仕方がないから手伝ってやる。おとなしくしていなさい」

「う……うん……」

　彼は、リボン状になっている蝶ネクタイを取り、素す早ばやい仕草でそれを締めてくれる。

「後ろを向いて」

　言って、オレをガラスの方に向かせる。

　オレの身体からだに手を回し、腰にカマーベルトを巻いてくれて、後ろで留め金を留める。

　後ろからオレに上着を着せかけ、仕上げをするように肩かたのラインを両手で押さえる。

「……よし、出来上がり、かな。ガラスに映った自分を見てごらん」

　言われて、オレは目を上げる。

　そこに立っていたのは……まるでオレじゃないみたいな……一人の青年。

「……わぁ……」

　最高に仕立てのいいタキシードは、オレの、男としては華きや奢しやすぎる体型を、この上なく優雅に見せてくれている。

　襟えりの高いドレスシャツは、オレの首から肩のラインをほっそりと見せ、完かん璧ぺきに締しめられた蝶ネクタイは、オレを血筋のいい高貴な人みたいに見せてくれていて。

　背後にまるで王子様みたいに美しい甲斐谷をしたがえたオレは、なんだかすごく……？

「……綺き麗れいだ」

　甲斐谷が、ガラスに映ったオレを見つめながら、オレの気持ちを代弁してくれる。

　そう、自分ではとても口に出せないけど……正直な印象は、彼が言った通りで。

　……同じ男に、綺麗だ、とか言われても、バカにされてるみたいで、嬉うれしかったことなんかなかったのに……。

　オレの頰ほおが、カアッと熱くなってくる。

　……甲斐谷に誉ほめられると、どうしてこんなに頰が熱くなるんだろう？




　　　　＊




　エレベーターホールから、パーティー会場であるレストランまでの床ゆかは、艶つややかな大理石でできていた。

　床の上に点々と置かれた照明器具が映り込んで、まるで水の上を滑かつ走そうしているみたい。

　まわりを行き来してるのは、たくさんの有名人、それにいかにもお金持ちそうな人たち。

　本当なら、オレみたいな若造が入り込める場所じゃない。

　……『Ｋ』は、来ているだろうか……？

　オレは心の中でまだ見ぬ『Ｋ』のことを思い、隣となりを歩いている甲斐谷のことを忘れようとするけど……どうやら無理みたいで、ますます隣を歩く彼のことを意識してしまう。

　……あぁ……！

　彼とのキスの感かん触しよくが唇くちびるに甦よみがえり、オレは一人で真っ赤になる。

　……ふざけてあんなことするなんて、本当にイジワルなやつ！

　オレは横目で、彼の顔を睨にらみ付ける。

　完璧に整った彼の横顔は、クールな無表情を保っている。

　……しかもこんな平然とした顔しやがって、なんて憎にくたらしいんだっ！

「どうした？　もっとキスが欲しいのか？」

　前を向いたままで、彼が言う。

「……えっ……？」

　うろたえるオレを、彼は見下ろしてくる。その口元には、からかうようなイジワルな笑えみ。

「そんなに見つめていると、そうとしか思えないのだが？」

「うっ！」

　オレは一人で真っ赤になり、それから拳こぶしを握にぎり締める。

「見つめてなんかいないっ！　この自意識過か剰じよう男ーっ！」

　叫さけんだ時、後ろから、少し癖くせのある日本語で言う声が聞こえた。

「へえ～。最近の日本の男の子は元気があっていいねえ～」

　……えっ？

　オレは驚おどろいて振り向き、後ろに立っていた人ひと影かげを見てさらに驚く。

「わあっ！　ジーン・アッシュフォード！　本物だっ！」

　思わず叫んでしまってから、慌てて、

「あっ、すみません、呼び捨てしちゃった……」

　そこに立っていたのは、あの『音速の貴公子』ジーン・アッシュフォード本人だった。

　たしか年は二十八歳。出身は英国で、有名な貴族の血を引く大金持ちの御おん曹ぞう司しらしい。

　高貴な感じに整った、ハンサムな顔。

　豪ごう華かな黄金色の髪かみと、深い湖みたいなブルーグリーンの瞳ひとみ。

　貴公子の呼び名に相応ふさわしい、世界中に熱ねつ狂きよう的てきファンがいるというのが納なつ得とくできる美男子。

　グラビアやテレビでしか見たことがない彼の姿に、オレは思わず見とれてしまう。

　アッシュフォードさんは、オレと、隣にいる甲斐谷を見比べる。

「一いつ緒しよにいるってことは……もしかして、箱根にある『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリアに遊びに来たアキラくんっていうのは、君？」

「えっ？　たしかにオレ、行きましたけど……」

「ああ、スタッフが電話で大騒ぎだったんだよ。めちゃくちゃ綺麗な子が来たってね」

　彼は言って、オレに手を差し出す。

「私は、ジーン・アッシュフォード。しがないＦ１パイロットだ。よろしくね」

「オ、オレは、上諏訪彰です。よろしくお願いします」

　恐おそる恐る差し出したオレの右手を、彼は大きな手でギュウッと握り締める。

　彼の手のひらの肌はだはちょっと堅かたくなっていて、いかにも長時間ハンドルを握って訓練を積んで来た人っぽい。

　そう思ったら、なんだか妙みようにドキドキしてしまう。

　……うわあ、本物のジーン・アッシュフォードと握あく手しゆしちゃった！

「おっ、赤くなったね。いいなあ、綺麗で、口が悪くて、でも中身は純情、か」

　アッシュフォードさんは、手を握りしめたままオレの顔を覗のぞき込む。

「懐なつかしいなぁ、この反応。私の恋こい人びとも昔はこんなふうに可か愛わいかったもんだけどね」

　この人は、顔に似合った遊び人って言われてて、パリコレに出るようなモデルさんとか、アカデミー賞を取ったこともある女優さんとか、いろんな人との噂うわさが流れてる。

　……いろいろゴシップ記事を見たけど、どの女性だろう……？

　思わず思ってしまったオレの心を読んだように、彼はなんだか情けない顔になる。

「あっ、今、噂されているうちの、どの女性のことだろうと思っただろう？」

「あっ、いや……」

「それが、どの人でもないんだよね。そういう噂が立つから、本命の、最愛の恋人が、最近じゃすっかり冷たくなっちゃってさぁ……」

　彼は言って、悲しそうにため息をつく。

　ものすごい実力と、才能と、世界一のラップタイムを持つ彼の意外に人なつこい素顔に、オレは驚き、そして好感を抱いだいた。

「ジーン。彰から、手を離はなしてくれないか？」

　甲斐谷が、なぜだかものすごく怒おこったような声で言う。

「主役は、さっさと会場に入ったらどうだ？」

　言って、パーティーが開かれているレストランの方を顎あごでしゃくってみせる。

　……うっ。世界のジーン・アッシュフォードに対して、すごい態度だ！

　アッシュフォードさんは気にする様子もなく可お笑かしげに笑う。

　……どうやらこの二人、けっこう親しい関係っぽいけど……？

「おまえだって、主役の一人だろう？　なんせ、制作チームのチーフディレクターはおまえだからな！……あっ、言っちゃった！」

　アッシュフォードさんは、しまった、という顔で甲斐谷を見る。

「悪い！　これって、アキラには、秘密なんだっけ？」

「……どういうこと？　あのマシンの制作チームのチーフは、『Ｋ』のはずで……？」

　言いながら見上げると、甲斐谷は横目でアッシュフォードさんを睨んでいた。

「まったく、なんて口の軽いやつなんだ」

「どういうことだよ？　ねえ！」

「おまえがあまりにも、『Ｋ』、『Ｋ』、と騒さわぐので、言いそびれてしまったんだよ」

　甲斐谷は、オレの顔を真っ直すぐに見つめる。

「『Ｋ』というのは私のことだ。私が、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリアの、チーフディレクターなんだ」

「……噓うそ……だろ……？」

　オレは、まだ信じられない気分で、甲斐谷を見返しながら言う。

「……あんたが、あの、『Ｋ』本人……？」

　……ずっと憧あこがれて、会いたいと切望していた『Ｋ』が、今、目の前にいる……。

　……しかも、オレ、知らなかったとはいえ、『Ｋ』と、キスまでしちゃった……。

　呆ぼう然ぜんとしたまま声も出せないオレに、甲斐谷は苦く笑しようする。

「なんだ？　イメージと違ちがって失望した、と言われても、責任はとれないぞ。おまえが勝手にイメージを作って、夢を見ていたんだからな」

　オレが今まで知っていたのは、あんなに美しい車をデザインすることができる、『Ｋ』の素す晴ばらしい才能だけ。

　それと、目の前の男のデータが一つずつ合わさって、オレの頭の中で一人の人間として組み上げられていく。

　……女の子がこんなプリンスにならさらわれてみたいと一度は夢見そうな、すごいハンサム。

　……逞たくましい肩かたと長い脚あしをした、モデル並みのスタイル。

　……男のオレですら聞き惚ほれてしまうような、低くて、セクシーな、すごい美声で。

　……なのに、言葉遣づかいは乱暴で、すぐにいじめるようなことばかり言って。

　……冗じよう談だんで、キスまで奪うばうようなイジワルで……。

　……そして……オレがずっと憧れていた、煌きらめく才能を持った男。

　オレの頭の中で、持っているピースの最後の一つがカチリと合わされ、『本当の甲斐谷』という一人の男が完成する。

　オレは、目の前にいる甲斐谷の顔を見つめながら、呆然と思う。

　……見かけも才能も突とつ出しゆつしているのに、完かん璧ぺきというにはどこか欠けていて……。

　……だけどそこが不思議なほど人間的で……。

「……あっ」

　……そして圧あつ倒とう的な力で、オレを惹ひきつける……。

　ふいに鼓こ動どうが速くなり、オレは驚いて自分の胸に手をやる。

「どうした？　騙だまされていたことに怒ったか？」

　少し心配そうに覗き込まれて、頰ほおがカアッと赤くなる。

　……『Ｋ』がこの男だったことに、怒ったり、失望したりしてもいいはずなのに……？

「べ……別に怒ってないよ。ただ……びっくりしただけで……」

　思わず目をそらしながら言うと、アッシュフォードさんがクスリと笑う。

「さて。そろそろパーティー会場に入らないか？　彼がまんざらでもないことも解ったしね」

　その言葉に、オレは、言い返さなきゃ、と思うんだけど……なぜか言い返せない。

　アッシュフォードさんに背中を押され、甲斐谷と並んで歩きながら、オレはまた赤くなる。

　……ああ、本当に、どうしちゃったんだろう、オレ……？







甲斐谷貴英







　……彰に、きちんと、最後まで告白したい。

　私の心の中では、その欲求が、抑おさえられないほどに膨ふくらんでいる。

　……どうしようもなく、愛してしまったことを。

　パーティーは盛せい況きようのうちに終わり、ジーンの紹しよう介かいでレーシングチームの人間たちとも話せた彰は、帰り道まで始終ご機き嫌げんだった。

　あくびをしながらすぐに部屋に戻もどっていったので、今いま頃ごろはぐっすり眠ねむっているだろう。

　シャワーを浴びた後のバスローブのまま、私は自室のソファに座って夜景を見つめている。

　私が『Ｋ』であることを知った時には、失望されるか、隠かくしていたことを責められるか、とずっと覚かく悟ごしていた。だが、彼の反応はそのどちらでもなかった。

　彼は最初驚おどろき……それから、まるで恋にでも墜おちたかのように、私を見て頰を染めた。

　恥はじらうように震ふるえる睫まつ毛げの色っぽさに、私は、この場に押し倒たおして奪ってしまいたい、という欲求と必死で戦わなくてはならなかった。

　そして私は、もう自分が後戻りができない場所にいることを悟さとった。

　……自分の心を隠したまま、彼を上諏訪家に帰すことは、もうできない。

　……そんなことをしたら、私は一生後こう悔かいすることになる。

　彼は、名門上諏訪家の長男という、手た折おることの許されない高たか嶺ねの花。

　杉本も、彰の父親も、私を信しん頼らいして彰を預けてくれた。

　そして私には、デザイナーとして築いてきた地位と立場がある。

　これ以上の関係になることが許されないことは、痛いほど解っている。

　だが……もう、絶対に諦あきらめられない。もう、彼を絶対に忘れられない。

　このまま彼をもとの日常に返せば、ただの憧れでしかなかった私という存在のことなど、彼はすぐに忘れてしまうだろう。

　そしてきっと、高校生らしく、すぐにどこかの少女と恋をして、彼女のものになるだろう。

　思っただけで、私の心が燃えそうに痛んだ。

　……このまま心を隠して彼を帰し、二度と会えなくなるくらいなら……。

　……彼の部屋のドアを開け、抱きしめて押さえつけ、そのまま奪ってしまいたい……。

　私は、その衝しよう動どうを抑えるために、もう一度でかけるためのスーツの準備をする。

　……奪うことが許されないのなら、せめてこの気持ちを告白したい……。

　……もう、後戻りはできないんだ……。







上諏訪彰







「今日は、何をしてもらおうかな？　教えなくてはいけないことがありすぎて迷うな」

　甲斐谷のイジワルな言葉に、オレは何をさせようっていうんだ？　と思って怯おびえ、それからこんなことじゃいけない、とテーブルの上に身を乗り出す。

「あのさ。もう、『Ｋ』だって正体がバレたんだから、オレに付き合ってくれる必要ないよ！　箱根のカロッツェリアに行ってくれば？　忙いそがしいんだろ？」

「それはなんとかなる。杉本やおまえの父上との約束を守らなくてはならないしね」

「……っていうか、オレとあんたの利害が一いつ致ちする、いい方法を思いついたんだ！　オレ、少しでも大人に近づくために、社会勉強がしたい……なぁ……」

　言いながら上うわ目め遣づかいに見ると、彼は不ふ審しんげに眉まゆをつり上げて、

「社会勉強？　どんな？」

「あの～……あ……やっぱり、いいや……」

　オレは言いかけ、やっぱり無理だよね、と思いながら言葉を切る。

「なんだ？　言ってみろ」

「……いや、きっと無理だし……」

　オレは言うけど、まだ未練たっぷりでため息をつく。

　彼は不思議そうな顔でオレを見つめ、それからフッと笑う。

「社会勉強ね。……そうだ、一つ、社会勉強になりそうな場所を知っているのだが。そこで軽いアルバイトをするのも社会勉強になるかもしれないな」

　オレは、もしかして、と目を輝かがやかせる。彼はオレの反応を楽しむようにオレを眺ながめながら、

「ただ……箱入りワガママお坊ぼつちゃまのおまえに、社会勉強はまだ早いかも……？」

「はっ、早くないよ！　オレ、頑がん張ばるから！　なんでもするからっ！」

　オレは彼の言葉を遮さえぎって叫さけび、身を乗り出す。

「『Ｋ』であるあんたと一いつ緒しよに、あの場にいたい！　あそこでアルバイトしたいんだっ！」

　オレの言葉に、彼は驚いたように眉をつり上げる。

「あそこ？　まだ、どこでアルバイトをしてもらうかは、言っていないが？」

　……世間知らずのオレが、あんなすごいところでバイトさせてもらえるわけないよな……。

　オレは、がっくりと肩を落とす。甲斐谷が、なんだかすごくイジワルな声で、

「場所は、箱根の『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリア。仕事は書類整理と作業の下働き。アルバイト料は応相談。……どうだ？」

「うっ！」

　……この男！　最初からそのつもりだったのに、わざとオレを苛いじめようとしてるな？

　思うけど、ここは怒おこっちゃいけない。

　だって、『Ｋ』である甲斐谷と、あのカロッツェリアで、一緒に働くことができるんだ。

「やるっ！　どんな下働きだってするし、バイト料なんか出なくてもいいし！」

「よし、決まりだな」

　彼はテーブルの上のキーを持って立ち上がる。

「それなら、すぐに出勤しよう。カロッツェリアのメンバーが、おまえを連れてこいとうるさくて仕方がないんだ」

　言って、唇くちびるの端はしにチラリと笑えみを浮うかべる。

　……あ……。

　オレの心臓が、トクンと跳はね上がる。

　……普ふ段だんはイジワルなくせに、ふとした弾はずみに出る笑みが……妙みように優やさしいんだよなぁ。

　オレはまた、一人で赤くなってしまう。
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　そして。

　オレは、その日から、箱根にある『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリアでアルバイトをすることになった。

　下働き、とか言っていたけど、甲斐谷はオレをすべてのデザイン作業に立ち合わせ、ミーティングにも出してくれて、まるで正式な助手みたいに扱あつかってくれた。

　最初はめちゃくちゃ緊きん張ちようして、でもすぐに慣れていろいろと観察する余よ裕ゆうも出てきた。

　このカロッツェリアで働けるのは、本当に一流の人たちだけ。しかも彼らは、カーデザイナーの『Ｋ』である甲斐谷を心から尊敬し、本気でいいデザインを作ろうと思っている人々で。

　オレはなんだかものすごく感激し、そして、ますますデザイナーになりたいって思って。

　甲斐谷は、オレが勇気を出して言った、将来はカーデザイナーになりたい、って告白を、すごく喜んで聞いてくれた。

　それならきちんと勉強しないと、と言いながら、デザイン作業のいろいろなことを少しずつ教えてくれた。

　オレは、きちんと勉強をしたことのなかった自分の実力と知識のなさに愕がく然ぜんとし。

　だけど、甲斐谷に、おまえにはきっと才能がある、と言われて、一転して有う頂ちよう天てんになった。

　今まで、あきらめるしかないのかもしれない、と思っていた夢が、がんばれば叶かなうんじゃないかって思えるようになってきた。

　彼はデザイン作業と並行して、次のＦ１レースに出るあのマシンの調整にも付き合っていた。

　オレはカロッツェリアから見み渡わたせるテストコースにも連れていってもらい、前のシーズン、アッシュフォードさんが乗って優勝したマシンを見せてもらった。

「ほんっと、すごい綺き麗れいなマシン」

　本物のサーキットと同じようなピットがあり、そこには十人以上のメカニックの人たちがいて、真しん剣けんに作業をしていた。

「今シーズンのマシンは、ここにはないの？」

　隣となりに立っている甲斐谷が、うなずいて、

「あれは今、奥おく多た摩まの第二テストコースにある。あのマシンは、今のところ、世界一の性能を備えていると思うよ。……ジーンがきちんと運転してくれればだけどね」

「アッシュフォードさんは、すごいよ。だって世界最速なんだよ？」

「……まだまだだ。もっともっといけるはずだよ。さて。少しサボって、上の芝しば生ふでお茶にしないか？」

「世界的デザイナーの『Ｋ』が、そんなことでいいわけ？　しかもオレ、まだ新入りだし」

「おまえはとても一生懸けん命めい仕事をしている。もちろん、私も。少しくらいサボッてもバチは当たらないよ」

　……ああ、またこうやってめちゃくちゃ優しい笑み……。

　オレの心臓が、高鳴ってしまう。

　……そして、どうしていちいち反応しちゃうんだろう、オレ？

　オレたちはコースのロビーにある自動販はん売ばい機きで缶かんコーヒーを買い、綺麗な芝生に座ってそれを並んで飲んだ。

　吹ふき抜ぬける箱根の風は、すごく爽さわやかで。

　ふわりと届く濃こい緑の香かおりは、すごく芳かぐわしくて。

　オレは思わず芝生に寝ね転ころがり、頭上の青空を見つめていた。

「なんだか、こうやってると、この間までの自分が噓うそみたいだなぁ」

　そして、思わず言ってしまう。

「そうか？」

「うん。家にいた時、オレ、なんだかいつも、めちゃくちゃイライラしててさ」

　なんだか、すごく昔のことのような気がする。

「だけど、ここに来たら、牙きばとか抜けちゃったみたい。みんな仕事に誇ほこりを持ってる素す晴ばらしい人たちばっかりだし、しかも……ずっとファンだった『Ｋ』と一緒に働いていられるしね」

　オレは言って、少し赤くなる。

「一人で夢を叶える自信がなかったから、あんなにイライラしてたのかな？　どんなに突つっ張っても、オレってやっぱりまだ子供なんだよな、きっと」

　オレを見下ろしている甲斐谷が、なんだか優しい声で、

「それに気づけただけでも、大人に一歩近づいたんじゃないのか？」

「だといいんだけど。……そんなことに気づくことができたのは、甲斐谷のおかげなんだよね。……感謝しなきゃって思ってるんだ」

　言うと、甲斐谷はふいに手を伸のばし、ふわりとオレの髪かみを撫なでてくれる。

「そうやって素直になると、本当に可か愛わいいな。……彰」

　彼がなんだか真剣な顔でオレを見下ろしてくる。

「何？」

「少し、話したいことがあるんだ。だが、私はこれから取とり締しまり役やくとの会議に出席しなければならない。……今日の仕事が終わった後、カロッツェリアで待っていてくれないか？」

「いいけど……」

　オレが言った時、彼のポケットの中の携けい帯たい電話が着信音を奏かなでた。

　彼は、気に入らない相手からだったら切る、とでも言いたげなムッとした顔をしながら液えき晶しよう画面を見て……それから、通話ボタンをオンにする。

　……ってことは、気に入っていなくもない相手からの電話ってことだよね？

「甲斐谷です。……ああ、うん。どうした？」

　彼の声は、なんだか労いたわるように親しげで……オレは、ちょっとドキリとする。

　……もしかして……例の、夜に密会している相手……？

　そう。どうやら彼は、毎晩、真夜中過ぎの時間に抜け出しては、明け方に帰ってくるということを繰くり返しているようだった。

　甲斐谷のイジワルな物言いにも慣れたし、憧あこがれの『Ｋ』のそばで仕事ができて、しかもデザイン作業のやり方まで教わってしまっている。

　申し分ないほど幸せなこの生活の中で、一つだけオレの心に引っかかっているのは……甲斐谷が部屋を抜け出してどこかに出かけていることだった。

　彼がどこかの女性と抱だき合うところを想像することが、オレはなぜか、日を追うごとにつらくなってきていて。

　だから、自分に、必死で言い聞かせることにしていた。

　あんないい車を持ってたら真夜中の首都高くらい飛ばしてみたいだろう、って。

　彼はただ真夜中のドライブに出かけているだけなんだろう、って。

　わざわざスーツを着て行くのは普ふ通つうなら不自然だけど、彼はカジュアルな服をほとんど持っていなくて（オレが買ってあげたあれは、もったいないと言ってまだ着ていないし）、だからきっとスーツの方がナチュラルなんだろう。

　彼みたいな大人の男がドライブ帰りに寄るとしたら、そこらのファミレスじゃなくて、六本木あたりのお洒しや落れな深夜営業のカフェだろうし。

　……それに。

　キスをしたあのパーティーの日以来、彼は、ほんの少しずつ、日を追うごとに、優しくなってきているような気がしていた。

　気がつくと、彼の優しい視線に包まれている。

　彼の美しい手は、ほんの少しのふいをついて、オレの身体からだのどこかに触ふれてくる。

　それは、手だったり、肩かただったり、そして……髪の毛だったり。

　もともとスキンシップ癖へきはあったみたいだけど、触れる頻ひん度どがますます多くなった。

　誘ゆう惑わくされてるんじゃないかって誤解してしまいそうなほど、彼の目は優しい。

　すごく好かれてるんじゃないかって誤解してしまいそうなほど、彼の手はあたたかい。

　だから、どこかにいるかもしれない甲斐谷のカノジョのことなんか、だんだん考えられなくなってきていて。

「……そうか。それは大変だったね」

　電話に向かって話す甲斐谷の口元に、なんだか優しい笑えみが浮うかんでいる。

　彼がこんな顔をするのは、なんだかすごく珍めずらしいことで。

　……電話の相手は、いったい……？

　オレに彼のプライベートを詮せん索さくする権利はないよね、とは思いながらも、ついつい気になる。

「もしかしたら、時間の変へん更こうを頼たのむかもしれない。そう、こん……」

　甲斐谷は何かを言いかけ、それからオレの方をチラリと見て言葉を切る。

「ああ、いや、申し訳ない。詳くわしいことは、後でまた電話する」

　言って、どこか慌あわてたようにして通話ボタンをオフにする。

　……彼は、何を言いかけたんだろう……？

　オレは、どうしても知りたくなってしまって、つい、

「あんたがそんな顔して話すなんて、珍しい。仲良しな相手？」

「今シーズンのレーシングマシンのメカニック担当者だ。仕事の電話だよ」

　彼は言ったけど……オレにはなんだか不自然に感じられて。

　……甲斐谷は、今夜って言いかけなかった……？

　彼が誰だれとどんな電話をしようが、オレには関係ないはずだ。

　……どうしてオレ、彼のことになると、なんでいちいち反応しちゃうんだろう……？




　　　　＊




　みんなで取り組んできた新作車のクレイモデルは、ほぼ完成した。

　この先の作業は、社長を呼んでの最終会議の後になるらしい。

　いちおう一段落ということで、カロッツェリアのメンバーは、明日から三日間の休きゆう暇かに入る。

　誰もいなくなったカロッツェリアで、オレは甲斐谷を待っていた。

　オレは、甲斐谷のいつも座っているチーフ席に座り、壁かべに貼はられた作業スケジュール表を見ながら、感かん慨がいにひたる。

　……甲斐谷といられるのも、あと三日だ。

　そう思ったら、なぜか不思議なくらいの寂さびしさが、オレの心に湧わき上がる。

　……どうしてこんな気持ちになるんだろう？　あんなイジワル男、嫌きらいなはずなのに。

　クレイモデル作りが一段落したから、甲斐谷をはじめとして、メンバーは次の段階の仕事に入る。工場との打ち合わせや、会社の上部との会議が主になるらしい。

　オレの仕事はカロッツェリアでの雑用が主だったから……きっともうバイトも終わりだ。

　そうなったら、このカロッツェリアに連れてきてもらえることもない。

　……今夜が……ここで過ごす最後の夜なんだろうな……。

　広いカロッツェリアの真ん中には、甲斐谷がデザインし、メンバーがみんなで作り上げた、美しい新車のクレイモデルがある。

　クリアコートを蒸着され、その上に車と同じ塗と料りようを吹ふき付けられたクレイモデルは……まるで本物の車が停車しているみたいに見える。

　余分な物をすべてそぎ落とし、速く走るためだけに作られたマシン。

　あまりにも優美な曲線と、計算し尽つくされたそのフォルム。

　……ああ、甲斐谷のデザインした車は、なんて美しいんだろう……？

　オレにとっては、甲斐谷のデザインした車はすべて、王子様のお城に連れていってくれる美しい魔ま法ほうの馬車みたいだ。

　……日常に、帰りたくないな。

　オレは、心から思ってしまう。

　……このままずっと、甲斐谷の隣となりで、彼のデザインする車の仕事に携たずさわっていられたら、どんなに嬉うれしいだろう？

　オレは思ってしまってから、一人で赤くなる。

　……別に甲斐谷の隣にずっといたいんじゃなくて、彼のデザインした車が好きなだけで！

　自分に突っ込みを入れるけど……なんだか鼓こ動どうが妙みように速くなってしまって。

　……ああ、どうして甲斐谷のことを考えると、こんなふうになっちゃうんだろう？

「……彰」

　後ろから声がして、車を見つめていたオレは、ハッと我に返る。

　振ふり返ると、開いたドアのところに、甲斐谷が立っていた。

「……あ……っ」

「遅おそくなって悪かった」

　彼はなぜか、何かを思い詰つめたような真しん剣けんな顔をしていた。

　凜り々りしく整った顔立ちの彼がそんなふうに真剣な顔をすると……なんだかめちゃくちゃ格好よくて……オレの鼓動がますます速くなる。

「お、遅いぞ！　みんなもう帰っちゃったぞ！」

「それはいいんだ。おまえと二人だけで話がしたかったから」

「え？」

「おまえに、告白したいことがある」

　彼は、広い部屋を横切って、ゆっくりとオレに歩み寄ってくる。

　その悠ゆう然ぜんとした歩みに、オレはなぜか、まるで獲え物ものを追いつめる獣けものを想像してしまう。

　オレはイスに座ったままの姿勢で、なぜだか動けなくなる。

「……な、何……？」

　彼は、オレに触れそうなほど近くに来るまで、その歩みを緩ゆるめなかった。

　オレが座ったイスの背に両手をかけて押さえ、追いつめるようにして顔を近づけてくる。

「私のプライベートなことを、あまり話したことがなかったね」

「……う……うん……」

「この機会に、きちんと告白したい」

「……な……何を……？」

　彼はその黒い瞳ひとみで、ひた、とオレを見み据すえる。

「このままおまえを家に帰してしまったら、きっともう簡単には会えない。私は、おまえを手放してしまったことを、ずっと後こう悔かいすることになるだろう」

　オレは、彼の言葉の意味が理解できずに、呆ぼう然ぜんと彼を見返す。

「おまえを……愛してしまったんだ」

　……え……？

　麻ま痺ひしたように機能を停止した脳に、その言葉がゆっくりと沁しみてくる。

　……オレを愛してる？

　……甲斐谷が？

　心臓が壊こわれそうなほど、鼓動が速くなる。

　全身が、今にも蕩とろけてしまいそうに熱くなる。

「……おまえの答えが聞きたい」

　彼が、なんだかすごくセクシーな声で囁ささやいてくる。

「……イエスと言って欲しい」

　何か言わなきゃ、と思うけれど、喉のどがカラカラになって、声が出せない。

「……あ……」

「……愛しているんだ、彰」

　オレは、彼の言葉に、自分の身体からだが、ドクン、と反応したのを感じていた。

　まるで、身体が、イエス、と言っているみたいに。

　……ああ、どうして……？

「……か……甲斐谷……オレ……」

「我が慢まんできない。キスをする。……逃にげるなら、今だ」

　甲斐谷のハンサムな顔が、息が触ふれそうなほどオレの顔に近づいてくる。

「……あ……」

「……いいのか？」

　オレの脳裏を、前に一度だけした、彼とのキスが甦よみがえる。

　オレの唇くちびるを包み込んだ、彼のあたたかな唇。

　心の底に隠かくしていた感情を、容よう赦しやなくかき立ててくるような、彼の、セクシーなキス。

「……待って、オレ……」

「……待てない。時間切れだよ、彰」

　彼の大きくて美しい手が、オレの頰ほおをそっと包み込む。

「……あ……っ」

　オレの身体を、甘くて熱い電流が走った。

「……そのまま目を閉じて」

　まるで催さい眠みん術にでもかかったかのように、オレの瞼まぶたが、ゆっくりと閉じてしまう。

　……ああ、どうして……？

　……これじゃ、彼にキスを許したみたいじゃないか……！

「……ダメだよ、だって、オレもあんたも男同士で……ん……！」

　オレの言葉を遮さえぎるように、深く重なってくる彼の唇。

「……んん……」

　この前のキスの時には、まだ少しは物を考える余よ裕ゆうがあった気がする。

　だけど、今度のキスは……。

　力の抜ぬけてしまった顎あご。開いた歯列の間から、甲斐谷の濡ぬれた舌が忍しのび込んでくる。

「……う、んん……っ！」

　彼の舌は、容赦なくオレの舌をすくい上げ、愛あい撫ぶするように舐なめ上げた。

「……く、んん……っ」

　広いカロッツェリアに、二人の舌が絡からみ合う、クチュ、という淫みだらな音が響ひびいた。

　……ああ、こんな場所で、コンナコトをするなんて……。

　逃がさない、とでも言うようにオレの頰を包み込んで固定していた手が、そっと首筋を滑すべるのを感じる。

　舌を優やさしく吸い上げながら、彼の親指が、オレの耳の下の柔やわらかな部分をスッと撫なでる。

「……くっ、んん……！」

　オレの腰こしが、彼の愛撫に応えるかのように、ビクン、と跳はね上がった。

　その拍ひよう子しに、自分の屹きつ立りつが、ジーンズの布地を下からギュッと押し上げるのを感じる。

　……男にキスをされて、ちょっと撫でられただけで、こんなふうになるなんて。

　……しかも、もう、このまま我を忘れてしまいそうで……。

　オレは必死で理性を呼び戻もどし、両手を彼の胸について、押し戻そうとする。

　彼はオレの抵てい抗こうに気づいたのか、名な残ごり惜おしげに唇を離はなす。

「……ダ、メ……待って……」

　オレは、恥はずかしさに泣いてしまいそうになりながら言う。

「……オレ、あんたに対する気持ちがなんなのか、どうしても解わからないんだ……」

「……彰……？」

「……考えさせて。少しでいいから、一人で」

　言うと、彼はオレを見つめて、なんだか切なそうな顔をする。

　……ああ、世界的なカーデザイナーで、こんなものすごいハンサムで、しかも大人で。

　……そんな彼が、こんな顔をするなんて。

　オレの心に、愛いとおしさに似た、あたたかな、でもどこかが痛むような、不思議な気持ちが湧わき上がる。

　……あたたかくて、甘くて、そしてこんなに切ない。

　……ああ、この不思議な気持ちの名前さえ、解れば……。

　彼はオレの顔を見つめたままで、その唇に、少しつらそうな笑えみを浮うかべる。

「それなら、返事は明日まで待とう。今夜は、ゆっくり考えて欲しい」

　彼の言葉に、オレはうなずいた。

「解った。ちゃんと考えるよ、オレ」

　彼はうなずき、さて、と言って、身を起こす。

「倉庫の方で、手島くんがまだ片づけをしていた。彼の家は都内だから、帰るついでにおまえを私のマンションまで送り届けるように頼たのんでみよう」

「え？　あんたはどうするんだよ？」

「私はこれから別の仕事をし、それを終わらせてから部屋に帰ることにする。夕食には間に合わないが、一人で食べられるね？」

「え？　うん。それはいいけど……」

「遅おそくなりそうなので、先に寝ねてくれ。帰ったら食べたいので、夕食はとっておいて欲しい」

「解ったよ。ちゃんととっておくから。ええと……」

　オレは彼を見上げて、

「あんたは疲つかれてるんだから、あんまり無理すんなよ。さっさと帰って来るんだぞ。あんなにだだっ広いマンション、一人じゃ寂さびしいからな」

　言うと、彼の顔に、またなんだか切なげな表情がよぎる。

　彼は、思わず、という仕草で身を屈かがめてきて、オレの唇のすぐ脇わきに、唇をそっと押しつけた。

「……可か愛わいいことばかり言うんじゃない。キスを奪うばわれるだけではすまなくなるぞ？」

　唇が触れたままで囁いて、また唇まであとほんの数ミリのところにキスをする。

　……ああ……どうして、唇にキスをしてくれないんだろう……？

　オレは思ってしまってから、真っ赤になって一人で否定する。

　……違ちがうっ！　別にキスして欲しいんじゃなくて……！

「……愛してるよ、彰。いつのまに、こんなに好きになってしまったんだろうな」

　彼のつらそうな囁きが、オレの心をどうしようもなく揺ゆらしてしまう。

「……いい答えをもらえることを、待っているよ」

　……ああ、オレの心を揺らす、この不思議な気持ちはなんなんだろう……？




　　　　＊




　甲斐谷の部屋。リビングのソファに座り込んだまま、オレは呆ぼう然ぜんとしている。

　……オレ、甲斐谷のこと、どう思っているんだろう……？

　彼の、たいていはイジワルで、たまに優しくて、どんな時にも美しい、低い声を思い出す。

　そして、彼の『愛している』と言ってくれた時の声の響きも。

　オレの心臓が、ドキリと反応する。

　そしてそのまま、どんどん鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ……どうしてこんなふうになるんだろう？

　オレは、自分に問いかける。

　……たしかに、ずっと前から『Ｋ』のファンだった。だけど甲斐谷本人のことは……？

　甲斐谷のことを考えると、たしかにドキドキする。

　彼に触れられると、その部分が甘く痺しびれる。

　いつまでもずっと話していたい。

　見つめていて欲しい。

　……この気持ちを、いったいなんて呼べばいいんだろう……？

　オレは、甲斐谷の真しん剣けんだった顔を思い出す。

　……あんな顔をして言われた甲斐谷の言葉を、真剣に受け止めなくちゃいけない。

　……きちんと、自分の気持ちの意味を考えてみなくちゃいけない。

　思った時、玄げん関かんの方から、ピンポーンというチャイムの音が聞こえた。

　……甲斐谷だっ！

　オレはソファから立ち上がって廊ろう下かを走り……それから玄関の前でふと立ち止まる。

　……怖こわがってどうするんだよ？　どっちにしろ彼の家なんだから、会わないわけにはいかないんだから！

　深呼吸をし、サンダルを履はいて、たたきに下りる。鍵かぎを開けて、ゆっくりドアを開く。

「おかえり、甲斐谷。あの、オレ、おまえの言葉……」

　恥ずかしさにうつむきながら言ったオレは、そこに立っていた人の靴くつが、甲斐谷とは似ても似つかないような、華きや奢しやなものであることに気づく。

「……え……っ？」

　オレはゆっくりと顔を上げる。

　きちんと磨みがかれた、茶色の革かわ靴ぐつ。

　仕立てのよさそうな黒のスラックスに包まれた、すらりと細い脚あし。

　きちんとアイロンのかかった綿のシャツに包まれた、しなやかな身体からだ。

「……こんばんは」

　聞こえたのは、少しハスキーな、なんだか不思議に色っぽい声。

　オレは目を上げ、相手の顔を見返す。

　オレよりも五センチくらい高いところから見下ろしてきたのは……驚おどろくような美青年だった。

　きゅっと小さな、卵形の顔。

　ふわりとした、ミルク色の頰ほお。

　少し冷たそうな、薄うすいピンク色の唇くちびる。

　細く通った、上品な鼻筋。

　形のいい眉まゆの下、長い長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた目。

　オレを見つめてくるのは、綺き麗れいな栗くり色いろの瞳ひとみ。

　宅配便も、何かの勧かん誘ゆうも、下のロビーで扱あつかってくれているって甲斐谷が言ったことがある。

　……てことは、甲斐谷の友達……。

　彼は、誰だれなんだろう？　とでも言うようにオレの顔を不思議そうに見つめ、それから、オレの背後の部屋の方にチラリと視線を移す。

「こんな夜分にすみません。甲斐谷さん以外のどなたかがお宅にいるとは思わなかったので」

「ああ、いえ……」

　……ってことは、いるのが甲斐谷だけなら、どんな遅い時間に来ても大だい丈じよう夫ぶってこと……？

　……それって、まるで恋こい人びとみたいな……？

　……っていうか、もしかして……？

　オレは、あることに気づいてサアッと青ざめる。

　……甲斐谷が、夜な夜な会いに出かけていたのは……この人なんじゃ……？

　オレに告白したってことは、甲斐谷の恋れん愛あい対象は女性だけに限られてない。

　こんなものすごい美青年が相手なら、きっと三日と空けずに会いたくなるに決まってる。

　……でも、まさか。

　オレは、心の中で慌あわてて否定する。

　……だって、甲斐谷は、オレのことを好きだって告白してくれたんだ。

　……まさか、ほかに恋人がいるのに、そんなことするはずない。

　……そうだ、あんなに綺麗な杉本とも、深い関係はない友人だったんだし。

　……きっと、この人とも、ただの昔からの友人、とかで。

「……あの……？」

　あなたはいったい誰？　と聞きたい。でも聞く勇気がなくて、言葉を途と切ぎれさせる。

　だけど、美青年は、綺麗なだけじゃなくて察しもいいみたいで、すぐに反応する。

「申し遅おくれました。私は、佐さ野の澄すみ人とといいます。近くを通りましたので、今夜はお迎むかえに来てしまいました。甲斐谷さんにそうお伝えいただけますか？」

　……今夜はお迎えに……？

　……今夜は？　ってことは……？

「甲斐谷は、今、出かけちゃってていないんですけど……ええと……」

　口が勝手に言葉を紡つむぐのを、オレは止めることができなかった。

「今夜は……ってことは、夜になると甲斐谷が出かけていたのは、あなたと……？」

「え？　あ、はい。甲斐谷さんにはいつもお世話になっています」

　……ああ……甲斐谷が、毎晩会いに通っていたのは、やっぱり……。

「今夜は行き違いになったようですので、私から連れん絡らくをしてみます。……あの……？」

　彼は、その綺麗な栗色の瞳でオレを見つめる。

「少し顔色が悪いようです。夜遅くに押しかけてしまった本人がこんなことを言うのはナンですが……あたたかくして、ゆっくりおやすみください」

　彼はその冷たく見えるほど完かん璧ぺきに整った顔に、なんだか不思議なほど優やさしい笑えみを浮うかべる。

「……あ……っ」

　その微ほほ笑えみは、なんだか杉本のそれに似ているような気がして……オレの良心が、ズキリと激しく痛んだ。

　……恋人の家に、オレみたいなどこの馬の骨とも知れないヤツがいたら嫌いやだろうに。

　……なのに、この人は、こんな優しいこと……。

　オレは、こんなに心を乱してしまう自分の子供さ加減と、甲斐谷への怒いかりと、そしてこんなに綺麗で大人な彼への嫉しつ妬とで……なんだか泣いてしまいたくなる。

「オレ、甲斐谷とは、なんでもありませんから！」

「え？」

「ここに預けられた、親しん戚せきの子供みたいなもんですから！　なんでもありませんから！」

　彼は少し驚いたように目を見開き、それからオレを労いたわるような目で見る。

「大丈夫。あなたと甲斐谷さんのことを騒さわぎ立てたりはしません。……だから安心して、もうおやすみください」

　彼は、優しい笑みを残してドアを開いて外に出る。優ゆう雅がに一礼してドアを閉める。

「……あ……」

　オレは、彼の言葉の余よ韻いんを耳に響ひびかせながら、ドアを見つめて呆然とする。

　それから、立っている力すらなくして、その場にフラリと座り込む。

　……きっと彼は、甲斐谷がほかの子を口説き、浮うわ気きをするのに慣れてるんだ。

　……だから、あんなふうに冷静に、大人な対応ができるんだ。

　……社会的地位のある、立派な大人の甲斐谷には、あんなふうに綺麗で、そして大人な人がきっと相応ふさわしいんだ。

　オレは、冷たい大理石の上に座り込んだまま、呆然とする。

　……甲斐谷のあの優しい瞳は、噓うそだったんだ。

　何か鋭するどいものが、心にぐっさりと突つき刺ささっているみたい。

　……甲斐谷は、きっと、子供のオレに少しでも大人の世界を知らせるために……あんなことを言っただけ。

　足下から、砂のようにサラサラと、何かが崩くずれていくような気がする。

　甲斐谷に会ってからの日々が、まるで夢だったような気がしてくる。

　心臓が、潰つぶれてしまいそうに痛い。

　……オレはきっと、浮気相手の数にも入ってない。預けられただけの、面めん倒どうなお子様だ。

　……それを本気にしたりして、オレ、本当に……バカみたい。

　父さんや、杉本や、甲斐谷が言ったのは、きっと正しい。

　オレは本当に、ただの世間知らずの子供なんだ。

　視界がふいに曇くもり、オレの頰を、何か熱いものが滑すべり落ちた。

「……え？」

　オレは呆然と頰に手をやり、そこで、自分が泣いていることに気づく。

「……噓……なんで……？」

　何かが壊こわれてしまったかのように、オレの目からはとめどなく涙なみだが溢あふれた。

　……どんなにつらいと思った時も、ずっと強がって、泣いたりしないように、我が慢まんしてきた。

　……だけど、甲斐谷のことになると……どうしてオレ、こんなに揺ゆれ動いちゃうんだろう？

　さっきまでフワリと空に浮かんでいた心が、今は破れた風船のようにズタズタになって、地面でドロにまみれている。

　……甲斐谷の、愛してる、って言葉が噓だったことが、どうしてこんなにつらいんだろう？

　思ったところで、オレはハッとして宙を見つめる。

　……もしかして、オレ……？

　甲斐谷を見るだけで、ドキドキした。

　触ふれられただけで、蕩とろけてしまいそうに身体が熱くなった。

　ファーストキスを奪うばわれた時も、嫌どころか、震ふるえるほどに感じてしまって……。

　……オレ、甲斐谷のことを……愛してる……？

　難解なパズルの、バラバラだったすべてのピースが、カチリと嚙かみ合ったような気がする。

　……オレ、いつのまにか、甲斐谷のこと、愛してしまっていたんだ……。

　オレは胸に落ちてきたその確信に呆然としながら、ドアに縋すがるようにして立ち上がる。

　……それなら、なおさら……もう、ここにはいられないよ……。

　いきなり、リビングの方から電話の着信音が響いてきた。

　……甲斐谷かもしれない。

　……でも、彼の声なんか、もう聞きたくない。

　オレは両手で耳をふさいだまま、その場で泣き続けた。







甲斐谷貴英







「ああ……本当に綺き麗れいな方でした」

　思い出すように宙を見つめた佐野が、うっとりと言う。

「顔がこんなに小さくて、睫まつ毛げなんかこんなに長くて、ウルウルした黒い瞳ひとみで。まるで深い森に住む、美しい鹿しかのようでした」

　彼は、佐野澄人。二十五歳。

『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』、ジーン・アッシュフォード・チームの専属メカニックだ。

　まるで北ほく欧おうの王女様のような綺麗な顔に似合わない天才肌はだのメカニックで、この若さですでに何度もＦ１のピットに入ったことがあるという凄すご腕うでだ。

「あんな綺麗な方と一いつ緒しよに住んでいることを秘密にするなんて……水みず臭くさい人です」

　佐野くんは、ラヴラヴなんでしょう？　とでも言いたげな色っぽい流し目で私を睨にらむ。

「あっ、スミト！　可か愛わいいアキラのこととはいえ、ほかの男のことをそんなに熱心に話すと、嫉妬するぞ！　そのうえ、そんな色っぽい目でタカヒデを見るし！」

　言ったのは、ジーン・アッシュフォード。

　私たちがいるのは、奥多摩にある『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』の第二テストコース。

　到とう着ちやくした日にはしゃぎすぎて時差ボケになった（マヌケな）ジーンのために、私とメカニックの佐野くんは、何度も夜中に奥多摩まで車を飛ばし、彼の走行訓練と、マシンの微び調整を行ってきた。

　この夜中の特訓は、彰が私の家に来てからすぐに始まったのだが……実は、私には好都合で、今まで続けてしまった。

　本当なら、この時期は、箱根の『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のカロッツェリアと、ここ奥多摩にあるテストコースを往復して、とても自由な時間がとれるような状態ではなかったはず。

　しかし、奥多摩での調整が夜中になったせいで、私は彰と少しでも多くの時間を共有することができた。

　昼と夜中の両方に仕事をすると言えば、責任感の強い彰は、自分との時間を減らしてくれていい、と言い出しただろう。そのために、私は彰に夜中の仕事のことを秘密にし、彼が寝ね静まったのを見計らってはこっそりと部屋を抜ぬけ出していた。

　私には、彰と解わかり合うことは……人生を賭かけたレーシングカーに関する仕事と同じくらい、大切なことだった。

　夜中には奥多摩で仕事、夜明けに帰って短い睡すい眠みんをとり、ほかの時間を彰と一緒に過ごす。

　このペースで仕事をするのは、最初はつらかったが……その分、彰と一緒にいられると思うと、気力が充じゆう実じつして、これまでにないほどのいい仕事ができたと思う。

　奥多摩での走行訓練とマシンの微調整は、今日でとりあえず一段落する。

　彼を親元に帰さなくてはならない期限の二週間までは、あと三日。

　箱根のカロッツェリアでの作業も山を越こえ、明日からは全員で三日間の休きゆう暇かだ。……そして。

　私は、告白した時の彰の顔を思い出し、心を疼うずかせる。

　私の告白に、彼は頰ほおを染め、瞳を潤うるませ、唇くちびるを震わせた。

　純情な彼には理解できていなかったようだが……その顔は、イエス、と雄ゆう弁べんに語っていた。

　彼を帰すまでの三日間、二人でたくさん話し合い、彼に自分の気持ちを自覚させ……そして、できることならば、彼のすべてを私のものにしたい。

　私は、彰に考える時間を与あたえるため、ジーンと佐野くんに連れん絡らくをして、奥多摩での仕事の時間をずらしてもらうことにした。

　連絡が行き違ちがったせいで佐野くんが私の部屋に寄ってしまったのは計算外だったが、どちらにしろ、彰に夜中に抜け出していたことを告白しなくてはいけない時期だった。

　部品調達の都合でジーンの歓かん迎げいパーティーに出られなかった佐野くんのことも、正式に紹しよう介かいしたかったし。

　蜜みつ月げつの三日間が終わったら、ジーンと佐野くんと、四人で食事にでも行こう。

　稀き代たいの女たらしと噂うわさされているジーン・アッシュフォードに、こんな美人の男の恋こい人びとがいると知ったら、彼は驚おどろき、そしてきっと二人と仲良くなってくれる。

「彰くん、少し疲つかれているようで、なんだか眠ねむそうでした。私が行ったことで起こしてしまったかな？　申し訳なかったです」

「あっ、私の言葉は無視なのか、スミト？　これでも私は『音速の貴公子』と呼ばれる……」

「偉えらそうなことを言う前に、もう少しラップタイムを縮めたらどうなんです？」

　彰の話をする時とは別人のように冷たい声で、佐野くんが言う。ジーンはその王子様顔に似合わない情けない顔になる。

「そんな～。これでも去年の優勝レースより0.5秒も縮まってるのに～」

「まだまだです。私が調整したマシンなら、もっといけるはずなのに……パイロットが情けないせいで……あ～あ……」

　深いため息をつく佐野くんに、ジーンが慌あわてた様子で、

「解った！　スミトのためにさらにタイムを縮める！　だから怒おこらないでくれよ！」

　私は、彼らのいつものジャレ合いは無視して、眠っている彰の寝ね顔がおを想像する。

　佐野くんから、お部屋に寄りましたが……という電話が来てすぐに、私は彰に電話をした。

　しかし、彰はすでに寝てしまったのか、呼び出し音は空むなしく鳴り続け……私は、起こしてしまってはいけないと思って早めに電話を切った。

　今夜のために、と彼は家を出る前に食事の準備をしていたはずだ。

　一人で食べさせてしまったのは少し可か哀わい想そうだったが、彼はそれを食べ……今は安らかに眠っているはず。

　……願わくば……。

　私は、年がいもなく胸を熱くしてしまいながら思う。

　……私の夢を見てくれていれば、嬉うれしいのだが……。

　私は時計を覗のぞき込む。

　時間は、午前二時。

　私の車で、空すいている道路を本気で飛ばせば、四十五分で家に帰り着けるはずだ。

　普ふ段だんは、馬力のある車だとはいえ、一いつ般ぱん道での交通規制はきちんと守っている。だが……今夜だけはその自信がない。

「夜中の特訓は、今夜で終しゆう了りようだ。……お疲れさま。私は家に帰るよ」

　私は言いながら、ピットのスツールから立ち上がる。

「お疲れさまでした。彰くんによろしく」

「今度、みんなでメシでも食べにいこうぜ」

　私は二人の言葉にうなずき、このうえなく幸せな気持ちでピットを後にする。

　その時の私は……まさかあんなことになるとは……夢にも思わなかったのだ。







上諏訪彰







　久しぶりのオレの家、そしてオレの部屋。

　前は憧あこがれだけで見上げていた、『Ｋ』のポスターが、今のオレには苦しみと切なさの象しよう徴ちようだ。

　終電を乗り継つぎ、夜中に帰ってきたオレを、父さんと杉本は驚きの顔で迎むかえてくれた。

　オレは玄げん関かん先で、父さんと、そして杉本に、頭を下げた。

　ご心配おかけしてすみませんでした、ただいま戻もどりました、って言った。

　父さんはあの通りだから余計なことは何も言わなかったけど……そんなところにいたら冷える、さっさと入りなさい、と言ったその声は、なんだか少し優やさしく聞こえた。

　杉本は、なんだか物言いたげだったけど……その場は何も言わずに、優しく微ほほ笑えんでくれた。

「……坊ぼつちゃま？」

　襖ふすまの向こうで、ひそめられた杉本の声がする。

「……もうおやすみになりましたか？」

「……まだ起きてるよ」

　言うと、襖がそっと開く。そこには、廊ろう下かにきちんと正座をした杉本がいた。

「……少しだけ、よろしいですか？」

「……どうぞ」

　言うと、彼は、湯気の立つカップを載のせたトレイを持って、素す早ばやく部屋に入ってくる。

　寝ね間ま着き替がわりの白い浴衣ゆかたに、紺こんの羽織を肩かたからかけた姿。

　十一日ぶりの彼は、相変わらず綺き麗れいで色っぽい。

　彼はオレに、熱いのでお気をつけて、と言いながらホットミルクの入ったカップを渡わたし、それからオレがいるベッドの足下に、きちんと正座をして、オレを見上げた。

「約束の二週間まで、あと三日間あります。もちろん、早めにお帰りになるのは大だい歓かん迎げいですが……あの……甲斐谷さんと何か……？」

「違う。彼にはとてもお世話になった。お仕事の邪じや魔まになるといけないので、少し早めに帰ってきただけだよ」

　言うと、彼はホッとしたように小さなため息をつく。

「それならよかったです。……甲斐谷さんは、尊敬できる、とてもいい方でしょう？」

　彼の言葉が、傷ついて潰つぶれたオレの心に、チクリと沁しみる。

「杉本。彼がカーデザイナーの『Ｋ』だって、知ってたんだね？」

　言うと、彼は少し困ったような顔で笑う。

「すみません。先せん輩ぱいの甲斐谷さんが、『Ｋ』という別名を持つカーデザイナーであることはもちろん知っていましたが……あなたが『Ｋ』に心しん酔すいしていることを知ったのは、けっこう最近でしたので。何かの機会に紹しよう介かいしてあなたを驚かせてあげよう、などと思っているうちに……言う機会を逃のがしてしまって」

　彼は、ふいに目を煌きらめかせ、なんだか優しい顔になって、

「あなたを『Ｋ』に預けてみよう、と最初に言い出したのは、家元なんですよ」

「……父さんが？」

「はい。あなたはそうは思っていなかったようですが……彼は、あなたが壁かべに貼はったデザインイラストをとても大切にしていることに気づいていました。部屋に行くたびに彰はあの絵を見上げている、あのデザインは誰だれの描いたものなんだろう、と聞いてくださったのは、だいぶ前のことですよ」

「……噓うそ……父さんがそんなこと……？」

「彼は、あなたの中に素晴らしいセンスが潜ひそんでいることを見み抜ぬいていました。そのために、あなたを上諏訪流の次期家元にしたい、と言い続けていたのでしたが……」

　彼はそこで言葉を切り、オレを見つめて優しい顔で微笑む。

「でも。家元は、もう無理強じいはしない、と仰おつしやっていましたよ。あの通りの口べたな方ですが、彼の本当の望みは、あなたが幸せになること。それだけなんです」

「……杉本……」

「私もそれは同じです。幸せそうにしているあなたを見るのが、私の幸せなんです」

　杉本の言葉が、何かが突つき刺ささったオレの心に沁みてくる。

「……杉本……オレ……」

「家元は、一人息むす子このあなたを宝石のように大切に思っておられます。だから、あなたを甲斐谷さんの家に預けるのには、大変な決心がいったようですよ。……この家を離はなれた十一日間は、楽しかったですか？」

　彼の言葉に、オレは、彼に会ったのはほんの十一日前だったことに改めて気づく。

　……甲斐谷は、たったの十一日で、オレという人間をこんなにも変えてしまったんだ。

　彼と過ごした十一日間が、頭をよぎる。

　出会った時、彼のあまりの迫はく力りよくにちょっと怖こわいと思った。次になんてイジワルなやつなんだろうって思い、だけど本当は優しい男だって気づいた。

　それから、彼のことが頭から離れなくなって、そのまま、どうしようもなく……。

　オレの心が、血を流しているかのように痛む。

　……ああ、オレ、甲斐谷に、こんなに夢中になっていたんだ……。

　……だけど、甲斐谷は……。

「坊ちゃま！　どうしました？」

　杉本の驚おどろいた声に、オレはいつのまにか泣いてしまっていたことに気づく。

「甲斐谷さんの家にいる間に、なにかつらいことでもあったのですか？」

「……あ……ちが……」

　違う、と言おうとするけど、あの、佐野さんって名乗った甲斐谷の恋こい人びとの顔が脳裏をよぎって……何も言えなくなる。

「まさか、甲斐谷さんに何かされたとか？」

　彼の言葉に、彼とのキスを思い出す。

『おまえを愛している』と囁ささやいた時の、彼の甘い声も。

「……うっ」

　オレはもう我が慢まんできずに、嗚お咽えつを漏もらしてしまう。

「そうなんですね？……なんてことだ……！」

　杉本が、白い拳こぶしを握にぎりしめて、いきなり立ち上がる。

「私の大切な坊ちゃまを傷つけたなんて！　いくら尊敬する先輩でも、絶対に許しません！」

　彼が叫さけんだ時、それに呼応するように、玄関のガラス戸が乱暴に叩たたかれる音がした。

　オレと杉本は、顔を見合わせる。

　その叩き方は、まるで、病院に急きゆう患かんを運んできた時みたいに、切せつ羽ぱ詰つまった感じで。

　……どうしたんだろう……？

　オレたちは慌あわてて立ち上がり、父さんを起こさないように、長い廊下を、足音を忍しのばせるようにしながら走った。

　だけど。

　父さんの部屋の前を通りかかった時、いきなり、中から襖が開いた。

「いったい、なんの騒さわぎなんだ？」

　寝ね入りばなを起こされたせいか、父さんはめちゃくちゃ機き嫌げんが悪そうだ。

「な、なんでもないです！　オレたちが用件を聞いてきますから！」

　オレは叫んで、杉本の肘ひじを摑つかんで走り出す。

　玄関へ廊下の曲がり角を曲がり、曇くもりガラスの開き戸に映った人ひと影かげを見て……その場に立ちすくむ。

　相手はとても背が高く、がっしりした肩と細い腰こし、そしてすらりと伸のびた脚あしをしていて……。

　ガラス戸が、また思い詰つめたように叩かれる。

「申しわけありません！　夜分遅おそく失礼します！」

　その声は、オレが切望し、そして今は聞くのがとても怖くなってしまった彼のもの。

　呆ぼう然ぜんと立ちすくむオレを見下ろし、杉本がつらそうな顔をする。

「……坊ちゃま、ご心配なく。私が話をつけますから」

　囁いてから、大きな声になって、

「お待たせしました！　今、お開けしますので！」

　言ってから、草ぞう履りをひっかけてたたきに下り、ガラス戸の鍵かぎを解除する。

　……あ……。

　オレが思わず後ずさった瞬しゆん間かん、ガラス戸が向こう側から乱暴に引き開けられた。

　そこに立っていたのは、やっぱり……。

「彰。これは、どういうことだ？」

　彼はオレを真っ直すぐに見み据すえると、一枚の紙を持ち上げてオレに見せる。

「……あ……」

　オレのくせ字が躍おどるそれは、飛び出す前に部屋に置いてきた、さよならの手紙。

『結論を言えば、オレはおまえのこと、愛してるみたいなんだ。

　だから、あんなに綺麗な恋人がちゃんといるのに、

　あんな噓をつかれたのはちょっとつらかった。

　でも、たくさんのことを教わったよ。

　だから、お礼を言わなきゃ。

　いろいろありがとう。

　二度と会わない。

　さよなら』

「これはどういうことなんだ？」

　彼は、一言の噓も許さない、とでも言いたげな厳しい顔でオレを見つめる。

「私には、意味が解わからない。説明してもらおうか？」

「……と……」

　オレは、彼のあまりに真しん剣けんな視線に一瞬たじろぐ。

　だけど……。

「……とぼけたってダメだぞ……」

　オレの唇くちびるから、必死で心の中に隠かくそうとしていた言葉が、ふいに溢あふれ出る。

　言葉と一いつ緒しよに感情が爆ばく発はつしたみたいで、突とつ然ぜん、猛もう然ぜんと悲しみと怒いかりが噴ふき出してくる。

「あんたが、夜中に抜ぬけ出しては朝まで誰かと密会してたの、ちゃんと知ってるんだからな」

「密会？」

　彼の驚いたような顔が、オレの怒りにさらに火を付ける。

「そうだ。窓から、あんたの車が出ていくのが見えた。バカみたいと思うけど、眠ねむれなくて、ずっとお前が帰ってくるのを待ってた。あんたは朝まで帰ってこなかったよ」

　叫んだオレの目から、唐とう突とつに涙なみだが溢れた。オレは怒りのあまりそれを拭ぬぐうのを忘れて、

「今日、あんたが夜な夜な誰と会ってたのか、やっと解った。佐野さんっていうすごい美人だ。とぼけたってダメだぞ。オレ、彼から聞いたんだからな」

「聞いた？　佐野くんから、何を？」

「あんたと朝まで一緒だったってことだ。あんた、あんな綺き麗れいで優やさしい恋人がいるのに、いろんな男を口説いて浮うわ気きしたりして、恥はずかしくないのかよ？」

「……恋人がいるのに、浮気？」

　オレの横に立っていた杉本が、愕がく然ぜんとした声で呟つぶやく。責めるような顔で甲斐谷を見上げて、

「……甲斐谷さんが、そんなひどいことをする人だなんて。見み損そこないました」

「ちょっと待ってくれ、杉本。私は……」

「しかも、あんたはオレに……」

　オレは、キスの話をしようとして、杉本の前でその話はやばい、と気づく。

　しかも、玄関なんかで話してたら、いつ父さんに聞かれるかもしれない。

「……ごめん、杉本。オレ、外で彼とちゃんと話してくるよ」

　杉本は何か言いたげな顔で考えてから、少し待ってください、と言い残して廊ろう下かの奥に走る。

　すぐに帰ってきた彼の手には、オレのお気に入りのライダーズジャケットがあった。

「外は冷えますから。これを着てください」

「ありがとう、杉本」

　彼はオレにそれを着せかけてくれてから、袂たもとから出したハンカチでオレの頰ほおをそっと拭う。

「話がこじれたら、すぐに戻もどって来るんですよ。あなたがつらいと私までつらいです」

　オレはうなずいてから、甲斐谷を睨にらみ上げる。

「表に出ろ。決着をつけてやる」

　甲斐谷はヒクリと頰を引きつらせてから、物言いたげな顔でうなずく。

　だけど、ガラス戸を開けて外に出たオレの後ろを、黙だまったままついてくる。

　オレは後ろに甲斐谷の足音を確かく認にんしながら庭を横切り、正面の門から道路に出る。

　それから方向転てん換かんして、彼を正面から睨み付ける。

「噓うその言い訳なら聞かない。本当のことだけを言えよ」

「その前に一つ教えてくれ」

　彼は、その黒い瞳ひとみでオレを真っ直ぐに見返してくる。

「手紙にあった、私を愛している、という言葉は、本当か？」

　オレは少し黙って、自分の心を検証する。

　オレの心は傷ついて血を流し、しかし、彼を愛しているんだ、と叫び続けてる。

「本当だよ。でも、忘れてくれていい。オレが勝手に好きになっただけだ」

「彰、それは……」

　彼は何か言いたげに一歩踏ふみ出し、それからため息をついてその場に留とどまる。

「……これから言うことは、噓でも言い訳でもない。そう思って黙って聞いてくれ」

　オレは青ざめ……でも、彼を忘れるために避さけられない道なんだ、と自分に言い聞かせる。

「わかった。黙って聞くよ」

「まず第一に、私が夜中に抜け出してどこに出かけていたか。『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のテストコースは、奥多摩にもあると言ったね？」

「ああ。第二テストコースのことだろ？」

「部屋を抜け出した私は、そこで明け方まで仕事をしていた。おまえが今夜会った佐野くんはたしかにいたが、二人きりではなく、ジーン・アッシュフォードもずっと一いつ緒しよだった」

「えっ？　そんなメンバーで、いったい、何を？」

「部品調達の都合でパーティーに出なかったので、紹しよう介かいする機会がなかったが……佐野くんは『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』、ジーン・アッシュフォード・チームの専属メカニックだ」

「ええっ？　あんなに若くて美人なのにっ？」

　オレは驚おどろいてしまう。メカニックを始めとするピット・クルーはけっこうごついオジサンばっかりっていうイメージがあったから……。

「彼は、若いが、天才と言ってもいいくらいの才能を持つ、優ゆう秀しゆうなメカニックだ。そして私生活では……信じられないが、あのジーンの恋こい人びとだよ」

「ええええっ？」

「まあ、まだ指一本触ふれさせてもらえないようで、ジーンはいつもグチばかり言っているが」

　甲斐谷は、二人の痴ち話わ喧げん嘩かでも思い出したのか、あきれたようにため息をつく。

　……『音速の貴公子』『レース場一の色男』とか言われてるアッシュフォードさんに、そんな私生活があったなんて！

「誤解は解けたか？」

「え？　ああ……そうみたい……」

　誤解と一緒に、あのつらい気持ちもなんだかフワリとなくなってしまったみたい。

「では、今度は私からの質問に答える番だよ」

　彼は、オレを真っ直ぐに見つめて、

「あの手紙にあった、愛している、という言葉は、本当か？」

「……えっ？」

　オレは今さらながらすごい言葉を書いていたんだな、と自覚して、真っ赤になる。

「あ、ええと……あれは……」

「言ってみろ。本当か？」

　彼のあまりに真剣な視線に、動どう揺ようして思わず後ずさるけど、背中が塀へいに当たってしまう。

　彼はオレの顔の両側に手を突つき、オレの目を覗のぞき込んで、

「あれが噓だったら、私の方が、目も当てられない。おまえと過ごす時間を少しでも増やそうとして夜明けまで働き、おまえを怖こわがらせないように理性のすべてを振ふり絞しぼり、あんなに甘いキスをもらいながらその先に進むことを耐たえてきた」

「……部屋を抜け出して明け方まで仕事してたのは、昼間オレと一緒にいるため……？」

「そうだ。最初のきっかけは、ジーンの時差ボケだったけれど、ね」

　オレの心に、なんだか、あたたかくて、甘くて、どこか切ない気持ちが満ちてくる。

　……ああ、この気持ちは、きっと……。

　オレは、きちんと言わなきゃ、と思いながら、顔を上げ、しっかりと彼の顔を見返す。

「オレ……あんたのこと、愛してる……」

「……彰……」

　オレの心に満ちてくるのは、彼に対する限りない愛いとおしさ。

　そして、オレの身体からだに満ちてくるのは……？

「……あの……だから……」

　頰が、熱くなるのを感じる。オレは蚊かの鳴くような声で、

「……もう、キスまでで我が慢まんしなくて、いい……」

「え？」

「……あんたのしたいように、して……」

　彼は黙ったまま、オレをその場から抱だき上げた。

　オレは、魔ま法ほうの馬車みたいな、彼の美しい車に乗せられた。

　そして、そのまま、二人だけのお城みたいな、彼の部屋にさらわれて……。




　　　　＊




「……甲斐谷……オレ……」

　オレの、驚くほど甘い声が、高い天てん井じように響ひびく。

　ここは、品川にある彼の部屋。

　彼のベッドルームにある、キングサイズのベッドの上だ。

　部屋の鍵かぎを開け、ドアを開いた途と端たん、彼はオレをまた抱き上げた。

　あまりの恥ずかしさに、シャワーを浴びたい、と言ったけど、逃にげるからダメだ、と言われ、許されないままで、この部屋に運ばれてベッドの上に下ろされたんだ。

「私に、抱かれたい？」

　ベッドに座り込んだオレを、立ったままの彼が見下ろしてくる。

　思わずうなずいてしまったオレを、彼はすごくイジワルな顔で見つめて、

「抱かれたいのなら、着ているものをすべて脱ぬぎなさい」

「……え……っ？」

「きちんと確かめずに、私の気持ちを疑ったんだ。しっかりお仕置きをしないとね」

　その言葉だけで、そしてその視線だけで、オレの身体は甘く痺しびれて言うことをきかなくなる。

　オレの手がゆっくり上がり、杉本が着せかけてくれたライダーズジャケットを肩かたから落とす。

　綿シャツのボタンを、一つ一つ、ゆっくりと外していく。

　冷たい空気が肌はだに直じかに触れる感かん触しよくが、妙みようにリアルで……オレは真っ赤になって手を止める。

「……や、やっぱりできないよ……」

「悪い子だな。……教育係の言うことに逆らうのか？」

「……だって、オレ……」

　オレは、シャツの前を両手で押さえ、恥ずかしさのあまりうつむく。

「……オレ、こんなことするの……」

　彼が身を屈かがめ、オレの髪かみにキスをする。

「……ん？　その続きはなんだ？　『初めてだから』？」

「……あっ……！」

　図星をつかれてうろたえるオレを、彼は両手で抱きしめてくれる。

「……愛してるよ、彰……」

　耳元で囁ささやいてくるのは、胸が痛くなるほど優やさしい声。

　彼のあたたかな胸に抱き寄せられて、鼓こ動どうがますます速くなる。

　オレの鼻び孔こうをくすぐるのは、ふわりと漂ただよう彼のコロン。

　最初はクールな針葉樹の香かおり、それから、その奥に潜ひそんだ獰どう猛もうなムスク。

　その芳かぐわしさに、オレは陶とう然ぜんとする。

　彼の肌にあたためられたその香りは、頭の芯しんが蕩とろけてしまいそうなほどに芳しくて。

　心臓が、トクンと甘く疼うずいてしまう。

　身体が、どんどん熱を帯びてくる。

　……ああ、どうしよう、このままじゃ、オレ……。

　彼が身を起こし、オレの顔を真っ直すぐに覗き込んでくる。

「……愛してるよ、彰……」

　そのセクシーな視線と囁きに、オレの身体が、ジン、と甘く痺れて動けなくなる。

　彼の顔が近づいてくる。唇くちびるが、ゆっくりとオレの唇に重なってくる。

「……んん……」

　見た目よりも柔やわらかい、優しいその唇。そっと忍しのび込んでくる、淫みだらに濡ぬれた舌。

「……あ、んん……」

　オレの舌が、クチュ、と音を立てて絡からめ取られる。

　たっぷりと味わうような、深くて巧たくみなキスに、身体がまた熱を上げる。

「……ンン……！」

　力の抜ぬけてしまった唇の端はしから、飲みきれなかった唾だ液えきが、ツツ、と滑すべり落ちた。

　そのくすぐったいような感触だけで、身体はますます甘く痺れて……。

「……愛してるよ、彰……」

　彼の指が、二人の身体の間に忍び込む。

　残りのボタンを、ゆっくりと外していく彼の指。

　そのままシャツをそっとはだけられ、オレは恥ずかしさのあまり息をのむ。

「……あっ……」

　肌に直接感じる、彼の視線。オレは耐えきれなくなって、彼の手を握にぎりしめて止める。

「……ダメ、脱がせないで、オレ……」

「こら。そのままでは、これ以上の関係にはすすめないよ？」

「……あ……だけど……」

「ずっと、キスだけのプラトニックな関係でいい？」

「……イヤ、だ……」

　オレが言うと、彼は仕方がないな、という顔で優しく苦く笑しようする。

「ああ……こんなに色っぽいくせに、イヤ、ばかり言って。なんてワガママなお姫ひめ様なんだ」

「……だって……」

「それなら仕方がない」

　彼は、自分のネクタイの結び目に指をかけ、そのまま、シュッと音を立ててそれを解ほどく。

「すべて、私のせいにしていい」

「え？」

　意味が解わからずに呆ぼう然ぜんとするオレの両手首を、彼の大きな手が捕つかまえる。

　頭の上に、両手がゆっくりと上げられる。

　彼はそのまま、揃そろえたオレの手首に、ネクタイの端を緩ゆるく結むすぶ。

　最初に会った日に転んでつけた、擦すり傷。もうすっかり治ってかさぶたも取れかけたその上に、彼の趣しゆ味みのいいネクタイが、ゆっくりと巻かれていく。

　最高級らしいシルクのそれが、螺ら旋せんを描えがいて肘ひじまで下りる。

　ネクタイの反対の先が、肘のところでまた緩く結ばれる。

「何、これ？」

「おまえが抵てい抗こうできないように、拘こう束そくしたんだ」

「えええっ？」

「だが、解けないほど堅かたく結んではいない。本当にイヤなら、解いてくれていい」

「そんな……！」

　真っ赤になってしまうオレの耳元に、彼が口を近づける。

「レッスンの仕上げだ。……おまえに、大人になる方法を、教えるよ」

　耳たぶに、チュッとキスをされ、オレの腰こしが跳はね上がってしまう。

「……あ……甲斐谷……っ」

　オレは思わず喘あえぎ、それから気づいて、ますます真っ赤になる。

　彼の甘いキスと、熱い体温と、そのセクシーな言葉。

　そして、彼に自由を奪うばわれているという、不思議に淫いん靡びなシチュエーション。

　オレの中心は……それだけで、キュッと熱く勃たち上がってしまって……。

　……ああ……信じられない……！

「どうした、彰？」

　隣となりに横たわった甲斐谷が、オレの身体からだを愛おしげに抱だき寄せる。

「逃げないと、最後までされてしまうよ？」

　言いながら強く抱きしめられて、オレは思わず息をのんだ。

　だって、抱きしめられた拍ひよう子しに堅くなった屹きつ立りつが、彼の腿ももに押し当てられてしまって。

　……やばい……気づかれちゃう……！

　慌あわてて体勢を変えようとするけど、両手首が動かせず、腰を抱き寄せられた状態では、逃げることもできない。

「……あっ！」

　動いた拍子に、オレの屹立が、彼の逞たくましい腿にグリッと押しつけられてしまう。

「……え？」

　彼は驚おどろいたように顔を上げ、オレの目を覗のぞき込む。

「……彰？　もしかして……」

　……気づかれた……！

「う、うるさい！　オレがエッチなんじゃないっ！　あんたが悪いんだからなっ！」

　オレは、恥はずかしさのあまり泣きそうになりながら叫さけぶ。

「あんたがそんな甘い声で囁いて、そんな逞しい胸に抱き込んで、こんなふうにエッチなシチュエーションに持ち込むから……オレ、初めてなのに、こんなに……」

「こんなに……感じてしまっている？」

　彼は、信じられない、とでも言いたげな呆然とした表情で、オレの顔を覗き込んでくる。

「逃げないのか？　私にこのまま奪われることを選んでくれるのか？」

「……バカ……」

　オレは言って、至近距きよ離りにある彼のハンサムな顔を見上げる。

「……愛してるって言っただろ……？」

「彰！」

　彼はオレを堅く抱きしめ、そのまま獰猛な野や獣じゆうに変わった。

「……あっ、甲斐谷……甲斐谷……っ！」

　両手を拘束していたネクタイは、身体をよじるたびに緩み、知らない間に解けていた。

　そして、オレの身体を覆おおっていた衣類も、いつのまにかベッドの下に消えていて……。

　甲斐谷の美しい唇が、オレの乳首に、何度も愛おしげにキスをする。

　彼の滑なめらかな指先が、もう片方の乳首を柔らかく愛あい撫ぶしている。

「……あっ……ああ……甲斐谷……！」

　オレの屹立は、まだ触ふれられてもいないのに限界まで勃ち上がり、透すき通った先走りの蜜みつをとめどなく溢あふれさせている。

　オレの衣類をすべて奪った後。甲斐谷は、オレの目を見つめたまま、自分の身につけた物をすべて脱ぬぎ捨てた。

　今からおまえのすべてを奪う、と囁ささやいてくるようなその獰どう猛もうな目に、オレの全身はそれだけで甘く痺しびれてしまった。

「……あ、んん……、ダメ……ああっ！」

　舌で堅くされた乳首を、チュッと吸い上げられて、オレの腰がピクンと跳ね上がる。

「……本当に感じやすいな。イケナイお姫様だ」

　限界まで勃ち上がったオレの屹立は、乳首にキスをする彼のお腹に突つきつけられている。

　彼が、オレの反応を楽しむようにゆっくりと、身体を下にずらしていく。

「……あぁっ……！」

　蜜を垂らすオレの先せん端たんが、彼の肌はだに、濡れた線を描いていく。

　ヌルリと滑らかなそれは、あまりにも強きよう烈れつな感覚で。

「……お願いっ……動かないで……！」

　きっちりと筋肉の引き締しまった堅かたいお腹なか、鳩尾みぞおち、男っぽい首筋。そして……。

「……ダメ……イッちゃうよ……っ！」

　オレの屹立を、彼の大きな手がそっと包み込む。

「……んっ！」

　思わず息をのんだオレの屹立を、濡ぬれた、あたたかなものが包み込んだ。

「……え……あぁっ！」

　彼の口こう腔くうに含ふくまれているのだと気づいて、オレは失神しそうになる。

「……くぅ、お願い、離はなして！……イッちゃう、から……っ！」

　だけど、オレの屹立を甘く吸い上げ、容よう赦しやなく舌で愛撫して……。

「……あっ、くう、んっ……！」

　内腿に激しい電流が走り、オレの身体がシーツの上で反り返った。

　オレは、身体を震ふるわせながら、彼の口の中に、ドクン、と欲望を迸ほとばしらせてしまう。

「……あ……ああ……」

　腰を抱きしめていた彼の手が、快感に弛し緩かんしたオレの両りよう脚あしをゆっくりと押し広げる。

「……え……ああっ！」

　脚の間、双そう丘きゆうの谷間を指でたどられて、オレは思わず声を上げる。

　彼の美しい顔がゆっくりと下り、オレの未知の部分に埋うめられる。

「……ダメ、甲斐谷……ダメ！」

　身体をよじらせようとするオレの腰骨を支えたまま、彼がオレの谷間の奥にキスをする。

　信じられないような場所に、あたたかな液体が流し込まれる感覚。

「……え？　あっ、あぁ……っ！」

　それが、さっき放ったばかりの自分の蜜だと気づいて、オレはまた失神しそうになる。

　蜜の助けを借りて、彼の指が、オレの深い場所にある蕾つぼみにゆっくりと差し込まれる。

「……やっ、そんなっ、そんなところっ……！」

　クチュ、クチュ、と音を立て、襞ひだを解ほぐすように動く、彼の指。

「……ああ……甲斐谷……」

　引きつれるような微かすかな痛みと、初めての不思議な不快感にオレは思わず涙なみだを流す。

「……少しだけ我が慢まんして。こうしないと、一つになれない」

　彼に優やさしく囁かれたら、痛みや不快感が薄うすらいでくる気がする。

　そして、その代わりにオレの身体が感じたのは……？

　……ああ、どうして……？

　オレは、真っ赤になりながら思う。

　……どうしてコンナコトをされてるのに、気持ちがよくなってくるんだろう……？

　最初は固かった蕾が、だんだんと蕩とろけてくるのを感じる。

「……そう。その調子だ、彰……」

　囁いて、彼の指が、オレの内部の一点を、キュッと押し込むように刺し激げきした。

「あああっ！」

　いきなり湧わき上がった激しい快感に、オレは我を忘れて叫んでしまう。

　……何、今の……？

「ここが感じたんだね？」

　確かめるようにキュッと押されて、オレは声も出せずに腰こしを跳はね上げる。

「くううっ！」

「……優しくしてあげようかと思ったが……君が色っぽすぎて、もう我慢も限界だ」

　彼がセクシーな声で囁き、オレの顔をどこかつらそうなほど真しん摯しな顔で覗き込んでくる。

「……愛している。一つになりたい。いい？」

「……あ……オレも……」

　オレは快感に息を弾はずませながら、かすれた声で答える。

「……一つになりたいよ……」

　彼はオレの内腿に手を置いて脚を広げさせ、オレの蕾に逞しい屹立を押し当てた。

「……あっ……！」

　そのまま、ググッと腰を進められて、オレは驚いて息をのむ。

「呼吸を止めないで。息を吐はいてごらん。……そう、いい子だ」

　彼の優しい声が、怯おびえそうなオレの心を静めてくれる。

　時間をかけて解されたオレの蕾は、少しだけ抵てい抗こうし、だけどすぐに柔やわらかくなって、彼の逞たくましい欲望をゆっくりとのみ込んでいく。

「……ああ……ああ……っ」

「力を入れないで。快感だけを感じてごらん。……そうだ」

　彼の手が、励はげますように、オレの屹きつ立りつをそっと握にぎり込む。

「……あ、あ……っ」

　湧き上がる快感に我を忘れた瞬しゆん間かん、彼は一気にオレを貫つらぬいた。

　きつく埋め込まれた逞しい彼の屹立が、震えるオレの蕾の奥でゆっくりと動き出す。

「……あっ、あっ、甲斐谷……！」

　彼の屹立は、さっき見つけ出したポイントを、慎しん重ちように、だけど確実に責めてくる。

「……ああっ……そこっ……ダメ……っ！」

「そんなに締め上げているのに、ダメ？　気持ちがいいのなら、イイ、と言いなさい」

　セクシーな声で囁かれて、身体からだの奥から蕩けてしまいそうになる。

「……あっ……あっ……あっ……！」

　揺ゆれるベッドの上、彼の動きのリズムと同じ甘い声が、オレの唇くちびるから溢れ出てしまう。

　彼の逞しい肩かたにすがりつき、その熱くて滑らかな肌に頰ほおを押しつける。

「……甲斐谷……甲斐谷ぃ……！」

「……愛しているよ、彰。感じる……？」

「……感じるっ……甲斐谷……イイ……イイ……っ！」

　甲斐谷の動きがだんだんと激しくなり、オレの喘あえぎのリズムも速くなって……。

「……ンッ、ンッ！　イク！　イッちゃうよ、甲斐谷……っ！」

「……いいよ、一いつ緒しよにイこう……」

　囁いて、彼がオレの屹立を大きな手で握り込む。

「……アアッ！」

　溢あふれる蜜みつを先端に塗ぬり込めるようにされて、全身を激しい電流が駆かけ抜ぬけた。

「……くぅっ……んん……っ！」

　限界まで反り返ったオレの屹立から、ドクン、ドクン、と白い蜜が激しく飛び散った。

「……ああ……愛してるんだ……甲斐谷……っ！」

　あまりの快感に、蕾をキュウッと締めつけてしまうと、甲斐谷は息をのみ、

「……ああ。愛しているよ、彰……」

　セクシーな声で囁いて……オレの深い場所に、愛してる証あかしを、激しく撃うち込んでくれたんだ。







甲斐谷貴英







　モナコ・グランプリ、決勝当日。

　私と、私の最愛の恋こい人びとの彰は、モナコにある私の別べつ荘そうの部屋から、レースを観戦している。

　チームメンバーの私と、正式にではないがすでにチームの一員同然の彰は、ピットに入って観戦することもできた。だが、ピット・クルーに仕事に集中してもらいたいのと、思うところもあって、この部屋からレースを観戦することにしたのだ。

　彰はテラスの手すりから身を乗り出して、曲がりくねった道路の向こうを透すかし見る。

　彼のしなやかな身体を包むのは、私が買ってプレゼントしたスーツ。そして私は、彼がプレゼントしてくれたセーターとコーデュロイのパンツという格好でリラックスしている。

「けっこう接戦だったよね？　アッシュフォードさん、大だい丈じよう夫ぶかなあ？」

　私は、彰のしなやかな身体を、後ろから抱だき締めながら、

「もちろん大丈夫。うちのピット・クルーは超ちよう一流だし、アッシュフォードもマヌケながらも実力は世界一だ。なによりも、あれはこの私がデザインしたマシンだよ？」

「ったく、どうしてそんなに自信ありげなことばっかり……あっ！　来たぁっ！」

　コースの向こうから現れたのは、比類ないほど美しい、深紅のボディー。

　アッシュフォードが乗り込んでいる、『Ｇ＆Ｍモータースポーツ』のマシン。

「行け、そのまま行けーっ！」

　彰の声せい援えんに応こたえるようにその車は美しい一いち陣じんの風のようにコースを走り抜け……まるで王のように悠ゆう然ぜんとチェッカーフラッグを受けた。

「うわああっ！　やったーっ！」

　彰は叫さけび、手に握りしめていた紙かみ吹雪ふぶきを空に舞まい散らした。

　ジーンの、そして我々のチームの優勝を祝ってくれる歓かん声せいが、街中に響ひびきわたる。

　そこここのテラスからまかれた膨ぼう大だいな紙吹雪で、視界が白く曇くもる。

　満開の桜の花びらのように舞い散る紙吹雪の中、彰が思いきり抱きついてくる。

「すごーいっ！　おめでとうっ！」

　彼が、感動に潤うるんだ目で私を見上げてくる。

「ジーンさんやチームのみんなや、あんたが頑がん張ばった成果だね！　オレ感動しちゃった！」

　頰を染め、瞳ひとみを揺らす彼は……感じてしまっている時のようで、とても色っぽい。

　私は手を上げて、彼の小さな顎あごを指先でそっと持ち上げる。

「がんばった私に、おまえから、ごほうびをくれないか？」

「なんだよ、それ！　オレ、おまえにそんな義理はない……んん……」

　彼の言葉を遮さえぎって、私はその美しい唇をそっと奪うばう。

　彼の手は、少し拗すねるように私の胸を押し返すが……すぐに私のシャツの布地を握りしめる。

　キスだけで座り込みそうな彼の身体を、私はそのまま抱き上げる。

「何するんだよっ！　この後、祝勝パーティーがあるんだから、エッチなことは……」

　我に返ったように真っ赤になって暴れる彼の唇に、さらに熱いキス。

「……パーティーへの出席は、キャンセル。この部屋で、二人だけで祝勝会だ」

「なんだよ、それっ？」

「せっかく君がプレゼントしてくれた服を着たんだ。脱ぬぐところも見たいだろう？」

「ええっ？」

「私も、せっかくプレゼントしたスーツなら、この手で脱がせてみたいしね」

　言うと、彼は驚おどろいたように目を見開き、それからふいに恥はずかしげに睫まつ毛げを震ふるわせる。

「……バカ。エッチ。イジワル野や郎ろう……っ！」

　言葉は乱暴だが、彼の頰はバラ色に染まり、その瞳は誘さそうように甘く潤んでいる。

　……ああ、そんな顔をされたら、また朝までイケナイことを教えてしまうよ……。

　私の美しい恋人は、跳はねっ返りで、ワガママで……しかし、とてつもなく色っぽい。


『教育係は意地悪なプリンス』　ＥＮＤ












教きよう育いく係がかりは意い地じ悪わるなプリンス








水みな上かみルイ
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